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第１章 調査の概要 

第１節 調査の目的  

調査は、秋田県内で排出される産業廃棄物の発生及び処理の状況を調査し、産業廃棄

物の発生量、処理量及び処理方法等を把握することを目的に実施した。  

第２節 調査に関する基本的事項  

１ 調査対象期間  

令和 5 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの 1 年間 

２ 調査対象廃棄物  

調査対象廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 2 条第 4 項及び第 2 条第 5

項、同法施行令第 2 条及び第 2 条の 4 に定める表 1-2-1 及び表 1-2-2 の産業廃棄物とし

た。 

なお、これらの産業廃棄物のうち、汚泥、廃油、廃プラスチック類、がれき類につい

ては、廃棄物の性状に応じて種類をさらに区分した。  

表 1-2-1 産業廃棄物の区分 

調査対象廃棄物 細区分化の例等 

1 燃え殻 

2 汚泥 有機性汚泥、無機性汚泥 

3 廃油 一般廃油、廃溶剤、その他 

4 廃酸 

5 廃アルカリ 

6 廃プラスチック類 廃プラスチック、廃タイヤ 

7 紙くず 

8 木くず 

9 繊維くず 

10 動植物性残さ 

11 動物系固形不要物 

12 ゴムくず 

13 金属くず 

14 
ガラスくず、コンクリートくず及び

陶磁器くず 

※本報告書における図表では「ガラス陶磁器くず」

と略した

15 鉱さい 

16 がれき類 コンクリート片、廃アスファルト、その他

17 動物のふん尿 

18 ばいじん 

19 
上記の産業廃棄物を処分するため

に処理したもの 
コンクリート固形化物等
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表 1-2-2 特別管理産業廃棄物の区分 

調査対象廃棄物 細区分化の例 

1 廃油 揮発油類、灯油類、軽油類 

2 廃酸 pH が 2.0 以下の廃酸 

3 廃アルカリ pH が 12.5 以上の廃アルカリ 

4 感染性産業廃棄物 

5 特定有害産業廃棄物 

また、次の有償物、廃棄物等については、それぞれ記載のとおり取り扱うこととした。  

（１）法令上廃棄物とならない有償物も今後の社会状況の変化によっては産業廃棄物とな

る可能性があるため、今回の調査対象に含めた。

（２）紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ及び動物系固形不要物については、廃棄

物の処理及び清掃に関する法律施行令第 2 条で、産業廃棄物となる業種が指定され

ている。このため、指定された業種以外の事業所から発生した紙くず、木くず、繊

維くず、動植物性残さ及び動物系固形不要物については、原則として事業系一般廃

棄物とし、調査対象から除外した。ただし、貨物の流通のために使用したパレット

に係る木くずは、産業廃棄物として取り扱われるため、パレットに係る木くずはす

べての業種で産業廃棄物として集計した。

（３）酸性又はアルカリ性の排水であって、これを公共用水域へ放流することを目的とし

て事業所で中和処理を行っている場合には、中和処理後に生じた汚泥（沈でん物）

を調査対象廃棄物とし、脱水前の量を発生量とした。

（４）自社で廃棄物を焼却処理した場合は、焼却処理前の廃棄物を発生量とし、焼却処理

後は自己中間処理後量として計上した。

３ 調査対象業種  

調査対象業種は、日本標準産業分類（[令和 5 年 7 月改定]総務省）に記載された分類

を基本に、産業廃棄物の排出量等を勘案し、表 1-2-3 の業種とした。 

なお、本報告書では、業種の名称を一部省略して用いた。 
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表 1-2-3 調査対象業種 

日本標準産業分類 略   称 

建設業 建設業 

製造業 

食料品製造業 

飲料・たばこ・飼料製造業 

繊維工業 

木材・木製品製造業（家具を除く） 

家具・装備品製造業 

パルプ・紙・紙加工品製造業 

印刷・同関連業  

化学工業 

石油製品・石炭製品製造業 

プラスチック製品製造業 

ゴム製品製造業 

なめし革・同製品・毛皮製造業 

窯業・土石製品製造業 

鉄鋼業 

非鉄金属製造業 

金属製品製造業 

はん用機械器具製造業 

生産用機械器具製造業 

業務用機械器具製造業 

電子部品・デバイス・電子回路製造業 

電気機械器具製造業 

情報通信機械器具製造業   

輸送用機械器具製造業 

その他の製造業 

製造業 

食料品 

飲料・飼料 

繊維 

木材 

家具 

パルプ・紙 

印刷 

化学 

石油・石炭 

プラスチック 

ゴム 

皮革 

窯業・土石 

鉄鋼 

非鉄金属 

金属 

はん用機器 

生産用機器 

業務用機器 

電子部品 

電気機器 

情報通信機器 

輸送機器 

その他 

電気・ガス・熱供給・水道業 

電気業 

ガス業 

上水道業 

下水道業 

電気・水道業 

電気業 

ガス業 

上水道業 

下水道業 

 

 

４ 調査対象地域  

本調査では、秋田県内全域を調査対象とし、次の構成市町村により 4 地域とした。  

 

表 1-2-4 地域区分 

地 域 名 構 成 市 町 村 

秋田市 秋田市 

県北地域 
能代市、大館市、鹿角市、北秋田市、小坂町、上小阿仁村、藤里町、 

三種町、八峰町 

県央地域 
男鹿市、由利本荘市、潟上市、にかほ市、五城目町、八郎潟町、井川町、

大潟村 

県南地域 横手市、湯沢市、大仙市、仙北市、美郷町、羽後町、東成瀬村 
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５ 排出量及び処理状況の流れ図  

調査の集計結果は、図 1-2-1 の排出量及び処理状況の流れ図に示した項目により、取

りまとめた。 

なお、図 1-2-1 における各項目の用語の定義は、表 1-2-5 のとおりである。  

(単位：千ｔ/年)

(A) (B) (S)

(E1) (R)

(C) (D) (E) (I)

(F) (H) (J)

(G)

(K)

(G1)自己未処理自己再生利用量

(G2)自己未処理自己最終処分量

(G3)自己未処理委託中間処理量

(G4)自己未処理委託直接最終処分量

(G5)自己未処理その他量

(L) (M) (M1)

(N) (M2)

(T) (O) (P) (Q)

発　生　量 有 償 物 量 資源化量

再生利用量
自己中間処理

後再生利用量

減量化量
委 託 直 接

最終処分量

排　出　量
自己中間

処理後量

自　　　己

減量化量

自　　　己

未処理量

委　 　　　託

中間処理量

委託中間

処理後量

委　　　託

減量化量

自　　 　　己

中間処理量

委託中間処理

後最終処分量

委託中間処理

後再生利用量

委　　　　託

最終処分量
最終処分量

自　　　　己

最終処分量

委　　　託

処  理  量

搬　出　量 そ の 他 量

 

図 1-2-1 排出量及び処理状況の流れ図 
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表 1-2-5 排出量及び処理状況の流れ図の項目に関する用語の定義 

項  目 定        義 

(A)発生量 事業場内等で生じた産業廃棄物量及び有償物量 

(B)有償物量 
(A)の発生量のうち、中間処理されることなく、他者に有償で売却

した量(他者に有償売却できるものを自己利用した場合を含む) 

(C)排出量   (A)の発生量のうち、(B)の有償物量を除いた量 

(D)自己中間処理量 (C)の排出量のうち、自ら中間処理した廃棄物量で処理前の量 

(G)自己未処理量 (C)の排出量のうち、自己中間処理されなかった量 

 

(G1)自己未処理自己再生利用量 
(G)の自己未処理量のうち、他者に有償売却できないものを自ら利

用した量 

(G2)自己未処理自己最終処分量 (I)の自己最終処分量のうち、自己未処理で自己最終処分された量 

(G3)自己未処理委託中間処理量 (L)の委託中間処理量のうち、自己未処理で委託中間処理された量 

(G4)自己未処理委託直接最終処 

分量 

(O)の委託直接最終処分量のうち、自己未処理で委託直接最終処分

された量 

(G5)自己未処理その他量 (J)のその他量のうち、自己未処理でその他となった量 

(E)自己中間処理後量 (D)で中間処理された後の廃棄物量 

 (E1)自己中間処理後再生利用量 
(E)の自己中間処理後量のうち、自ら利用し又は他者に有償で売却

した量 

(F)自己減量化量 (D)の自己中間処理量から(E)の自己中間処理後量を差し引いた量 

(H)搬出量 (I)の自己最終処分量、(J)のその他、(K)の委託処理量の合計 

(I)自己最終処分量 自己の埋立地に処分した量 

(J)その他量 保管されている量、又は、それ以外の量 

(K)委託処理量 中間処理及び最終処分を委託した量 

(L)委託中間処理量 (K)の委託処理量のうち、処理業者等で中間処理された量 

(O)委託直接最終処分量 
(K)の委託処理量のうち、処理業者等で中間処理されることなく最

終処分された量 

(M)委託中間処理後量 (L)で中間処理された後の廃棄物量 

 
(M1)委託中間処理後再生利用量 

(M)の委託中間処理後量のうち、処理業者等で自ら利用し又は他者

に有償で売却した量 

(M2)委託中間処理後最終処分量 (M)の委託中間処理後量のうち、最終処分された量 

(N)委託減量化量 (L)の委託中間処理量から(M)の委託中間処理後量を差し引いた量 

(P)委託最終処分量 処理業者等で最終処分された量 

(Q)最終処分量 排出事業者と処理業者等の最終処分量の合計 

(R)再生利用量 排出事業者又は処理業者等で再生利用された量 

(S)資源化量 (B)の有償物量と(R)の再生利用量の合計 

(T)減量化量 排出事業者又は処理業者等の中間処理により減量された量 
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第３節 調査の方法  

１ 調査方法の概要  

調査は、「産業廃棄物排出・処理実態調査指針 改訂版（平成 22 年 4 月 環境省）」に

基づき、排出事業者へのアンケート調査（全数調査、標本調査）と既存資料（処分業者

による処分実績報告等）を用いた調査を組み合わせて産業廃棄物の排出量及び処理量を

把握する方法で行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-1 排出事業者へのアンケート調査等による方法  

 

○水道業は、浄水場及び下水処理場の全施設に対してアンケート調査を実施した。  

○水道業以外の業種は、抽出した事業者に対してアンケート調査を実施した。なお、

建設業と製造業においては、業種毎の活動量指標を用いて調査対象全体の産業廃棄

物の発生量を推計した。  

 

既存資料を用いた調査  

（処分業者による処分実績の  

報告等を参考に推計）  

発生量 

有償物量 

 

自己最終処分量 

全数調査及び標本調査  

（排出事業者へのアンケート調査）  

排出量 

 

自己減量化量 自己再生利用量 

 

委託量 

 

委託減量化量 委託中間処理量 委託再生利用量 

委託最終処分量 
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２ 標本調査について  

標本調査は、郵便配布及び郵便回収によるアンケート調査により実施した。  

回答を得た産業廃棄物の排出量及び処理状況に関する内容と産業廃棄物の排出量を説

明する活動量指標(製造品出荷額等)を基に、県内の産業廃棄物の排出量等を推定した。  

 

（１）標本抽出方法 

標本調査の抽出は、事業所母集団データベース（令和 4 年次フレーム）を基に、業

種別、従業者規模別、地域別に事業所を層別し、これらの各層ごとに実施した。  

 

表 1-3-1 標本抽出方法 

業 種 抽出方法等 

建設業 

○資本金 1 億円以上：全数抽出 

○資本金 1 億円未満：令和 5 年度産業廃棄物排出量が 1,000ｔ以上の

事業所を全数抽出 

製造業 

○従業者 50 人以上：全数抽出 

○従業者 50 人未満：令和 5 年度産業廃棄物排出量が 1,000ｔ以上の事

業所を全数抽出 

※ 上記に該当が無い業種等は、令和 2 年度秋田県産業廃棄物実態調

査・令和 5 年度秋田県産業廃棄物実態調査フォローアップ等調査に

より発生量のあった事業所から抽出 

電気・水道業 

○電気業は令和 2 年度秋田県産業廃棄物実態調査の対象事業所 

（風力及び地熱の廃棄物が発生しない事業は除く） 

○ガス業は令和 2 年度秋田県産業廃棄物実態調査の対象事業所 

○水道業は施設名簿より全数抽出 

 

（２）アンケート調査項目 

アンケート調査の項目は、活動量指標(製造品出荷額等)と廃棄物の排出量及び処理

状況に関するものとし、調査票の形式は、各業種で排出される廃棄物や処理状況の特

性を考慮して、次の 2 種類の調査票を作成した。 

○建設業 

○製造業及び電気・水道業 

 

各調査票における調査項目の詳細は、本報告書の巻末のとおりである。  

7



 

（３）排出原単位の算出と調査対象全体の排出量の推定方法  

１）排出原単位の算出  

排出原単位は、アンケート調査等によって得られた標本の業種別、種類別に集計し

た産業廃棄物量と、業種別の集計活動量指標から、図 1-3-2 の A 式により活動量指標

単位当たりの産業廃棄物排出量（排出原単位）を算出した。  

 

２）調査対象全体の排出量の推定方法  

１）で算出された排出原単位と、業種別の調査対象全体（母集団）における調査当

該年度の活動量指標を用いて、図 1-3-2 の B 式によって調査対象全体の産業廃棄物の

排出量を推定した。  

 

①  排出原単位の算出 

Ａ式 α＝Ｗ／Ｏ   α ：産業廃棄物の排出原単位 

            Ｗ ：標本に基づく集計産業廃棄物排出量 

           Ｏ ：標本に基づく集計活動量指標 

 

②  調査対象全体の発生量の推定方法 

Ｂ式 Ｗ’＝α×Ｏ’ Ｗ’：調査当該年度の推定産業廃棄物排出量 

           Ｏ’：調査当該年度の母集団の活動量指標 

 

図 1-3-2 排出原単位の算出と排出量の推定計算の概念図 

 

３）活動量指標  

本調査で推計に用いた活動量指標は、次のとおりである。  

 

表 1-3-2 業種別の活動量指標 

業 種 活動量指標 出 典 

建設業 元請完成工事高 
建設工事施工統計調査報告 令和 4 年度実績 

（国土交通省） 

製造業 製造品出荷額等 2023 年経済構造実態調査(経済産業省) 

電気・水道業 従業者数 令和 3 年経済センサス活動調査(総務省) 

※水道業は全数調査のため推定していない。 
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第４節 調査結果の利用上の留意事項  

１ 産業廃棄物の種類の区分  

本報告書では、産業廃棄物の種類を３段階で設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

中間処理により廃棄物の種類が変化する場合がある。この場合において、中間処理後

の変化した廃棄物の種類で記載した場合には「種類別：変換」と記載し、変化する前（発

生時）の廃棄物の種類で記載した場合には「種類別：無変換」と表現した。  

 

２ 建設業の地域別排出量等の推計方法  

建設業は他の業種と違い、事業所のある場所が廃棄物の排出場所ではなく、工事現場

が廃棄物の排出場所となっている。本調査では、建設業の各地域別の量を算出するため、

建設業における産業廃棄物の排出量全体を市町村内総生産（令和 3 年度秋田県市町村民

経済計算（建設業））の割合で按分して算出した。  

 

３ その他の業種の排出量等の推計方法  

建設業、製造業、電気・水道業以外の業種（その他の業種）は、令和 2 年度の秋田県

産業廃棄物実態調査報告書でとりまとめた結果をもとに、令和 3 年度経済センサス活動

調査（総務省）を用いて推計した値を令和 5 年度実績とした。 
 

その他の業種 

情報通信業、運輸業、卸・小売業、物品賃貸業、 

学術研究・専門サービス業、生活関連サービス業、 

教育・学習支援業、医療・福祉、サービス業 

 

４ 単位と数値に関する処理  

（１）単位に関する表示  

本報告書の調査結果表においては、すべて１年間の量であることを示すため、図表

の単位は「千 t/年」で表示しているが、文章中においては、原則として「千ﾄﾝ」で記

述している。  

（２）数値の処理  

本報告書に記載されている千ﾄﾝ表示の数値は、四捨五入しているために、総数と

個々の合計とは一致しないものがある。なお、表中の空欄は、1 ﾄﾝ/年以上の該当値が

なかったもの、「0」表示は、500 ﾄﾝ/年未満であることを示している。 

また、構成比(％)はﾄﾝ単位で算出しているため、四捨五入した千ﾄﾝ表示の数値で計

算した場合と一致しないものがある。 

１段階 発生時点の種類 

２段階 
排出事業者の中間処理により変化した処理後の種類 

 例；木くず→（焼却）→［燃え殻］ 
注）１段階時点の種類と排出事業者の中間処理方法を用いて推定した。  

３段階 
委託中間処理により変化した処理後の種類 
注）２段階時点の種類と委託中間処理方法を用いて推定した。  
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５ 特別管理産業廃棄物について  

本報告書は、特別管理産業廃棄物を含めた結果を産業廃棄物として記載している(例：

引火性廃油→廃油に含む、特定有害廃酸→廃酸に含む)。ただし、感染性産業廃棄物につ

いては、該当する産業廃棄物の種類がないため、「その他の産業廃棄物」に含めて集計し

た。 

 

６ 農業と鉱業から発生する産業廃棄物の取り扱い  

農業と鉱業から発生する産業廃棄物は、前回調査との整合性や秋田県循環型社会形成

推進基本計画の数値目標に含まれていないことなどから、第 4 章でのみ記載している。

第 4 章以外の推計結果には、県内の農業と鉱業から発生する産業廃棄物は含まれていな

い。 
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第５節 標本抽出・回収結果  

 

 秋田県内に所在する総事業所数 46,849 件（令和 3 年経済センサス活動調査）のうち、ア

ンケート調査の対象となったのは 8,104 事業所である。 

このうち、業種特性、規模別特性等を考慮し、設定された業種別、従業者規模別の抽出

条件を基に、574 事業所（抽出率 7.1％）を抽出し、アンケート調査を実施した。 

 回収された調査票は 480 件（回収率 83.6％）であり、このうち、廃業及び休業等の理由

により無効となった調査票を除いた有効調査票は、467 事業所であった。 

 

標本抽出・回収結果 

総事業所数        ：46,849 事業所 

調 査 対 象 事 業 所数    ： 8,104 事業所 

アンケート送付事業所数：   574 事業所 

回答数         ：   480 事業所 

回収率         ：  83.6 ％ 

有効回答数      ：   467 事業所 

 

 標本抽出及び回収結果は、表 1-5-1 のとおりであり、表中の項目の説明は次のとおりで

ある。 

Ａ 調査対象事業所数 ：アンケート調査の対象とした業種の県内全体の事業所数 

Ｂ 抽出事業所数 ：調査対象事業所よりアンケート調査の対象として抽出した事業所数 

Ｃ 抽出率 ：Ｂ÷Ａ×100 

Ｄ 回収事業所数 ：アンケート調査票を送付し調査票が回収(返送)された事業所数 

Ｅ 回収率 ：Ｄ÷Ｂ×100 

Ｆ 有効調査票数 ：事業所の廃業及び休業等の理由により無効となった調査票を除いた 

  数 

Ｇ 集計活動量指標値 ：有効調査票より入力した各業種の活動量指標値（従業者数、元請完 

  成工事高、製造品出荷額等）の集計値 

Ｈ 母集団の活動量指標値 ：各業種の活動量指標値の県全体値（母集団値） 

Ｉ 指標カバー率 ：県全体（母集団）の活動量指標値に対する有効調査票による集計活 

  動量指標値の割合 Ｇ÷Ｈ×100 

Ｊ 集計廃棄物発生量 ：有効調査票より入力した各業種の廃棄物の発生量の集計値 

Ｋ 推定廃棄物発生量 ：各業種の廃棄物の発生量の推定値 

Ｌ 捕捉率 ：推定した廃棄物量に対する集計廃棄物量の割合 Ｊ÷Ｋ×100 

 (捕捉率はﾄﾝ単位で算出しているため、表 1-5-1 のＪ÷Ｋと一致し 

 ない場合がある。) 
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表 1-5-1 標本抽出・回収結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L)
調査対象
事業所数

抽出事業
所数

抽出率 回収事業
所数

回収率 有効調査
票数

集計活動
量指標値

指標カ
バー率

集計廃棄
物発生量

推定廃棄
物発生量

捕捉率

(B)÷(A) (D)÷(B) (G)÷(H) ＜千ｔ＞ ＜千ｔ＞ (J)÷(K)

合計 8,104 574 7.1% 480 83.6% 467 -- -- -- 2,069.8 2,686.0 77.1%

建設業 4,889 178 3.6% 149 83.7% 139 196,312 708,009 27.7% 266.9 792.0 33.7%

製造業 3,137 318 10.1% 261 82.1% 258 915,377 1,577,340 58.0% 830 921 90.1%

食料品 587 31 5.3% 20 64.5% 20 49,196 110,854 44.4% 19.4 32.3 60.1%

飲料・飼料 84 5 6.0% 3 60.0% 6 9,318 19,139 48.7% 4.0 4.5 88.6%

繊維 372 23 6.2% 21 91.3% 21 15,794 35,830 44.1% 3.1 3.4 91.6%

木材 250 10 4.0% 8 80.0% 8 36,549 94,455 38.7% 77.9 87.4 89.1%

家具 175 5 2.9% 4 80.0% 4 2,965 8,936 33.2% 0.5 1.4 33.2%

パルプ・紙 25 5 20.0% 4 80.0% 4 30,124 30,124 100.0% 461.9 461.9 100.0%

印刷 144 5 3.5% 5 100.0% 5 2,279 9,625 23.7% 0.4 1.5 23.7%

化学 25 5 20.0% 5 100.0% 5 57,772 67,158 86.0% 16.2 16.6 98.0%

石油・石炭 29 5 17.2% 5 100.0% 5 2,240 5,730 39.1% 0.3 0.9 39.0%

プラスチック 75 10 13.3% 8 80.0% 8 12,197 30,640 39.8% 5.3 8.9 60.0%

ゴム 17 5 29.4% 5 100.0% 5 4,952 4,952 100.0% 0.2 0.2 99.9%

皮革 60 5 8.3% 4 80.0% 3 219 1,341 16.3% 0.0 0.0 16.3%

窯業・土石 129 18 14.0% 17 94.4% 16 14,245 39,833 35.8% 28.4 61.8 46.0%

鉄鋼 42 7 16.7% 6 85.7% 6 15,950 29,304 54.4% 12.2 17.4 70.5%

非鉄金属 27 11 40.7% 10 90.9% 9 68,141 70,665 96.4% 150.0 150.2 99.8%

金属 256 27 10.5% 21 77.8% 20 45,803 94,309 48.6% 4.8 9.9 48.6%

はん用機器 62 7 11.3% 5 71.4% 5 6,393 30,078 21.3% 0.4 1.7 21.3%

生産用機器 216 36 16.7% 30 83.3% 30 93,351 163,203 57.2% 8.4 12.1 69.8%

業務用機器 47 18 38.3% 18 100.0% 18 84,842 102,112 83.1% 12.1 13.6 89.0%

電子部品 127 46 36.2% 35 76.1% 34 293,274 513,040 57.2% 19.6 28.4 69.1%

電気機器 72 11 15.3% 8 72.7% 7 13,326 32,149 41.5% 0.5 1.2 41.5%

情報通信機器 15 5 33.3% 4 80.0% 4 6,817 7,191 94.8% 0.2 0.2 94.9%

輸送機器 45 13 28.9% 12 92.3% 12 46,822 63,793 73.4% 4.1 5.6 73.9%

その他 256 5 2.0% 3 60.0% 3 2,807 12,879 21.8% 0.0 0.1 22.1%

電気・水道業 78 78 100.0% 70 89.7% 70 -- -- -- 972.9 972.9 100.0%

電気業 13 13 100.0% 12 92.3% 12 -- -- -- 512.5 512.5 100.0%

ガス業 3 3 100.0% 2 66.7% 2 -- -- -- 0.0 0.0 100.0%

上水道業 27 27 100.0% 24 88.9% 24 -- -- -- 56.6 56.6 100.0%

下水道業 35 35 100.0% 32 91.4% 32 -- -- -- 403.8 403.8 100.0%

（活動量指標の内容）建設業：元請完成工事高（百万円）　製造業：製造品出荷額等（百万円）

母集団の
活動量指

標値
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第２章 調査結果 
 

令和 5 年度に秋田県で発生した産業廃棄物の推計結果は以下のとおりである。 

なお、情報通信業等のその他の業種については、今年度は標本調査の対象ではないため、

令和 2 年度の秋田県産業廃棄物実態調査報告書をもとに整理した。 

 

第１節 結果の概要  

発生量は 2,710 千ﾄﾝで、有償物量は 213 千ﾄﾝ、有償物量を除いた排出量は 2,498 千ﾄﾝ、

搬出量は 1,486 千ﾄﾝとなっている。 

 

表 2-1-1 発生・排出、処理状況 

（単位：千ｔ/年）

発生量 有償物量 排出量 搬出量

2,710 213 2,498 1,486

(100.0%) (7.9%) (92.1%) (54.8%)

※搬出量とは、排出事業所内で減量（再生利用又は中間処理による減量化量）

　された量を除いたもの。

　（　）内のパーセントは発生量に対する割合である。  
 

 

令和 5 年度の排出量に対する再生利用量の割合（以下、再生利用率という）は 43.9 ％、

減量化量の割合(以下、減量化率という)は 40.5 ％、最終処分量の割合(以下、最終処分

率という)は 15.6％となっている。 

 

表 2-1-2 処理・処分状況 

（単位：千ｔ/年）

排出量 再生利用量 減量化量 最終処分量 その他量

2,498 1,096 1,012 390 0

(100.0%) (43.9%) (40.5%) (15.6%) (0.0%)

※（　）内のパーセントは排出量に対する割合である。
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第２節 排出状況  

１ 種類別の排出状況 

排出量を種類別にみると、汚泥が 1,040 千ﾄﾝ

（41.6％）で最も多く、次いで、がれき類が 605

千ﾄﾝ（24.2％）、以下、その他の産業廃棄物が

351 千ﾄﾝ（14.1％）、鉱さいが 150 千ﾄﾝ（6.0％）、

木くずが 94 千ﾄﾝ（3.8％）等となっている。 

その他の産業廃棄物の割合が高い要因として

は、令和 2 年 3 月から営業運転を開始した電気

業の石炭火力発電所が、ばいじんと燃え殻を一

緒に合わせた状態で排出する構造であり、混合

物（ばいじん、燃え殻）として排出されている

ためである。 

なお、汚泥は排出時においては多量であるが、

排出事業者自らによる脱水、乾燥、焼却等の処理

により大幅に減量されるため、搬出量ベースでみ

ると 123 千ﾄﾝ（8.3％）となる。  
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種類：無変換
(千t/年)

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい がれき類 ばいじん
その他
の産業
廃棄物

2,710 45 1,134 18 6 7 45 11 157 1 9 2 0 39 65 150 605 46 368
(100%) (1.7%) (41.8%) (0.7%) (0.2%) (0.3%) (1.7%) (0.4%) (5.8%) (0.0%) (0.3%) (0.1%) (0.0%) (1.5%) (2.4%) (5.5%) (22.3%) (1.7%) (13.6%)

2,498 33 1,040 16 6 7 43 10 94 1 9 2 0 19 64 150 605 46 351
(100%) (1.3%) (41.6%) (0.6%) (0.3%) (0.3%) (1.7%) (0.4%) (3.8%) (0.0%) (0.4%) (0.1%) (0.0%) (0.8%) (2.6%) (6.0%) (24.2%) (1.9%) (14.1%)

1,486 33 123 14 6 7 39 3 76 1 8 2 0 15 62 150 549 46 351
(100%) (2.2%) (8.3%) (0.9%) (0.4%) (0.5%) (2.6%) (0.2%) (5.1%) (0.0%) (0.5%) (0.2%) (0.0%) (1.0%) (4.2%) (10.1%) (36.9%) (3.1%) (23.6%)

発 生 量

排 出 量

搬 出 量
 

図 2-2-2 種類別の発生量、排出量、搬出量 

図 2-2-1 種類別排出量 
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２ 業種別の排出状況 

排出量を業種別にみると、電気・水道業が 851

千ﾄﾝ（34.1％）で最も多く、以下、製造業が 833

千ﾄﾝ（33.3％）、建設業が 791 千ﾄﾝ（31.7％）と

なっており、この 3 業種で排出量全体の 99.1％

を占めている。 

なお、電気・水道業と製造業から排出される

汚泥は、脱水等の自己中間処理により大幅に減

量されるため、搬出量でみると電気・水道業が

411 千ﾄﾝ（27.7％）、製造業が 326 千ﾄﾝ（22.0％）

となる。 
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業　種
(千t/年)

合計 建設業 製造業 電気・水道業 その他の業種

2,710 792 921 973 24
(100%) (29.2%) (34.0%) (35.9%) (0.9%)

2,498 791 833 851 23
(100%) (31.7%) (33.3%) (34.1%) (0.9%)

1,486 726 326 411 23
(100%) (48.9%) (22.0%) (27.7%) (1.5%)

排 出 量

搬 出 量

発 生 量

 

図 2-2-4 業種別の発生量、排出量、搬出量 

図 2-2-3 業種別排出量  

電気・水道業
851
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833
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791
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23

0.9%

排出量
2,498

（千ｔ/年）
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３ 業種別・種類別の排出状況 

業種別・種類別の排出量は、表 2-2-1 のとおりである。 

 

表 2-2-1 業種別・種類別の排出量 

(単位：千t/年)

業　種

種　類

2,498 791 833 851 23

(100%) (31.7%) (33.3%) (34.1%) (0.9%)

33 (1.3%) 2 11 21 0

1,040 (41.6%) 51 519 467 3

16 (0.6%) 0 13 0 2

6 (0.3%) 0 6 0

7 (0.3%) 0 7 0

43 (1.7%) 10 24 1 8

10 (0.4%) 1 10 0

94 (3.8%) 77 17 0

1 (0.0%) 0 0

9 (0.4%) 9

2 (0.1%) 2

0 (0.0%) 0 0

19 (0.8%) 12 5 0 2

64 (2.6%) 21 43 0 0

150 (6.0%) 150

605 (24.2%) 604 1 1 1

46 (1.9%) 15 31

その他の産業廃棄物 351 (14.1%) 14 1 330 6

（注1）表中の「0」は1ｔ以上500ｔ未満で、空欄は1ｔ未満。

（注2）千ｔ未満を四捨五入したため、内訳の計が合計に一致しないものがある。

ばいじん

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動植物性残さ

その他の業種

合計

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

合計 建設業 製造業 電気・水道業

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず
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４ 地域別の排出状況 

排出量を地域別にみると、秋田市が 1,106 千ﾄﾝ

（44.3％）で最も多く、以下、県北地域が 821 千

ﾄﾝ（32.9％）、県央地域が 328 千ﾄﾝ（13.1％）、県

南地域が 243 千ﾄﾝ（9.7％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

図 
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（単位：千ｔ/年）

合計 秋田市 県北地域 県央地域 県南地域

2,710 1,112 962 386 250
(100%) (41.0%) (35.5%) (14.2%) (9.2%)

2,498 1,106 821 328 243
(100%) (44.3%) (32.9%) (13.1%) (9.7%)

1,486 347 720 277 142
(100%) (23.3%) (48.5%) (18.6%) (9.6%)

発 生 量

排 出 量

搬 出 量
 

図 2-2-6 地域別の発生量、排出量、搬出量 

 

 

図 2-2-5 地域別排出量の内訳 
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第３節 処理状況  

１ 処理・処分状況の概要  

令和 5 年度の 1 年間に秋田県内で発生した産業廃棄物の発生量は 2,710 千ﾄﾝで、有償

物量は 213 千ﾄﾝ、排出量は 2,498 千ﾄﾝとなっている。 

排出量 2,498 千ﾄﾝのうち、排出事業者自らの中間処理による減量（920 千ﾄﾝ）及び再

生利用（92 千ﾄﾝ）を除いた搬出量は 1,486 千ﾄﾝ（排出量の 59.5％）となっている。 

搬出量 1,486 千ﾄﾝは、自己最終処分量（123 千ﾄﾝ）及び委託処理量（1,363 千ﾄﾝ）、保

管等のその他量(0 千ﾄﾝ)に区分される。 

委託処理量 1,363 千ﾄﾝのうち、業者中間処理による減量化量が 92 千ﾄﾝ、再生利用量が

1,004 千ﾄﾝ、最終処分量が 267 千ﾄﾝとなっている。 

県内で排出した産業廃棄物は最終的に、減量化量が 1,012 千ﾄﾝ（排出量の 40.5％）、

再生利用量が 1,096 千ﾄﾝ（同 43.9％）、最終処分量が 390 千ﾄﾝ（同 15.6％）となってい

る。 

 

発 生 量 有 償 物 量 （単位：千t/年） 資 源 化 量

2,710 213 1,309

排 出 量

2,498 自 己 減 量 化 量 減 量 化 量

(100.0%) 920 自己中間処理後量131 のうち、 1,012

(36.8%) 76 は自己再生利用量へ（※1） (40.5%)

[1,050→131] 55 は搬出量へ（※2）

※1 自己再生利用量 再 生 利 用 量

92 1,096

 (3.7%) (43.9%)

※2 搬 出 量 そ の 他 量

1,486 委 託 処 理 量 92 (3.7%) 0

(59.5%) 1,363 (0.0%)

(54.6%) 1,004 (40.2%)

<1,128>

(　)：排出量に対する割合 自己最終処分量 267 (10.7%) 最 終 処 分 量

[  ]：自己中間処理量→残さ量 123 390

<　>：委託中間処理量 (4.9%) (15.6%)  

 

図 2-3-1 処理・処分状況 
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２ 種類別及び業種別にみた再生利用率、減量化率、最終処分率 

排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比は、種類別にみると図

2-3-2 に示すとおりであり、業種別にみると図 2-3-3 に示すとおりである。 
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合

 

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物性
残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい がれき類 ばいじん
その他
の産業
廃棄物

2,498 33 1,040 16 6 7 43 10 94 1 9 2 0 19 64 150 605 46 351
(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%)

1,096 6 42 2 1 3 21 1 90 0 9 2 18 50 6 602 14 227
 (43.9%)  (19.5%)  (4.0%)  (12.6%)  (19.7%)  (42.7%)  (50.1%)  (12.9%)  (95.8%)  (12.4%)  (96.1%) (80%)  (96.1%)  (77.1%)  (4.3%)  (99.5%)  (30.1%)  (64.6%)

1,012 958 14 5 4 12 8 3 0 0 0 0 7
 (40.5%)  (92.1%)  (85.4%)  (77.6%)  (56.7%)  (28.7%)  (76.9%)  (3.5%)  (26.2%)  (2.8%) (19%)  (4.8%)  (1.9%)

390 27 40 0 0 0 9 1 1 0 0 0 0 1 15 143 3 32 118
 (15.6%)  (80.5%)  (3.8%)  (2.0%)  (2.7%)  (0.6%)  (21.1%)  (10.2%)  (0.7%)  (61.4%)  (1.0%) (1%)  (95.2%)  (3.9%)  (22.9%)  (95.7%)  (0.5%)  (69.9%)  (33.5%)

0 0 0 0
 (0.0%)  (0.0%)  (0.0%)  (0.0%)

（参考）

2,710 45 1,134 18 6 7 45 11 157 1 9 2 0 39 65 150 605 46 368
(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%)

213 12 94 3 0 0 3 0 62 0 0 21 1 0 17
 (7.9%)  (26.4%)  (8.3%)  (13.7%)  (0.1%)  (0.5%)  (5.9%)  (4.1%)  (39.9%)  (3.8%)  (1.2%)  (52.0%)  (1.3%)  (0.1%)  (4.5%)

発 生 量

有 償 物 量

種類：無変換
(千t/年)

注１）　廃油、廃酸、廃アルカリ等に最終処分量が表示されているが、実際には、中間処理により燃え殻となったものが最終処分されている。
　　　 　しかし、この表における再生利用量、最終処分量はこのような中間処理等による廃棄物の種類の変化を考慮していない。

そ の 他 量

最終処分量

減 量 化 量

再生利用量

排 出 量

 

図 2-3-2 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 
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合計 建設業 製造業 電気・水道業 その他の業種

2,498 791 833 851 23
(100%) (100%) (100%) (100%) (100%)

1,096 716 119 251 9
(43.9%) (90.5%) (14.3%) (29.5%) (40.7%)

1,012 26 530 446 10
(40.5%) (3.3%) (63.7%) (52.4%) (41.8%)

390 49 183 154 4
(15.6%) (6.1%) (22.0%) (18.1%) (17.4%)

0 0
(0.0%) (0.1%)

（参考）

2,710 792 921 973 24
(100%) (100%) (100%) (100%) (100%)

213 1 88 122 2
(7.9%) (0.1%) (9.6%) (12.5%) (7.0%)

発 生 量

有 償 物 量

業　種
(千t/年)

そ の 他 量

最 終 処 分 量

減 量 化 量

再 生 利 用 量

排 出 量

 

図 2-3-3 業種別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 
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３ 自己中間処理状況 

自己中間処理量は 1,050 千ﾄﾝとなっており、排

出量の 42.1％を占めている。 

種類別に排出量に対する自己中間処理量の割合

でみると、汚泥が 91.2％で最も高く、次いで紙く

ずが 83.3％、ガラス陶磁器くずが 34.0％となって

いる。 
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種類：無変換
(千t/年)

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい
がれき

類
ばいじん

その他
の産業
廃棄物

2,498 33 1,040 16 6 7 43 10 94 1 9 2 0 19 64 150 605 46 351
(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%)

1,050 948 2 0 4 9 3 1 4 22 57 0 1
(42.1%) (91.2%) (13.7%) (0.0%) (8.4%) (83.3%) (3.6%) (14.3%) (20.3%) (34.0%) (9.5%) (0.2%) (0.1%)

920 908 2 1 8 1 0
(36.8%) (87.4%) (13.4%) (1.4%) (75.1%) (0.8%) (0.0%)

1,447 33 92 14 6 7 39 2 91 1 8 2 0 15 43 150 548 46 351
(57.9%) (100%) (8.8%) (86.3%) (100%) (100%) (91.6%) (16.7%) (96.4%) (100%) (85.7%) (100%) (100%) (79.7%) (66.0%) (100%) (90.5%) (100%) (100%)

排 出 量

（自己減量化量）

自 己 未 処 理 量

自己中間処理量

 

図 2-3-5 種類別の排出量に対する自己中間処理量、自己未処理量の構成比 

図 2-3-4 自己中間処理量及び 
自己未処理量の構成比  
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４ 委託処理状況 

 委託処理量は 1,363 千ﾄﾝであり、排出量の

54.6％を占めている。 

 種類別にみると、がれき類が 549 千ﾄﾝ（40.2％）

で最も多く、次いで、その他の産業廃棄物が 351

千ﾄﾝ（25.8％）、以下、汚泥が 108 千ﾄﾝ（7.9％）、

木くずが 76 千ﾄﾝ（5.6％）、ガラス陶磁器くずが

62 千ﾄﾝ（4.5％）となっている。 

委託処理量 1,363 千ﾄﾝのうち、委託直接最終処

分量は 235 千ﾄﾝ（委託処理量の 17.2％）、委託中

間処理量は 1,128千ﾄﾝ（同 82.8％）となっている。 
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種類：変換
(千t/年)

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい がれき類 ばいじん
その他
の産業
廃棄物

1,363 44 108 14 6 7 39 2 76 1 8 2 0 15 62 32 549 46 351
(100%)  (3.3%)  (7.9%)  (1.0%)  (0.5%)  (0.5%)  (2.9%)  (0.1%)  (5.6%)  (0.0%)  (0.6%)  (0.2%)  (0.0%)  (1.1%)  (4.5%)  (2.4%)  (40.2%)  (3.4%)  (25.8%)

235 26 23 6 0 0 0 0 0 0 8 26 2 30 114
(100%)  (11.0%)  (9.6%)  (2.6%)  (0.1%)  (0.2%)  (0.2%)  (0.0%)  (0.0%)  (0.2%)  (3.5%)  (10.9%)  (0.8%)  (12.8%)  (48.2%)

1,128 18 85 14 6 7 33 2 76 0 8 2 0 15 54 6 547 16 238
(100%)  (1.6%)  (7.6%)  (1.2%)  (0.6%)  (0.6%)  (2.9%)  (0.1%)  (6.7%)  (0.0%)  (0.7%)  (0.2%)  (0.0%)  (1.3%)  (4.7%)  (0.6%)  (48.5%)  (1.4%)  (21.1%)

委託処理量

委 託 直 接
最終処分量

委 託 中 間
処 理 量  

図 2-3-7 種類別の委託処理量 

 

図 2-3-6 種類別委託処理量の構成比 
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５ 最終処分状況 

最終処分量は 390 千ﾄﾝとなっており、排出量の

15.6％を占めている。 

種類別にみると、鉱さいが 143 千ﾄﾝ（36.7％）

で最も多く、次いで、その他の産業廃棄物が 117

千ﾄﾝ（30.0％）、以下、燃え殻が 37 千ﾄﾝ（9.4％）、

汚泥が 33 千ﾄﾝ（8.5％）等となっている。 

最終処分量 390 千ﾄﾝの処理を主体別にみると、

排出事業者自らの自己最終処分量が 123 千ﾄﾝ（最

終処分量の 31.5％）、処理業者及び県等の公共施

設での委託最終処分量が 267 千ﾄﾝ（同 68.5％）と

なっている。 
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種類：変換
(千t/年)

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい がれき類 ばいじん
その他
の産業
廃棄物

390 37 33 8 0 0 0 0 0 0 1 15 143 3 32 117
(100%)  (9.4%)  (8.5%)  (2.1%)  (0.1%)  (0.1%)  (0.1%)  (0.0%)  (0.0%)  (0.0%)  (0.2%)  (3.8%)  (36.7%)  (0.8%)  (8.3%)  (30.0%)

267 37 28 8 0 0 0 0 0 0 1 15 26 3 32 117
(100%)  (13.7%)  (10.4%)  (3.0%)  (0.1%)  (0.2%)  (0.1%)  (0.0%)  (0.0%)  (0.0%)  (0.3%)  (5.5%)  (9.6%)  (1.1%)  (12.1%)  (43.6%)

123 5 117
(100%)  (4.3%)  (95.7%)

最終処分量

委 託 最 終
処 分 量

自 己 最 終
処 分 量  

図 2-3-9 種類別の最終処分量 

図 2-3-8 種類別最終処分量の構成比 
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６ 再生利用状況 

再生利用量は 1,096 千ﾄﾝとなっており、排出量

の 43.9％を占めている。 

種類別にみると、がれき類が 602 千ﾄﾝ（55.0％）

で最も多く、以下、その他の産業廃棄物が 227 千

ﾄﾝ（20.7％）、木くずが 90 千ﾄﾝ（8.2％）、ガラス

陶磁器くずが 50 千ﾄﾝ（4.5％）、汚泥が 34 千ﾄﾝ

（3.1％）等となっている。 
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種類：変換
(千t/年)

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい がれき類 ばいじん
その他
の産業
廃棄物

1,096 18 34 2 0 1 21 1 90 0 9 2 18 50 6 602 14 227
(100%)  (1.7%)  (3.1%)  (0.2%)  (0.0%)  (0.1%)  (1.9%)  (0.1%)  (8.2%)  (0.0%)  (0.8%)  (0.2%)  (1.7%)  (4.5%)  (0.6%)  (55.0%)  (1.3%)  (20.7%)

213 12 94 3 0 0 3 0 62 0 0 21 1 0 17
(100%)  (5.6%)  (44.3%)  (1.2%)  (0.0%)  (0.0%)  (1.3%)  (0.2%)  (29.4%)  (0.2%)  (0.0%)  (9.6%)  (0.4%)  (0.1%)  (7.8%)

1,309 30 128 4 0 1 24 2 153 0 9 2 0 39 51 7 602 14 244
(100%) (2.3%) (9.8%) (0.3%) (0.0%) (0.1%) (1.8%) (0.1%) (11.7%) (0.0%) (0.7%) (0.1%) (0.0%) (3.0%) (3.9%) (0.5%) (46.0%) (1.1%) (18.6%)

資 源 化 量

有 償 物 量

再生利用量

 

図 2-3-11 種類別の再生利用量 

図 2-3-10 種類別の再生利用量の構成比 
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７ 発生量及び処理状況の流れ図 

 発生した産業廃棄物の処理の流れは、図 2-3-12 に示すとおりである。 

(単位：千ｔ/年)
(A) (B) (S)

2,710 213 1,309

〈 100.0% 〉 〈 7.9% 〉 (E1) (R) 〈 48.3% 〉

自己中間処理

後再生利用量

76 1,096

《 3.0% 》 《 43.9% 》

(C) (D) (E) （G1）:16 (I)

自 己 自 己 中 間 自 己

中 間 処 理 量 処 理 後 量 最 終 処 分 量

2,498 1,050 131 123

〈 92.1% 〉 《 42.1% 》 《 5.2% 》 《 4.9% 》

《 100.0% 》 県内：123

(F) (H) 県外：0

自 己

減 量 化 量

920 1,486 (J)

《 36.8% 》 〈 54.8% 〉

(G) 《 59.5% 》

自 己 0

未 処 理 量 《 0.0% 》

1,447

《 57.9% 》
(G1)自己未処理自己再生利用量 16 (K)
(G2)自己未処理自己最終処分量 122 委 託
(G3)自己未処理委託中間処理量 1,081 処 理 量
(G4)自己未処理委託直接最終処分量 228 1,363
(G5)自己未処理その他量 0 《 54.6% 》

県内：1,076

県外：288

(L) (M) (M1)

委 託 委 託 中 間 委託中間処理

中 間 処 理 量 処 理 後 量 後再生利用量

1,128 1,036 1,004

《 45.2% 》 《 41.5% 》 《 40.2% 》

県内：844 (N) (M2)

県外：284 委 託 委託中間処理

減 量 化 量 後最終処分量

92 32
《 3.7% 》 《 1.3% 》

(T) (O) (P) (Q)

委 託 直 接 委 託

最 終 処 分 量 最 終 処 分 量

1,012 235 267 390

〈 37.3% 〉 《 9.4% 》 《 10.7% 》 〈 14.4% 〉

《 40.5% 》 県内：231 《 15.6% 》

県外：4

注1 1) 排出量等の数値は、t／年でとらえたデータを四捨五入し、千t／年で示した。
2) 〈　〉：発生量に対する割合
3) 《　》：排出量に対する割合

搬 出 量

発 生 量 有 償 物 量 資 源 化 量

再 生 利 用量

排 出 量

そ の 他 量

注）上記の数値は、流れ図の各処理項目のうち、

　自己未処理量(Ｇ)を経由した内訳を表している。

減 量 化 量 最 終 処 分量

 

図 2-3-12 発生及び処理状況の流れ図 
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第３章 業種別の調査結果 
 

第１節 建設業  

１ 概要  

建設業からの排出量は 791 千ﾄﾝで、県全体の排出量の 31.7％を占めている。  

発 生 量 有 償 物 量 （単位：千t/年） 資 源 化 量

792 1 717

排 出 量

791 自 己 減 量 化 量 減 量 化 量

(100.0%) 自己中間処理後量64 のうち、 26

63 は自己再生利用量へ（※1） (3.3%)

[64→64] 1 は搬出量へ（※2）

※1 自己再生利用量 再 生 利 用 量

65 716

 (8.2%) (90.5%)

※2 搬 出 量 そ の 他 量

726 委 託 処 理 量 26 (3.3%)

(91.8%) 726

(91.8%) 651 (82.3%)

<691>

(　)：排出量に対する割合 自己最終処分量 49 (6.1%) 最 終 処 分 量

[  ]：自己中間処理量→残さ量 49

<　>：委託中間処理量 (6.1%)  

図 3-1-1 建設業の処理・処分状況 

 

２ 排出及び処理状況  

排出量を種類別にみると、がれき類の 604 千ﾄﾝ（建設業の排出量の 76.3％）と木くずの 77 千

ﾄﾝ（同 9.7％）、汚泥の 51千ﾄﾝ（同 6.4％）で建設業全体の 92.4％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-2 種類別の排出量、再生利用量、最終処分量  
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合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
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カリ
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ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
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動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい
がれき

類
ばいじん

その他
の産業
廃棄物

791 2 51 0 0 0 10 1 77 0 12 21 604 14
(100%) (0.2%) (6.4%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.3%) (0.1%) (9.7%) (0.0%) (1.5%) (2.7%) (76.3%) (1.8%)

716 0 14 0 0 4 0 75 0 12 8 601 2
(100%) (0.0%) (2.0%) (0.0%) (0.0%) (0.5%) (0.0%) (10.4%) (0.0%) (1.6%) (1.1%) (83.9%) (0.3%)

49 2 15 5 0 0 0 0 14 2 10
(100%) (3.6%) (30.5%) (10.5%) (0.4%) (0.7%) (0.6%) (0.5%) (27.8%) (5.0%) (20.3%)

最終処分量

種類：変換
(千t/年)

排 出 量

再生利用量

そ の 他 量
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排出された 791 千ﾄﾝの処理・処分状況をみると、

26 千ﾄﾝ（3.3％）が減量化され、再生利用量は 716

千ﾄﾝ（90.5％）、最終処分量は 49千ﾄﾝ（6.1％）とな

っている。 
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合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい
がれき

類
ばいじん

その他
の産業
廃棄物

791 2 51 0 0 0 10 1 77 0 12 21 604 14

再生利用量 716 14 0 0 4 0 75 0 12 8 601 2

減 量 化 量 26 21 0 0 0 1 0 2 0 2

最終処分量 49 2 15 0 0 5 0 0 0 0 14 2 10

そ の 他 量

種類：無変換
(千t/年)

排 出 量

注１）廃油に最終処分量が表示されているが、実際には、中間処理により燃え殻や汚泥となったものが最終処分されている。
　　　この表における再生利用量、最終処分量はこのような中間処理等による廃棄物の種類の変化を考慮していない。  

図 3-1-4 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 

図 3-1-3 建設業の排出量に対する 
処理・処分状況の構成比  
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発生した産業廃棄物の処理・処分の流れは、図 3-1-5 のとおりである。 

(単位：千ｔ/年)
(A) (B) (S)

792 1 717

〈 100.0% 〉 〈 0.1% 〉 (E1) (R) 〈 90.5% 〉

716

《 90.5% 》

(C) (D) (E) (I)

自 己 自 己 中 間 自 己

中 間 処 理 量 処 理 後 量 最 終 処 分 量

791 64 64

〈 99.9% 〉 《 8.1% 》 《 8.1% 》

《 100.0% 》 県内：

(F) (G1) (H) 県外：

自 己

減 量 化 量

726 (J)

〈 91.6% 〉

(G) 《 91.8% 》

自 己

未 処 理 量

727

《 91.9% 》 (G)自己未処理量内訳
(G1)自己未処理自己再生利用量 2 (K)

(G2)自己未処理自己最終処分量 委 託

(G3)自己未処理委託中間処理量 690 処 理 量

(G4)自己未処理委託直接最終処分量 34 726

(G5)自己未処理その他量 《 91.8% 》

県内：695

県外：31

(L) (M) (M1)

委 託 委 託 中 間 委託中間処理

中 間 処 理 量 処 理 後 量 後再生利用量

691 665 651

《 87.3% 》 《 84.0% 》 《 82.3% 》

県内：662 (N) (M2)

県外：29 委 託

減 量 化 量

26

《 3.3% 》

(T) (O) (P) (Q)

委 託 直 接 委 託

最 終 処 分 量 最 終 処 分 量

26 35 49 49

〈 3.3% 〉 《 4.4% 》 《 6.1% 》 〈 6.1% 〉

《 3.3% 》 県内：32.8 《 6.1% 》

県外：2.0

注 1) 発生量等の数値は、t／年でとらえたデータを四捨五入し、千t／年で示した。
2) 〈　〉：発生量に対する割合
3) 《　》：排出量に対する割合

発 生 量 有 償 物 量

自己中間処理

63

《 8.0% 》

資 源 化 量

再生利 用量
後再生利用量

自己未処理自

排 出 量

己再生利用量

最終処 分量

そ の 他

減 量 化 量

搬 出 量

委託中間処理

後最終処分量

14

《 1.7% 》

2
《 0.3% 》

 

図 3-1-5 建設業の発生及び処理状況の流れ図 
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第２節 製造業  

１ 概要  

製造業からの排出量は 833 千ﾄﾝで、県全体の排出量の 33.3％を占めている。  

発 生 量 有 償 物 量 （単位：千t/年） 資 源 化 量

921 88 208

排 出 量

833 自 己 減 量 化 量 減 量 化 量

(100.0%) 485 自己中間処理後量46 のうち、 530

(58.3%) 7 は自己再生利用量へ（※1） (63.7%)

[531→46] 39 は搬出量へ（※2）

※1 自己再生利用量 再 生 利 用 量

21 119

 (2.5%) (14.3%)

※2 搬 出 量 そ の 他 量

326 委 託 処 理 量 45 (5.4%)

(39.2%) 208

(25.0%) 98 (11.8%)

<155>

(　)：排出量に対する割合 自己最終処分量 64 (7.7%) 最 終 処 分 量

[  ]：自己中間処理量→残さ量 119 183

<　>：委託中間処理量 (14.3%) (22.0%)  

図 3-2-1 製造業の処理・処分状況 

 

２ 排出及び処理状況  

排出量を種類別にみると、汚泥の 519 千ﾄﾝ（製造業の排出量の 62.3％）と鉱さいの 150 千

ﾄﾝ（同 18.0％）で製造業全体の 80.3％を占めている。 
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合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル
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廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
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動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
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磁器くず

鉱さい
がれき

類
ばいじ

ん

その他
の産業
廃棄物

833 11 519 13 6 7 24 10 17 0 9 2 0 5 43 150 1 15 1
(100%) (1.3%) (62.3%) (1.6%) (0.7%) (0.8%) (2.9%) (1.2%) (2.1%) (0.0%) (1.1%) (0.3%) (0.0%) (0.6%) (5.2%) (18.0%) (0.1%) (1.8%) (0.1%)

119 13 7 1 0 1 12 1 15 0 9 2 5 42 6 5 0
(100%) (10.9%) (5.8%) (0.5%) (0.0%) (1.1%) (10.4%) (0.9%) (12.8%) (0.0%) (7.2%) (1.6%) (4.2%) (35.1%) (5.4%) (3.9%) (0.1%)

183 13 12 2 0 0 0 0 0 0 1 143 1 10 0
(100%) (7.3%) (6.5%) (1.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.1%) (0.6%) (78.1%) (0.3%) (5.6%) (0.2%)

最終処分量

種類：変換
(千t/年)

排 出 量

再生利用量

そ の 他 量
 

図 3-2-2 種類別の排出量、再生利用量、最終処分量 
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排出量を業種中分類別にみると、パルプ・紙の 462 千ﾄﾝ（製造業の排出量の 55.5％）と

非鉄金属の 149 千ﾄﾝ（同 17.9％）、窯業・土石業の 61 千ﾄﾝ（同 7.3％）で製造業全体の 80.7％

を占めている。  
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業種中分類
（千t/年）

合計 食料品
飲料・
飼料

繊維 木材 家具
パルプ・

紙
印刷 化学
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833 32 4 3 25 1 462 1 16 1 7 0 61 15 149 7 1 5 12 25 0 0 3 0
(100%) (3.9%) (0.5%) (0.4%) (3.0%) (0.2%) (55.5%) (0.1%) (2.0%) (0.1%) (0.9%) (0.0%) (7.3%) (1.8%) (17.9%) (0.9%) (0.1%) (0.6%) (1.5%) (3.0%) (0.1%) (0.0%) (0.4%) (0.0%)

119 11 1 0 16 0 17 1 1 5 42 8 0 1 0 2 3 11 0 0 0
(100%) (8.9%) (0.6%) (0.2%) (13.0%) (0.2%) (14.6%) (0.9%) (0.5%) (4.0%) (35.4%) (6.4%) (0.2%) (0.7%) (0.3%) (1.9%) (2.5%) (9.3%) (0.0%) (0.0%) (0.4%)

183 2 0 0 9 0 9 0 10 0 1 0 4 7 137 1 0 0 1 1 0 0 0 0
(100%) (0.9%) (0.0%) (0.1%) (5.1%) (0.2%) (4.7%) (0.0%) (5.4%) (0.0%) (0.5%) (0.1%) (2.4%) (3.7%) (74.9%) (0.6%) (0.0%) (0.2%) (0.3%) (0.5%) (0.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

最 終
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図 3-2-3 業種中分類別の発生量、再生利用量、最終処分量 

 

30



 

排出された 833 千ﾄﾝの処理・処分状況をみると、

530 千ﾄﾝ（63.7％）が減量化され、再生利用量は

119千ﾄﾝ（14.3％）、最終処分量は 183千ﾄﾝ（22.0％）

となっている。 
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廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
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その他
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833 11 519 13 6 7 24 10 17 0 9 2 0 5 43 150 1 15 1

再生利用量 119 3 14 1 1 3 13 1 15 0 9 2 5 42 6 5 0

減 量 化 量 530 490 12 5 4 9 8 2 0 0 0 0 0

最終処分量 183 8 15 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 1 143 1 10 0

そ の 他 量

種類：無変換
(千t/年)

排 出 量

注１）廃油、廃酸、廃アルカリに最終処分量が表示されているが、実際には、中間処理により燃え殻や汚泥となったものが最終処分されている。
　　　この表における再生利用量、最終処分量はこのような中間処理等による廃棄物の種類の変化を考慮していない。  

図 3-2-5 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 

図 3-2-4 製造業の排出量に対する
処理・処分状況の構成比  

再生利用量
119 

14.3%

減量化量
530 

63.7%

最終処分量
183 
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排出量
833

（千ｔ/年）
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発生した産業廃棄物の処理・処分の流れは、図 3-2-6 に示すとおりである。 

(単位：千ｔ/年)
(A) (B) (S)

921 88 208

〈 100.0% 〉 〈 9.6% 〉 (E1) (R) 〈 22.6% 〉

119

《 14.3% 》

(C) (D) (E) (I)

自 己 自 己 中 間 自 己

中 間 処 理 量 処 理 後 量 最 終 処 分 量

833 531 46 119

〈 90.4% 〉 《 63.8% 》 《 5.5% 》 《 14.3% 》

《 100.0% 》 県内：119

(F) (G1) (H) 県外：

自 己

減 量 化 量

485 326 (J)

《 58.3% 》 〈 35.4% 〉

(G) 《 39.2% 》

自 己

未 処 理 量

302

《 36.2% 》 (G)自己未処理量内訳
(G1)自己未処理自己再生利用量 14 (K)

(G2)自己未処理自己最終処分量 118 委 託

(G3)自己未処理委託中間処理量 122 処 理 量

(G4)自己未処理委託直接最終処分量 48 208

(G5)自己未処理その他量 《 25.0% 》

県内：158

県外：50

(L) (M) (M1)

委 託 委 託 中 間 委託中間処理

中 間 処 理 量 処 理 後 量 後再生利用量

155 110 98

《 18.6% 》 《 13.2% 》 《 11.8% 》

県内：105 (N) (M2)

県外：50 委 託

減 量 化 量

45

《 5.4% 》

(T) (O) (P) (Q)

委 託 直 接 委 託

最 終 処 分 量 最 終 処 分 量

530 53 64 183

〈 57.5% 〉 《 6.3% 》 《 7.7% 》 〈 19.9% 〉

《 63.7% 》 県内：53 《 22.0% 》

県外：

注 1) 発生量等の数値は、t／年でとらえたデータを四捨五入し、千t／年で示した。
2) 〈　〉：発生量に対する割合
3) 《　》：排出量に対する割合

発 生 量 有 償 物 量

自己中間処理
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《 0.8% 》

資 源 化 量

再生利 用量
後再生利用量

自己未処理自

排 出 量

己再生利用量
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図 3-2-6 製造業の発生及び処理状況の流れ図 
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第３節 電気・水道業  

１ 概要  

電気・水道業からの排出量は 851 千ﾄﾝで、県全体の排出量の 34.1%を占めている。  
発 生 量 有 償 物 量 （単位：千t/年） 資 源 化 量

973 122 373

排 出 量

851 自 己 減 量 化 量 減 量 化 量

(100.0%) 434 自己中間処理後量20 のうち、 446

(51.0%) 6 は自己再生利用量へ（※1） (52.4%)

[455→20] 15 は搬出量へ（※2）

※1 自己再生利用量 再 生 利 用 量

6 251

 (0.7%) (29.5%)

※2 搬 出 量 そ の 他 量

411 委 託 処 理 量 12 (1.4%)

(48.3%) 407

(47.8%) 245 (28.8%)

<260>

(　)：排出量に対する割合 自己最終処分量 150 (17.6%) 最 終 処 分 量

[  ]：自己中間処理量→残さ量 4 154

<　>：委託中間処理量 (0.5%) (18.1%)  
図 3-3-1 電気・水道業の処理・処分状況 

 

２ 排出及び処理状況  

排出量を種類別にみると、汚泥の 467千ﾄﾝ（電気・水道業の排出量の 54.9％）とその他の産

業廃棄物の 330千ﾄﾝ（同 38.8％）で電気・水道業全体の 93.7％を占めている。 
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851 21 467 0 1 0 0 1 31 330
(100%) (2.5%) (54.9%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.1%) (3.7%) (38.8%)

251 5 12 0 0 1 9 224
(100%) (2.0%) (4.8%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (3.7%) (89.2%)

154 21 5 0 0 0 22 106
(100%) (13.5%) (3.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (14.3%) (68.7%)

最終処分量

種類：変換
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図 3-3-2 種類別の排出量、再生利用量、最終処分量 
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排出された 851 千ﾄﾝの処理・処分状況をみると、

446 千ﾄﾝ（52.4％）が減量化され、再生利用量は

251千ﾄﾝ（29.5％）、最終処分量は 154千ﾄﾝ（18.1％）

となっている。  
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851 21 467 0 1 0 0 1 31 330

再生利用量 251 3 14 0 0 1 9 224

減 量 化 量 446 445 0 1 0

最終処分量 154 17 9 0 0 0 0 22 106

そ の 他 量

種類：無変換
(千t/年)
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図 3-3-4 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 

図 3-3-3 電気・水道業の排出量に対する
処理・処分状況の構成比  
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発生した産業廃棄物の処理・処分の流れは、図 3-3-5 に示すとおりである。  

(単位：千ｔ/年)
(A) (B) (S)

973 122 373

〈 100.0% 〉 〈 12.5% 〉 (E1) (R) 〈 38.3% 〉

251

《 29.5% 》

(C) (D) (E) (I)

自 己 自 己 中 間 自 己

中 間 処 理 量 処 理 後 量 最 終 処 分 量

851 455 20 4

〈 87.5% 〉 《 53.4% 》 《 2.4% 》 《 0.5% 》

《 100.0% 》 県内：4

(F) (G1) (H) 県外：

自 己

減 量 化 量

434 411 (J)

《 51.0% 》 〈 42.2% 〉

(G) 《 48.3% 》

自 己

未 処 理 量

396

《 46.6% 》 (G)自己未処理量内訳
(G1)自己未処理自己再生利用量 (K)

(G2)自己未処理自己最終処分量 4 委 託

(G3)自己未処理委託中間処理量 247 処 理 量

(G4)自己未処理委託直接最終処分量 146 407

(G5)自己未処理その他量 《 47.8% 》

県内：203

県外：204

(L) (M) (M1)

委 託 委 託 中 間 委託中間処理

中 間 処 理 量 処 理 後 量 後再生利用量

260 248 245

《 30.6% 》 《 29.2% 》 《 28.8% 》

県内：58 (N) (M2)

県外：202 委 託

減 量 化 量

12

《 1.4% 》

(T) (O) (P) (Q)

委 託 直 接 委 託

最 終 処 分 量 最 終 処 分 量

446 147 150 154

〈 45.8% 〉 《 17.3% 》 《 17.6% 》 〈 15.8% 〉

《 52.4% 》 県内：145 《 18.1% 》

県外：2

注 1) 発生量等の数値は、t／年でとらえたデータを四捨五入し、千t／年で示した。
2) 〈　〉：発生量に対する割合
3) 《　》：排出量に対する割合

発 生 量 有 償 物 量

自己中間処理

6

《 0.7% 》

資 源 化 量

再生利 用量
後再生利用量

自己未処理自

排 出 量

己再生利用量

最終処 分量

そ の 他

減 量 化 量

搬 出 量

委託中間処理

後最終処分量

3

《 0.4% 》

 

図 3-3-5 電気・水道業の発生及び処理状況の流れ図 
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第４節 その他の業種  

その他の業種（情報通信業、運輸業、卸・小売業、物品賃貸業、学術研究・専門サー

ビス業、生活関連サービス業、教育・学習支援業、医療・福祉、サービス業）は、令和

2 年度の秋田県産業廃棄物実態調査報告書でとりまとめた結果をもとに整理した。 

 

１ 概要  

その他の業種からの排出量は 23 千ﾄﾝで、県全体の排出量の 0.9％となっている。  

 

発 生 量 有 償 物 量 （単位：千t/年） 資 源 化 量

24 2 11

排 出 量

23 自 己 減 量 化 量 減 量 化 量

(100.0%) 0 自己中間処理後量0 のうち、 10

(0.7%) 0 は自己再生利用量へ（※1） (41.8%)

[0→0] 0 は搬出量へ（※2）

※1 自己再生利用量 再 生 利 用 量

0 9

 (0.1%) (40.7%)

※2 搬 出 量 そ の 他 量

23 委 託 処 理 量 9 (41.1%) 0

(99.2%) 23 (0.1%)

(99.1%) 9 (40.6%)

<22>

(　)：排出量に対する割合 自己最終処分量 4 (17.4%) 最 終 処 分 量

[  ]：自己中間処理量→残さ量 4

<　>：委託中間処理量 (17.4%)  

図 3-4-1 その他の業種の処理・処分状況 
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２ 排出及び処理状況  

排出量を種類別にみると、全体的に発生量は少なく、廃プラスチック類の 8 千ﾄﾝ、感

染性産業廃棄物を含むその他の産業廃棄物の 6 千ﾄﾝ、汚泥の 3 千ﾄﾝ、廃油の 2 千ﾄﾝでほ

とんどを占めている。 
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23 0 3 2 0 0 8 0 0 0 2 0 1 6
(100%) (0.0%) (12.5%) (10.8%) (1.4%) (1.0%) (34.9%) (0.1%) (0.7%) (0.0%) (7.9%) (1.4%) (3.2%) (26.0%)

9 0 0 1 0 0 5 0 0 2 0 1 0
(100%) (0.6%) (2.1%) (10.9%) (1.2%) (0.3%) (54.3%) (0.3%) (0.4%) (17.0%) (1.8%) (7.8%) (3.2%)

4 1 1 1 0 0 0 0 0 1
(100%) (20.5%) (21.8%) (28.3%) (1.5%) (0.0%) (5.5%) (3.6%) (0.4%) (18.3%)

0 0 0 0
(100%) (14.3%) (66.7%) (19.0%)

最終処分量

種類：変換
(千t/年)

排 出 量

再生利用量

そ の 他 量
 

図 3-4-2 種類別の排出量、再生利用量、最終処分量 
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排出された 23 千ﾄﾝの処理・処分状況をみると、10 千ﾄﾝ（41.8％）が減量化され、再生

利用量は 9 千ﾄﾝ（40.7％）、最終処分量は 4 千ﾄﾝ（17.4％）となっている。 
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排
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合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい
がれき

類
ばいじん

その他
の産業
廃棄物

23 0 3 2 0 0 8 0 0 0 2 0 1 6

再生利用量 9 0 0 1 0 0 5 0 0 2 0 1 0

減 量 化 量 10 2 1 0 0 2 0 0 4

最終処分量 4 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1

そ の 他 量 0 0 0 0

種類：無変換
(千t/年)

排 出 量

注１）廃酸に最終処分量が表示されているが、実際には、中間処理により燃え殻や汚泥となったものが最終処分されている。
　　　この表における再生利用量、最終処分量はこのような中間処理等による廃棄物の種類の変化を考慮していない。  

図 3-4-3 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 
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発生した産業廃棄物の処理・処分の流れは、図 3-4-4 のとおりである。 

(単位：千ｔ/年)
(A) (B) (S)

24 2 11

〈 100.0% 〉 〈 7.0% 〉 (E1) (R) 〈 44.9% 〉

9

《 40.7% 》

(C) (D) (E) (I)

自 己 自 己 中 間 自 己

中 間 処 理 量 処 理 後 量 最 終 処 分 量

23 0 0

〈 93.0% 〉 《 1.6% 》 《 0.9% 》

《 100.0% 》 県内：4

(F) (G1) (H) 県外：

自 己

減 量 化 量

0 23 (J)

《 0.7% 》 〈 92.2% 〉

(G) 《 99.2% 》

自 己 0

未 処 理 量 《0.1% 》

22

《 98.4% 》 (G)自己未処理量内訳
(G1)自己未処理自己再生利用量 0 (K)

(G2)自己未処理自己最終処分量 委 託

(G3)自己未処理委託中間処理量 22 処 理 量

(G4)自己未処理委託直接最終処分量 1 23

(G5)自己未処理その他量 0 《 99.1% 》

県内：246

県外：246

(L) (M) (M1)

委 託 委 託 中 間 委託中間処理

中 間 処 理 量 処 理 後 量 後再生利用量

22 12 9

《 95.5% 》 《 54.4% 》 《 40.6% 》

県内：98 (N) (M2)

県外：244 委 託

減 量 化 量

9

《 41.1% 》

(T) (O) (P) (Q)

委 託 直 接 委 託

最 終 処 分 量 最 終 処 分 量

10 1 4 4

〈 38.9% 〉 《 3.6% 》 《 17.4% 》 〈 16.2% 〉

《 41.8% 》 県内：148 《 17.4% 》

県外：2

注 1) 発生量等の数値は、t／年でとらえたデータを四捨五入し、千t／年で示した。
2) 〈　〉：発生量に対する割合
3) 《　》：排出量に対する割合

3

《 13.8% 》

減 量 化 量 最終処 分量

0
《 0.0% 》

そ の 他

委託中間処理

後最終処分量

0

《 0.1% 》

排 出 量

自己未処理自
搬 出 量

己再生利用量

発 生 量 有 償 物 量 資 源 化 量

自己中間処理
再生利 用量

後再生利用量

 

図 3-4-4 その他の業種の発生及び処理状況の流れ図 
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第４章 農業・鉱業を含めた産業廃棄物 
 

第１節 農業からの産業廃棄物  

農業からの産業廃棄物については、郵送によるアンケート調査は行わず、県の資料に

基づいて取りまとめた。 

対象廃棄物は、畜産農業からの家畜ふん尿と施設園芸農業からの農業用廃プラスチッ

クであり、以下のとおり排出量の現状をとらえた。 

家畜ふん尿の排出量は、令和 5 年の畜種別の飼養頭羽数（県関係部局資料）と令和元

年度の畜種別の飼養頭羽数及び排出量（令和 2 年度秋田県産業廃棄物実態調査報告書）

から推計した。 (1,048 千ﾄﾝ：表 4-1-1) 

また、「秋田県家畜排せつ物利用促進計画（H28.4）」を基に排出量の 60%を再生利用量

とした。 

農業用廃プラスチックについては、県の隔年調査資料から令和 4 年度における秋田県

の年間排出量（730 ﾄﾝ：表 4-1-2）を用いた。  

 

表 4-1-1 畜種別ふん尿排出量 

乳用牛 3,644 頭 63 -- --
肉用牛 19,221 頭 178 -- --
豚 292,921 頭 688 -- --
採卵鶏 2,388 千羽 109 -- --
肉鶏 234 千羽 11 -- --

計 --  1,048 419 629

飼養頭羽数
排出量

（千t/年）
減量化量

（千t/年）
再生利用量
（千t/年）

 

 

 

表 4-1-2 農業用廃プラスチック排出量 

(単位：ｔ/年)

排出量 再生処理 埋立処理 焼却処理 その他

農業用廃プラスチック 730 477 113 94 46  
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第２節 鉱業からの産業廃棄物  

（令和 2 年度 秋田県産業廃棄物実態調査報告書より抜粋）  

１ 概要  

鉱業からの産業廃棄物は、農業を除く他の業種と同様にアンケート調査により取りま

とめた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-2-1 鉱業の処理・処分状況 
 

２ 排出及び処理状況  

排出量を種類別にみると、汚泥の 48 千ﾄﾝ（鉱業の排出量の 99.3％）がほぼ全量を占

めている。 
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合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい
がれき

類
ばいじん

その他
の産業
廃棄物

48 48 0 0 0 0 0 0
(100%) (99.3%) (0.5%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

25 25 0
(100%) (99.9%) (0.1%)

0 0 0 0 0 0 0 0
(100%) (16.6%) (73.4%) (0.7%) (3.3%) (0.3%) (0.7%) (5.0%)

最終処分量

種類：変換
(千t/年)

排 出 量

再生利用量

そ の 他 量
 

図 4-2-2 種類別の排出量、再生利用量、最終処分量 

発 生 量 有 償 物 量 （単位：千t/年） 資 源 化 量

49 0 26

排 出 量

48 自 己 減 量 化 量 減 量 化 量

(100.0%) 22 自己中間処理後量25 のうち、 23

(46.0%) 25 は自己再生利用量へ（※1） (47.0%)

[48→25] 0 は搬出量へ（※2）

※1 自己再生利用量 再 生 利 用 量

25 25

 (52.4%) (52.4%)

※2 搬 出 量 そ の 他 量

1 委 託 処 理 量 0 (0.9%)

(1.6%) 1

(1.6%) 0 (0.1%)

<1>

(　)：排出量に対する割合 自己最終処分量 0 (0.6%) 最 終 処 分 量

[  ]：自己中間処理量→残さ量 0

<　>：委託中間処理量 (0.6%)
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排出された 48 千ﾄﾝの処理・処分状況をみると、23 千ﾄﾝ（47.0％）が減量化され、再

生利用量は 25 千ﾄﾝ（52.4％）、最終処分量は 0.3 千ﾄﾝ（0.6％）となっている。 
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合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

動物系
固形不

要物

ゴム
くず

金属くず
ガラス陶
磁器くず

鉱さい
がれき

類
ばいじん

その他
の産業
廃棄物

48 48 0 0 0 0 0 0

再生利用量 25 25 0

減 量 化 量 23 22 0 0 0

最終処分量 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 量

種類：無変換
(千t/年)

排 出 量

注１）廃油に最終処分量が表示されているが、実際には、中間処理により燃え殻や汚泥となったものが最終処分されている。
　　　この表における再生利用量、最終処分量はこのような中間処理等による廃棄物の種類の変化を考慮していない。  

図 4-2-3 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 
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第３節 農業・鉱業を含めた排出量  

農業・鉱業を含めた令和 5 年度の排出量は、3,595 千ﾄﾝである。  

表 4-3-1 農業・鉱業を含めた排出量（業種別・種類別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚泥
1,088
30.3%

動物のふん尿
1,048
29.2%

がれき類
605

16.8%

その他

の産業

廃棄物

351
9.8%

鉱さい
150

4.2%

木くず
94

2.6%

ガラス陶磁器

くず64
1.8%

その他
194

5.4%

排出量
3,595

（千ｔ/年）

          

農業
1,049
29.2%

電気・水道業
851

23.7%

製造業
833

23.2%

建設業
791

22.0%

鉱業
48

1.3%

その他の業種
23

0.6%

排出量
3,595

（千ｔ/年）

 

図 4-3-1 農業・鉱業を含めた種類別排出量 図 4-3-2 農業・鉱業を含めた業種別排出量 

（単位：千t/年）

発 生 量 有 償 物 量 資 源 化 量

3,808 213 1,963

排 出 量

3,595 減 量 化 量

(100.0%) 1,453
(40.4%)

再 生 利 用 量

1,751
(48.7%)

最 終 処 分 量

390
(　)：排出量に対する割合 (10.9%)  

図 4-3-3 農業・鉱業を含めた処理・処分状況 

(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

合計 3,595 (100%) 1,049 48 791 833 851 23

33 (0.9%) 2 11 21 0

1,088 (30.3%) 48 51 519 467 3

16 (0.4%) 0 0 13 0 2

6 (0.2%) 0 6 0

7 (0.2%) 0 7 0

43 (1.2%) 1 0 10 24 1 8

10 (0.3%) 1 10 0

94 (2.6%) 77 17 0

1 (0.0%) 0 0

9 (0.2%) 9

2 (0.1%) 2

0 (0.0%) 0 0

19 (0.5%) 0 12 5 0 2

64 (1.8%) 0 21 43 0 0

150 (4.2%) 150

605 (16.8%) 0 604 1 1 1

動物のふん尿 1,048 (29.2%) 1,048 0

46 (1.3%) 15 31

その他の産業廃棄物 351 (9.8%) 0 14 1 330 6
（注1）表中の「0」は1ｔ以上500ｔ未満で、空欄は1ｔ未満。

（注2）千ｔ未満を四捨五入したため、内訳の計が合計に一致しないものがある。
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第５章 産業廃棄物の移動状況 
 

産業廃棄物の移動状況のうち、県内発生分については産業廃棄物実態調査から委託処理

に関する結果について中間処理及び最終処分の目的別と県内外別、種類別に集計し、県外

から県内に搬入される分については、県内産業廃棄物処分業者が県及び秋田市に報告した

産業廃棄物処分実績報告書を基に中間処理及び最終処分の目的別と地域別、種類別に集計

を行った。  

 

第１節 産業廃棄物の移動状況の概要  

県内で発生し委託処理された産業廃棄物は、844 千ﾄﾝが県内で中間処理されており、

284 千ﾄﾝが県外で中間処理、231 千ﾄﾝが県内で最終処分となっている。また、県外で最終

処分された量は 4 千ﾄﾝであり、県外搬出分の 1％程度である。 

県外から搬入される産業廃棄物は 187 千ﾄﾝであり、中間処理が 172 千ﾄﾝ、最終処分が

15 千ﾄﾝとなっている。 

県内から県外に搬出される産業廃棄物は、約 7 割が石炭火力発電所から排出される燃

え殻・ばいじんで、その多くがセメント原材料として再利用されている。  

 
 

表 5-1-1 産業廃棄物の移動状況（概要） 

 

 

 

 

 

表 5-1-2 産業廃棄物の移動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：中間処理には再生利用を含む。また中間処理後の残さが最終処分される場合もあるが、その  

     量は計上していない。最終処分は中間処理を経ずに直接最終処分された量を計上している。  

（単位：千t/年）

県内 → 県内 844 (78.5%) 231 (21.5%) 1,076 (100.0%)

県内 → 県外 284 (98.6%) 4 (1.4%) 288 (100.0%)

県外 → 県内 172 (91.8%) 15 (8.2%) 187 (100.0%)

中間処理 最終処分 合計

（単位：千t/年）

中間処理 最終処分 計 中間処理 最終処分 計

燃え殻 12 12 2 0 2

汚泥 26 26 8 9 17

廃油 3 3 24 24

廃酸 3 3 6 6

廃アルカリ 4 4 11 11

廃プラスチック類 10 0 10 79 4 82

紙くず 0 0 0 0 0

木くず 1 1 1 0 1

繊維くず 0 0 0 0 0

動植物性残さ 2 2 1 1

動物系固形不要物 2 2

ゴムくず 0 0

金属くず 1 0 1 0 1 1

ガラス陶磁器くず 0 2 2 6 0 6

鉱さい 6 6 0 0

がれき類 9 0 9 1 0 2

ばいじん 2 2 4 1 0 1

その他の産業廃棄物 201 201 31 1 32

合計 284 4 288 172 15 187

県外への搬出 県内への搬入
産業廃棄物の種類
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第２節 県外への搬出状況  

県外に搬出される産業廃棄物を地方ブロック別にみると、東北地方への搬出量が 157

千ﾄﾝで最も多く、次いで、北海道が 87 千ﾄﾝ、韓国が 38 千ﾄﾝ等となっている。 

また、種類別にみると、その他の産業廃棄物（混合物）が 201 千ﾄﾝで最も多く、次い

で、汚泥が 26 千ﾄﾝ、燃え殻が 12 千ﾄﾝ、廃プラスチックが 10 千ﾄﾝ等となっている。 

更に、処理目的別にみると、ほとんどが中間処理目的であり、最終処分目的（中間処

理を経ずに最終処分）は、4 千ﾄﾝ程度となっている。 

 

表 5-2-1 県外への搬出状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 5-2-2 県外への搬出状況（中間処理目的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千t/年）

北海道 東北 関東 中部 近畿
中国・
四国

九州・
沖縄

韓国

燃え殻 12 0 12 (4.3%)

汚泥 26 0 0 0 0 26 (9.0%)

廃油 1 1 0 0 0 3 (0.9%)

廃酸 2 0 0 0 3 (1.0%)

廃アルカリ 4 0 0 4 (1.5%)

廃プラスチック類 0 9 0 0 0 10 (3.6%)

紙くず 0 0 (0.0%)

木くず 1 1 (0.3%)

繊維くず 0 0 (0.0%)

動植物性残さ 2 0 2 (0.8%)

動物系固形不要物 2 2 (0.8%)

ゴムくず

金属くず 0 0 1 1 (0.4%)

ガラス陶磁器くず 0 2 0 0 2 (0.7%)

鉱さい 6 1 6 (2.3%)

がれき類 0 9 9 (3.3%)

ばいじん 4 0 4 (1.4%)

その他の産業廃棄物 87 75 0 0 38 201 (69.7%)

87 157 4 1 0 0 38 288 (100.0%)

(30.3%) (54.5%) (1.4%) (0.4%) (0.1%) (0.0%) (13.3%) (100.0%)
合計

合計

（単位：千t/年）

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄 韓国

燃え殻 12 0 12 (4.3%)

汚泥 26 0 0 0 0 26 (9.2%)

廃油 1 1 0 0 0 3 (0.9%)

廃酸 2 0 0 0 3 (1.1%)

廃アルカリ 4 0 0 4 (1.5%)

廃プラスチック類 0 9 0 0 0 10 (3.6%)

紙くず 0 0 (0.0%)

木くず 1 1 (0.3%)

繊維くず 0 0 (0.0%)

動植物性残さ 2 0 2 (0.8%)

動物系固形不要物 2 2 (0.8%)

ゴムくず

金属くず 0 0 1 1 (0.4%)

ガラス陶磁器くず 0 0 0 0 0 (0.1%)

鉱さい 6 1 6 (2.3%)

がれき類 0 9 9 (3.2%)

ばいじん 2 0 2 (0.7%)

その他の産業廃棄物 87 75 0 0 38 201 (70.7%)

87 153 4 1 0 0 38 284 (100.0%)

(30.8%) (53.9%) (1.4%) (0.4%) (0.1%) (0.0%) (13.5%) (100.0%)
合計

合計
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表 5-2-3 県外への搬出状況（最終処分目的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 県内への搬入状況  

県内に搬入される産業廃棄物を地方ブロック別にみると、東北地方からの搬入量が最

も多く 85 千ﾄﾝ、次いで、関東地方が 83 千ﾄﾝ、中部地方が 12 千ﾄﾝ等となっている。 

また、種類別にみると、廃プラスチック類が 82 千ﾄﾝで最も多く、次いで、その他の産

業廃棄物が 32 千ﾄﾝ、廃油が 24 千ﾄﾝ、汚泥が 17 千ﾄﾝ等となっている。 

更に、処理目的別にみると、中間処理目的が 172 千ﾄﾝであり、最終処分目的（中間処

理を経ずに最終処分）は 15 千ﾄﾝとなっている。  

 

表 5-3-1 県内への搬入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千t/年）

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄 韓国

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 0 0 (2.8%)

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 0 0 (0.0%)

ガラス陶磁器くず 2 2 (42.0%)

鉱さい

がれき類 0 0 (5.4%)

ばいじん 2 2 (49.8%)

その他の産業廃棄物

4 0 4 (100.0%)

(100.0%) (0.0%) (100.0%)
合計

合計

（単位：千t/年）

北海道 東北 関東 中部 近畿
中国・
四国

九州・
沖縄

燃え殻 0 1 2 (1.0%)

汚泥 0 16 1 0 0 17 (9.1%)

廃油 17 5 2 0 0 24 (12.9%)

廃酸 0 5 0 0 6 (3.1%)

廃アルカリ 9 1 1 11 (6.0%)

廃プラスチック類 2 21 57 2 82 (44.1%)

紙くず 0 0 0 (0.1%)

木くず 0 1 0 1 (0.7%)

繊維くず 0 0 0 (0.0%)

動植物性残さ 1 1 (0.4%)

動物系固形不要物

ゴムくず 0 0 (0.0%)

金属くず 0 1 0 1 (0.6%)

ガラス陶磁器くず 0 5 1 0 6 (3.4%)

鉱さい 0 0 0 (0.2%)

がれき類 0 1 1 2 (0.9%)

ばいじん 1 0 0 1 (0.4%)

その他の産業廃棄物 1 11 13 5 1 32 (17.2%)

4 85 83 12 2 0 187 (100.0%)

(2.3%) (45.7%) (44.5%) (6.7%) (0.8%) (0.0%) (100.0%)

合計

合計
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表 5-3-2 県内への搬入状況（中間処理目的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-3-3 県内への搬入状況（最終処分目的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-3-4 地方ブロック  

 

 

 

 

 

ブロック名 都道府県名

北海道 北海道

東北 青森県、岩手県、宮城県、山形県、福島県、新潟県

関東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

中部 富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

近畿 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国・四国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州・沖縄 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

（単位：千t/年）

北海道 東北 関東 中部 近畿
中国・
四国

九州・
沖縄

燃え殻 0 1 2 (1.1%)

汚泥 0 7 1 0 0 8 (4.7%)

廃油 17 5 2 0 0 24 (14.0%)

廃酸 0 5 0 0 6 (3.4%)

廃アルカリ 9 1 1 11 (6.5%)

廃プラスチック類 2 21 54 2 79 (46.0%)

紙くず 0 0 0 (0.1%)

木くず 0 1 0 1 (0.7%)

繊維くず 0 0 (0.0%)

動植物性残さ 1 1 (0.4%)

動物系固形不要物

ゴムくず 0 0 (0.0%)

金属くず 0 0 0 0 (0.2%)

ガラス陶磁器くず 0 5 1 0 6 (3.5%)

鉱さい 0 0 0 (0.3%)

がれき類 0 1 1 1 (0.9%)

ばいじん 0 0 0 1 (0.3%)

その他の産業廃棄物 1 11 13 4 1 31 (18.0%)

4 76 79 11 2 0 172 (100.0%)

(2.1%) (44.1%) (46.3%) (6.6%) (0.9%) (0.0%) (100.0%)

合計

合計

（単位：千t/年）

北海道 東北 関東 中部 近畿
中国・
四国

九州・
沖縄

燃え殻 0 0 (0.3%)

汚泥 9 0 9 (57.6%)

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 1 3 0 4 (23.2%)

紙くず 0 0 0 (0.2%)

木くず 0 0 0 0 (0.8%)

繊維くず 0 0 0 (0.1%)

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 1 0 1 (5.4%)

ガラス陶磁器くず 0 0 0 (2.2%)

鉱さい

がれき類 0 0 0 (1.3%)

ばいじん 0 0 0 (0.6%)

その他の産業廃棄物 1 1 1 (8.5%)

1 10 4 1 15 (100.0%)

(4.5%) (63.5%) (24.6%) (7.4%) (100.0%)

合計

合計
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第６章 産業廃棄物の推移 
 

第１節 令和 4 年度実績との比較 

１ 排出量 

排出量は 53 千ﾄﾝ減少している。業種別にみると電気・水道業及び製造業が減少し、建

設業は増加している。電気・水道業と製造業の減少は、大手工場の排出量が減少したこ

とが影響している。 

種類別にみると、汚泥やその他の産業廃棄物の減少が大きくなっている。 

 

 

表 6-1-1 排出量 

（単位：千t）

令和4年度 令和5年度 増減（R5-R4)

2,550 2,498 -53

電 気 ・ 水 道 業 966 851 -116

製 造 業 846 833 -14

建 設 業 715 791 76

そ の 他 23 23 0

（単位：千t）

令和4年度 令和5年度 増減（R5-R4)

2,550 2,498 -53

汚 泥 1,117 1,040 -77

が れ き 類 569 605 37

その他の産業廃棄物 398 351 -47

鉱 さ い 147 150 2
そ の 他
（ 上 記 以 外 ）

320 352 32

排 出 量 計

排 出 量 計

 

 

 

２ 再生利用量 

再生利用量はやや増加傾向で推移している。業種別にみると電気・水道業及が減少し、

建設業は増加となっている。製造業においては、ほぼ横ばいである。  

種類別にみると、がれき類、木くず、ガラス陶磁器くずは増加し、その他の産業廃棄

物は減少している。がれき類の増加にあたっては、再生利用率の高い建設業の排出量が

増加したこと等が影響している。 
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表 6-1-2 再生利用量 

（単位：千t）

令和4年度 令和5年度 増減（R5-R4)

1,069 1,096 27

建 設 業 647 716 69

電 気 ・ 水 道 業 295 251 -44

製 造 業 118 119 2

そ の 他 9 9 0

（単位：千t）

令和4年度 令和5年度 増減（R5-R4)

1,069 1,096 27

が れ き 類 561 602 42

その他の産業廃棄物 275 227 -48

木 く ず 72 90 18

ガラス陶磁器 くず 45 50 5
そ の 他
（ 上 記 以 外 ）

116 127 10

再 生 利 用 量 計

再 生 利 用 量 計

 
 

３ 最終処分量 

最終処分量はほぼ横ばいで推移している。業種別にみると電気・水道業が減少してい

る一方で、製造業は増加、建設業はほぼ横ばいとなっている。  

種類別にみると、汚泥が減少しており、鉱さいと燃え殻が増加している。  

 

表 6-1-3 最終処分量 

（単位：千t）

令和4年度 令和5年度 増減（R5-R4)

395 390 -5

製 造 業 175 183 8

電 気 ・ 水 道 業 168 154 -14

建 設 業 47 49 1

そ の 他 4 4 0

（単位：千t）

令和4年度 令和5年度 増減（R5-R4)

395 390 -5

鉱 さ い 141 143 2

その他の産業廃棄物 117 117 0

燃 え 殻 31 37 5

汚 泥 42 33 -9
そ の 他
（ 上 記 以 外 ）

64 60 -3

最 終 処 分 量 計

最 終 処 分 量 計
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第２節 目標の達成状況  

第 4 次秋田県循環型社会形成推進基本計画（令和 3 年 3 月策定）の数値目標は次のと

おりである。なお、今回調査した令和 5 年度の実績値は、排出量及び最終処分量の目標

をいずれも達成している。 

 

＜数値目標（令和 7 年度）＞ 
 
・産業廃棄物の排出量：2,680 千ﾄﾝ 
 
・産業廃棄物の最終処分量：393 千ﾄﾝ 

 

 

表 6-2-1 産業廃棄物に関する現況と数値目標（農業・鉱業に係るものを除く） 

年度 目標

項目 令和4年度 令和5年度 令和7年度

排出量 （千t/年） 2,550 2,498 2,680

最終処分量 （千t/年） 395 390 393

実績
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第７章 意識調査結果 
 

 秋田県で産業廃棄物の排出事業者等に対して、電子マニフェストの利用状況、廃プラス

チックの資源循環に係る取組み状況及び県への要望等についてアンケート調査を実施した。  

アンケート調査の結果 406 事業所から回答があり、その結果を以下に整理した。  

 

第１節 電子マニフェストの利用状況について  

■貴事業所では、「電子マニフェストシステム」を利用していますか。 

「システムは利用しない」を選択した場合、利用しない理由についてご回答ください。（複

数回答） 

 

電子マニフェストシステムの利用状況についてまとめると、以下のとおりである。  

「システムを利用しない」が 45.8％、「システムを利用している」が 34.0％、「電子マニフ

ェストシステムを知らない」が 11.6％、「システムの利用を予定、又は検討している」が

5.7％となっている。（図 7-1-1） 

 なお、「システムは利用しない」と回答した事業所のうち、システムを利用しない理由と

しては「現状として問題がない」が 60.2％で最も多く、次いで「取引先で導入されていな

い」が 36.6％、「排出量が少ない。又は取引先が少ない」が 25.8％、「コストの問題がある」

が 11.3％となっている。（図 7-1-2） 

 

34.0%

5.7%

45.8%

11.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1．システムを利用している。

2．システムの利用を予定、又は検討している。

3．システムは利用しない。

4．電子マニフェストシステムを知らない。

 

図 7-1-1 電子マニフェストシステムの利用状況 
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25.8%

36.6%

1.1%

11.3%

4.3%

60.2%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

A．排出量が少ない。又は取引先が少ない。

B．取引先で導入されていない。

C．独自システムで管理している。

D．コストの問題がある。

E．システムが難しくて分からない。

F．現状として問題がない。

G．その他

 

図 7-1-2 電子マニフェストシステムを利用しない理由 

 

表 7-1-1 電子マニフェストシステムの利用状況 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排出量ランク
　内容

1t未満
1t以上

10t未満
10t以上

100t未満
100t以上

1000t未満
1000t以上 計

1．システムを利用している。 12 (19.0%) 4 (16.0%) 17 (19.1%) 47 (47.0%) 58 (45.0%) 138 (34.0%)

2．システムの利用を予定、又は検討している。 0 (0.0%) 2 (8.0%) 5 (5.6%) 3 (3.0%) 13 (10.1%) 23 (5.7%)

3．システムは利用しない。 26 (41.3%) 13 (52.0%) 50 (56.2%) 46 (46.0%) 51 (39.5%) 186 (45.8%)

4．電子マニフェストシステムを知らない。 14 (22.2%) 6 (24.0%) 17 (19.1%) 3 (3.0%) 7 (5.4%) 47 (11.6%)

 無回答 11 (17.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 12 (3.0%)

計 63 (100.0%) 25 (100.0%) 89 (100.0%) 100 (100.0%) 129 (100.0%) 406 (100.0%)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排出量ランク
　内容（複数回答）

1t未満
1t以上

10t未満
10t以上

100t未満
100t以上

1000t未満
1000t以上 計

 A．排出量が少ない。又は取引先が少ない 17 (65.4%) 6 (46.2%) 13 (26.0%) 7 (15.2%) 5 (9.8%) 48 (25.8%)

 B．取引先で導入されていない 2 (7.7%) 4 (30.8%) 18 (36.0%) 16 (34.8%) 28 (54.9%) 68 (36.6%)

 C．独自システムで管理している 1 (3.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.0%) 2 (1.1%)

 D．コストの問題がある 2 (7.7%) 1 (7.7%) 4 (8.0%) 4 (8.7%) 10 (19.6%) 21 (11.3%)

 E．システムが難しくて分からない 1 (3.8%) 0 (0.0%) 2 (4.0%) 2 (4.3%) 3 (5.9%) 8 (4.3%)

 F．現状として問題がない 11 (42.3%) 7 (53.8%) 31 (62.0%) 31 (67.4%) 32 (62.7%) 112 (60.2%)

 G．その他 1 (3.8%) 0 (0.0%) 3 (6.0%) 6 (13.0%) 7 (13.7%) 17 (9.1%)

計 26 (100.0%) 13 (100.0%) 50 (100.0%) 46 (100.0%) 51 (100.0%) 186 (100.0%)

「G．その他」主な内容
導入したいが、期限内の入力は各現場では対応出来ず、事務方の負担が増えると思われるため躊躇している。
紙と電子の併用が手間になる。
取引先が導入しているかどうか不明であり、導入したとして取引先、下請け業者等とシステム連携できるのかもわからない。
運送会社が対応していない。
補助金などの助成があれば検討する。
証拠として信用できない。  
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第２節 廃プラスチックの資源循環に係る取組み状況について  

■貴事業所では、廃プラスチックを資源として循環させる取組みを行っていますか。 

 

廃プラスチックの資源循環に係る取組み状況についてまとめると、以下のとおりである。 

「取組みを行っている」が 33.7%、「取組みを行う予定がある。又は検討している」が 14.3%、

「取組みは行わない」が 44.6%となっている。 

廃プラスチック排出量が 1,000ｔ以上の事業者においては全ての事業者が資源化に向け

た取組み行っている一方で、100ｔ以上 1,000ｔ未満の事業者で資源化に向けた取組みを行

っているのは 65.4％、100ｔ未満の事業者においては 5 割以下にとどまっている状況であ

る。 

 

33.7%

14.3%

44.6%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．取組みを行っている

2．取組みを行う予定がある。又は検討している。

3．取組みは行わない。

無回答

 

図 7-2-1 廃プラスチックの資源循環に係る取組み状況 

 

表 7-2-1 廃プラスチックの資源循環に係る取組み状況 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排出量ランク
　内容

1t未満
1t以上

10t未満
10t以上

100t未満
100t以上

1000t未満
1000t以上 計

1．取組みは行っている。 52 (22.0%) 17 (39.5%) 47 (48.5%) 17 (65.4%) 4 (100.0%) 137 (33.7%)

2．取組みを行う予定がある。又は検討している。 25 (10.6%) 10 (23.3%) 21 (21.6%) 2 (7.7%) 0 (0.0%) 58 (14.3%)

3．取組みは行わない。 137 (58.1%) 15 (34.9%) 25 (25.8%) 4 (15.4%) 0 (0.0%) 181 (44.6%)

無回答 22 (9.3%) 1 (2.3%) 4 (4.1%) 3 (11.5%) 0 (0.0%) 30 (7.4%)

計 236 (100.0%) 43 (100.0%) 97 (100.0%) 26 (100.0%) 4 (100.0%) 406 (100.0%)
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第３節 県への要望等について  

■自由記載（県への要望等） 

産業廃棄物等の減量化・リサイクル、適正処理等を推進するにあたり、県への要望等があ

ればご記入ください。  

 

県への要望等についてまとめると、以下のとおりである。 

 

表 7-3-1 県への要望 

 主な内容  

電子マニフェスト  

について  

電子マニフェストシステムを利用して いるが、収集運搬業者や処分業者で利用していない業

者も多い。県からの補助等の支援で利用促進を図って ほしい。  

電子マニ フェストシステ ムの 導入を進め る のであれば、 県全体で取り 組んでほ しい 。 委託業

者が対応していなければ、そこで止まってしまう。  

電子マニフェストの活用支援及び研修会などの実施をしてほしい 。  

電子マニフェストを採用したいが、受入れ先が導入していないため 現時点で導入すると二重

管理となってしまう為、電子化を促進させてほしい。  

調査・報告に  

ついて  

本 調 査 表 の ほ か に も 、 「 産 業 廃 棄 物 管 理 票 交 付 等 状 況 報 告 書 」 も 提 出 し て い る 。 情 報 の 2

重 取 り と な っ て い な い か 。 入 力 作 業 も 時 間 が か か る の で 重 複 す る よ う な 調 査 依 頼 は 廃 止 し

てほしい。  

制度・体制の構築  

について  

リ サ イ ク ル 率 の 高 い 廃 棄 物 や 副 産 物 の 県 内 外 で の 処 分 及 び ネ ット ワ ー ク の 推 進 と イ ンセ ン

ティブの付与をしてほしい。  

公共事業（ 民間も含む） として再生材の利用義務化や指定を行って ほしい。  

県 内の 廃 棄 物業 者 へ リサ イ ク ル 可能 な 施設 設 置 の 支援 を し て ほ し い 。 又は リ サイ ク ル 業者

を増やして ほしい。  

有価物取引の推進の為 に廃棄物処理 法の規制を除外する制度 等を検討してほしい。  

県 発 注 工 事 に 関 し て 、 産 業 廃 棄 物 の 減 量 化 に 関 す る 取 り 組 み に 対 し 評 点 の 加 点 を 上 げ て

ほしい。  

廃棄物の削減や、リサイクルが進んでいる企業を奨励し、優遇措置等を検討してほしい。  

処理困難な廃棄物もリサイクルできるような処理業者を誘致してほしい。  

助成支援に  

ついて  

廃棄物発生量 を削減し寄与する投資などに対し、補助金などの支援をしてほしい。  

サ ーマ ル リ サ イ ク ル (熱 回 収 )以 外 のマ テリ ア ル リ サ イ ク ル 及 びケ ミ カ ル リ サイ ク ル 普 及 等に

対する支援をしてほしい。  

埋 立 処 分 量 低 減 の 為 、 再 利 用 可 能 な 業 者 の 情 報 提 供・ 紹 介 及 び 経 費 助 成 等 の 支 援 を して

ほしい。  

処理体制の構築、  

改善につ いて  

リサイクル・ サー キュラーエ コノミーの活動 拠点の整備 やリサイクル率 の高い廃棄 物の有価

取引を推進してほしい。  

環 境 保 全 セ ン タ ー の 使 用 許 可 申 請 を 電 子 化 し て ほ し い 。 メ ー ル で 申 請 で き る の は 良 い が 、

返信用封筒を送る手間と時間がかかる。  

処理体制の構築、  

改善につ いて  

環境 負荷 の少な い製 品や 、 リサイ ク ル認 定製 品の 普 及 等に対 して 活用 でき るよう 設 計段 階

で検討してほしい。  

現場発生品のみではなく、産廃の種類を的確に積算計上してほしい。  

廃 棄 物 焼 却 炉 の ば い じ ん （ 灰 ） を 造 粒 固 化 し 無 害 化 し て 路 盤 改 良 材 や 埋 戻 し 材 と す る 取 組

みを進めているが、造粒固化品の受入れ先が見つ からず、再生利用の道筋が見えない。  

県として再生路盤材や再生埋戻し材を推奨する取組みをしてほしい。  

バイオマス燃 料を使 用 して いる火力発 電所の 焼却 灰や 燃え殻につ いてリサ イク ルの 検討 を

してほしい。  

秋田県の優良産廃処理業者を増やしてほしい。  

廃プラスチックのリサイクルにもっと力を入れるため の、企業誘致などをしてほしい。  

リサ イ ク ル施 設 の 数や 規 模 を 増や し 、よ り 多 く の廃 棄 物 を 効率 的に 処 理で き るよ うに し てほ

しい。  

鋳物廃砂をリサイクルする施設を秋田にも、もっと受け入れてほしい。  

秋 田 県 全 体 で 浄 水 発 生 土 の 有 効 利 用 を 図 る た め 、 溶 融 ス ラグ の よ う な リ サ イ ク ル を 進 め る

制度や体制を整備してほしい。  

 

54



 

研修会・ 説明、  

情報提供の要望  

産 業 廃 棄 物 等 の 減 量 化 ・ リ サ イ ク ル 、 適 正 処 理 等 の 推 進 に 関 す る 講 習 会 を 実 施 し て 欲 し

い。  

法令改正時の講習を行ってほしい。  

産業廃棄物を減量するため の方法を紹介してほしい。  

秋 田 県 内 で 太 陽 光 パ ネ ル 処 分 し た い 時 は ど こ へ 依 頼 す れ ば よ い の か 不 明 。 引 取 業 者 を 教

えてほしい。また、ごみの分 別も厳し くなっており SDGs リサイクル認定製品の種 類 や引取

業者の支援をしてほしい。  

秋 田 県 内 で 、 プ ラ ス チ ッ ク の 種 類 が 不 明 で も 、 リ サ イ ク ル 資 源 と し て 活 用 さ れ て い る 事 業 者

を教えてほしい。  

廃 油 (切 削 油 )の 処 理 費が 年 々 上 が って い る ため 、 リサ イ ク ル ま た は 活用 法 が あれ ば 、 指導

してほしい。  

県内でマテリアルリサイクル処分可能な業者の情報が欲しい。  

弊社グループでは 2030 年に埋立行廃棄物のゼ ロ化を目標にしているが、汚れたプラスチッ

クや着色しているビニールなどの再生業者が少なく困っている。  

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 の 再 生 業 者 の 誘 致 、 若 し く は 既 に 県 内 事 業 者 に あ る 場 合 は 紹 介 し て ほ し

い。  

JW センターが行っているような排出事業者向けセミナーを県主催で開催してほしい。  

啓発・広報  

優良な廃棄物処理業者の育成・ 支援・業者の情報 を公開してほしい。（2 件）  

廃プラスチックの資源化を推進するのであれば、広く PR してほしい。  

廃プラスチック再利用可能業者の紹介サイトを作ってほし い。  

その他  

雑巾の有効利用を検討してほしい。  

舗 装 工 事 に おけ る ク ラ ッ ク 抑 制 シ ー ト の 採 用 を や め て 欲 し い 。 切 削 し き れ ず 残 っ た シ ー トが

中間処理で廃棄物となり処分に費用がかかる。  

廃棄される酒か すが多く、 食材としての再活用 や飼料化など、有効活用 を模索してほしい。  

 

表 7-3-2 県への提案、意見等 

主な内容  

近年、最終処分（ 埋立て） から再資源化への移行を求め るユーザーが増えつつある。  

秋田県でも『SDGs』に向けた取り組みとして、廃棄物再資源化の技術を有する企業を誘致するなど、検討しては

如何か。  

リサイクル施設が少ない。中間処理を行ったのちに埋立に回してしまう業者が多い。  

県外処分時の事前協議などの手続きに手間がかかる。  

プラスチックパイプ物の長さ指定、縦割り、2 分割の指定を無くすことはできないか。  

プラスチックのリサイクルを進めていきたいが、医薬品製造時に多く廃棄する PTP シート（ アルミ箔とプラスチッ

クを熱間圧着させたもの） やピロー包装があるが、金属、プラスチックの分離が難しく焼却処分しているのが実

態。そのため 、金属とプラスチックの複合材料をリサイクル処理可能な産廃業者が県内にあれば、活用していき

たいと考えている。  

廃プラスチックの再利用につ いて取組んでみたが、コストが高く現状では新しい原材料を購入する方が、コスト

も手間と時間も少なく済む ため、廃プラスチックの資源化は不可能ではないがやっていない。  

リサイクル業者が少ない。リサイクルできるものは多くあるが、県としてリサイクルできる種類や量が少ない。リ

サイクル先進地域と比べると「ごみ」に対してもう少し真摯に取り組み、持続可能で県民に還元できる方策を出

すべき。  

推進のため の告知媒体として、新聞を用いるのをやめてほしい。近年急激に読者数が減少しており、店舗や企

業、公共の場などでも設置が減り続けている中、割高な新聞広告を使用するのは見直すべき。大量に露出が出

来るテレビや、若者向けにターゲットを絞るならば SNS 広告を活用するなど、告知媒体を見直すべきだと思う。  

廃プラスチックの再資源化について、排出事業者の立場からリサイクル率向上を目指し、啓発活動を進め てい

るが  産廃処理業者の処理能力に左右されるため、難しい状況。  

リサイクル率の良い処理施設があっても、遠方の場合は運搬コストが高くなる等、場所的な問題もある。今後、

産廃中間処理設備において再資源化が進むよう研究開発の強化支援、処理業者への設備投資への補助等が

あったら良いと思う。  

特に秋田県においては風力発電設備が多く、今後更新工事が増加すると見込まれる。現状最終処分となってい

る廃プラスチック（ 風車ブレード） の再資源化、リサイクル化が必要と強く感じる。  

調査票（ 実績） は、電子マニフェストを使用している企業は、いらないのではないか。  

公共工事に関連した産廃発生がほとんどなのでシステム登録等コブリスとの連携や発注者での検査対象にす

るなどで縮減は期待できる。実態調査、排出状況報告、フォローアップ調査等同様の調査モノが多く人的資源

が不足している建設業者には負担が大きい。  

以前より秋田県の廃プラに関しての調査等に協力しているが、その後のアクションが無い。  

①リサイクル業者の取り組み紹介。②減容化する為の溶剤・ 機械。①と②の展示会の場を企画してもらえれ

ば、排出者とリサイクル事業者や機械メーカーとのマッチングがしやすいのではと思う。  
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表1-1　発生量（業種別・種類別）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

2,710 792 921 32 4 3 87 1 462 2 17 1 9 0 62 17 150 10 2 12 14 28 1 0 6 0 973 513 0 57 404 0 3 12 1 0 0 1 5 2

45 2 11 0 0 7 3 0 0 0 0 0 0 32 32 0 0

1,134 51 519 20 4 3 0 437 0 5 0 18 0 16 3 0 1 5 7 0 0 1 561 102 56 404 0 2 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 879 1 467 20 4 3 0 437 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 410 6 404 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 255 49 52 0 0 0 5 0 18 0 15 3 0 1 4 4 0 1 152 96 56 0 2 0 0 0 0

18 0 15 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 1 1 6 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

一般廃油 15 0 12 0 0 3 1 0 0 0 0 0 1 0 5 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

廃溶剤 2 2 0 0 0 0 0 1 1 0 0

その他 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

6 0 6 0 0 0 0 1 3 0 0 2 0 0 0 0 0

7 0 7 0 0 1 0 0 1 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0

45 10 27 1 0 0 0 0 1 0 1 0 9 0 0 0 1 0 0 1 5 8 0 0 0 0 1 1 0 1 5 0 0 0 1 0 1

廃プラスチック 40 10 27 1 0 0 0 0 1 0 1 0 9 0 0 0 1 0 0 1 5 8 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

廃タイヤ 5 0 1 3 0 1

11 1 10 9 1 0

157 77 80 0 0 77 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0

9 9 9 1

2 2 2

0 0 0 0 0 0

39 13 24 0 1 0 0 0 0 0 0 3 1 3 1 8 2 1 1 0 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

65 21 44 0 0 0 0 0 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

150 150 7 12 130 0 0 0

605 604 1 0 0 1 1 0 0 0 0

コンクリート片 339 338 0 0 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 262 261 0 0 1 1 0

その他 5 4 0 0 0

46 15 2 12 1 0 0 31 31

その他の産業廃棄物 368 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 346 346 0 0 1 0 0 0 4 0

感染性廃棄物 4 0 0 0 0 0 4

混合物等 364 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 346 346 0 0 1 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-2　有償物量（業種別・種類別）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

213 1 88 0 0 62 0 0 2 1 2 1 3 1 7 1 3 1 2 122 122 1 1 0 0 0 0

12 0 0 12 12 0

94 0 0 94 94 0 0

有機性汚泥

無機性汚泥 94 0 0 94 94 0 0

3 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0

一般廃油 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

廃溶剤 0 0 0

その他

0 0 0

0 0 0 0

3 0 3 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0

廃プラスチック 3 0 3 0 0 2 0 1 0 0 0 0

廃タイヤ 0 0 0 0

0 0 0

62 0 62 62 0 0

0 0 0 0

0 0

21 1 19 0 0 0 0 2 1 3 1 7 1 1 1 2 0 0 0 0 0

1 1 1 0 0

0 0 0

コンクリート片

廃アスファルト

その他

その他の産業廃棄物 17 0 0 0 0 0 0 0 16 16 0 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 17 0 0 0 0 0 0 0 16 16 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-3　排出量（業種別・種類別）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

2,498 791 833 32 4 3 25 1 462 1 16 1 7 0 61 15 149 7 1 5 12 25 0 0 3 0 851 391 0 57 404 0 2 12 1 0 0 1 5 2

33 2 11 0 0 7 3 0 0 0 0 0 21 21 0 0

1,040 51 519 20 4 3 0 437 0 5 0 18 0 16 3 0 1 5 7 0 0 1 467 8 56 404 0 2 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 879 1 467 20 4 3 0 437 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 410 6 404 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 161 49 52 0 0 0 5 0 18 0 15 3 0 1 4 4 0 1 58 2 56 0 2 0 0 0 0

16 0 13 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 1 1 5 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

一般廃油 13 0 11 0 3 1 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

廃溶剤 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0

その他 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

6 0 6 0 0 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0

7 0 7 0 0 1 0 0 1 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0

43 10 24 1 0 0 0 0 1 0 1 0 7 0 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 1 5 0 0 0 1 0 1

廃プラスチック 38 10 24 1 0 0 0 0 1 0 1 0 7 0 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

廃タイヤ 5 0 1 3 0 1

10 1 10 9 1 0

94 77 17 0 0 14 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0

9 9 8 1

2 2 2

0 0 0 0 0 0

19 12 5 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

64 21 43 0 0 0 0 0 41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

150 150 7 12 130 0 0 0

605 604 1 0 0 1 1 0 0 0 0

コンクリート片 339 338 0 0 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 262 261 0 0 1 1 0

その他 5 4 0 0 0

46 15 2 12 1 0 0 31 31

その他の産業廃棄物 351 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 1 0 0 0 4 0

感染性廃棄物 4 0 0 0 0 0 4

混合物等 347 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 1 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-4　搬出量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

1,486 726 326 14 1 1 11 1 26 1 13 1 4 0 45 15 149 5 1 5 8 23 0 0 2 0 411 385 0 6 20 0 2 12 1 0 0 1 5 2

44 2 21 0 0 7 0 13 0 0 0 0 0 22 21 1 0 0 0

113 48 36 3 0 0 0 0 0 3 0 5 0 16 1 0 1 1 4 0 0 1 26 2 5 19 0 2 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 27 1 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 20 1 19 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 86 47 30 0 0 0 3 0 5 0 15 1 0 1 0 3 0 1 7 2 5 0 2 0 0 0 0

14 0 11 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

一般廃油 12 0 9 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

廃溶剤 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0

その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 6 0 0 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0

7 0 7 0 0 1 0 0 1 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0

39 10 21 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 1 5 0 0 0 1 0 1

廃プラスチック 34 10 21 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

廃タイヤ 5 0 1 3 0 1

2 1 1 0 1 0

76 74 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0

8 8 7 1

2 2 2

0 0 0 0 0 0

15 8 5 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

62 21 41 0 0 0 0 0 39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

150 150 7 12 130 0 0 0

549 547 1 0 0 1 1 0 0 0 0

コンクリート片 294 293 0 0 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 250 250 0 0 1 1 0

その他 5 4 0 0 0

46 15 2 12 1 0 0 31 31

その他の産業廃棄物 351 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 1 0 0 0 4 0

感染性廃棄物 4 0 0 0 0 0 4

混合物等 347 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 1 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業
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術
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究

・
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活
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連

サ
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業
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育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-5　自己最終処分量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

123 119 1 117 4 4

5 1 1 4 4

有機性汚泥

無機性汚泥 5 1 1 4 4

一般廃油

廃溶剤

その他

廃プラスチック

廃タイヤ

117 117 117

コンクリート片

廃アスファルト

その他

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-6　委託処理量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

1,363 726 208 14 1 1 11 1 26 1 12 1 4 0 45 15 32 5 1 5 8 23 0 0 2 0 407 385 0 2 20 0 2 12 1 0 0 1 5 2

44 2 21 0 0 7 0 13 0 0 0 0 0 22 21 1 0 0 0

108 48 34 3 0 0 0 0 0 2 0 5 0 16 1 0 1 1 4 0 0 1 22 2 1 19 0 2 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 27 1 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 20 1 19 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 81 47 29 0 0 0 2 0 5 0 15 1 0 1 0 3 0 1 3 2 1 0 2 0 0 0 0

14 0 11 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

一般廃油 12 0 9 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

廃溶剤 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0

その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 6 0 0 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0

7 0 7 0 0 1 0 0 1 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0

39 10 21 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 1 5 0 0 0 1 0 1

廃プラスチック 34 10 21 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

廃タイヤ 5 0 1 3 0 1

2 1 1 0 1 0

76 74 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0

8 8 7 1

2 2 2

0 0 0 0 0 0

15 8 5 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

62 21 41 0 0 0 0 0 39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32 32 7 12 13 0 0 0

549 547 1 0 0 1 1 0 0 0 0

コンクリート片 294 293 0 0 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 250 250 0 0 1 1 0

その他 5 4 0 0 0

46 15 2 12 1 0 0 31 31

その他の産業廃棄物 351 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 1 0 0 0 4 0

感染性廃棄物 4 0 0 0 0 0 4

混合物等 347 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 1 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-7　委託中間処理量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

1,128 691 155 13 1 1 3 0 18 1 3 1 4 0 41 8 16 5 1 5 8 22 0 0 2 0 260 240 0 1 19 0 2 11 1 0 0 1 5 2

18 2 13 0 0 0 13 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0

85 36 25 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 13 0 0 1 1 4 0 0 1 22 2 1 19 0 2 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 25 1 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 19 1 19 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 60 34 21 0 0 0 0 0 1 0 12 0 0 1 0 3 0 1 2 2 1 0 2 0 0 0

14 0 11 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

一般廃油 12 0 9 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

廃溶剤 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0

その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 6 0 0 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0

7 0 7 0 0 1 0 0 1 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0

33 5 20 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 1 5 0 0 0 1 0 1

廃プラスチック 28 5 20 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0 0 1 0 0 1 5 7 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

廃タイヤ 5 0 1 3 0 1

2 0 1 0 1 0

76 74 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

8 8 7 1

2 2 2

0 0 0 0 0 0

15 8 5 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

54 13 40 0 0 0 0 0 39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 6 0 6 0 0

547 545 0 0 1 1 0 0 0 0

コンクリート片 293 293 0 0 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 250 250 0 0 1 1 0

その他 3 3 0 0

16 7 2 5 0 0 9 9

その他の産業廃棄物 238 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 224 224 0 0 1 0 0 0 4 0

感染性廃棄物 4 0 0 0 0 0 4

混合物等 233 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 224 224 0 0 1 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-8　委託直接最終処分量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

235 35 53 1 0 0 7 0 8 0 9 0 0 0 4 7 16 1 0 0 0 0 0 0 0 0 147 145 0 1 0 0 0 0 0 0

26 8 0 0 7 0 0 0 18 17 1

23 13 9 0 0 0 0 0 1 0 4 0 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 21 13 8 0 0 1 0 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般廃油

廃溶剤

その他

6 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック 6 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 26 7 6 13 0

2 1 0 0 0 0

コンクリート片 0 0 0

廃アスファルト 0 0

その他 1 1 0 0 0

30 8 8 1 22 22

その他の産業廃棄物 114 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 106 106 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 114 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 106 106 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-9　委託最終処分量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

267 49 64 2 0 0 9 0 9 0 9 0 1 0 4 7 20 1 0 0 1 1 0 0 0 0 150 146 1 4 0 0 2 0 0 0 0 1 0

37 2 13 0 0 0 7 0 1 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 17 3 0 0 0 0 0 0 1 0

28 15 11 1 0 0 0 0 1 0 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0

有機性汚泥 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

無機性汚泥 25 15 9 0 0 0 1 0 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0

一般廃油

廃溶剤

その他

8 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック 8 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ 0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 26 7 6 13 0 0 0

3 2 1 0 0 0 0

コンクリート片 1 1 0 0 0 0

廃アスファルト 0 0 0 0

その他 2 1 0 0 0

32 10 2 8 1 0 0 22 22

その他の産業廃棄物 117 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 106 106 0 0 1 0 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 117 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 106 106 0 0 1 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-10　最終処分量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

390 49 183 2 0 0 9 0 9 0 10 0 1 0 4 7 137 1 0 0 1 1 0 0 0 0 154 146 5 4 0 0 2 0 0 0 0 1 0

37 2 13 0 0 0 7 0 1 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 17 3 0 0 0 0 0 0 1 0

33 15 12 1 0 0 0 0 3 0 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 1 0 1 0 0 0 0 0

有機性汚泥 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

無機性汚泥 31 15 10 0 0 0 3 0 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 0 1 0 0 0 0

一般廃油

廃溶剤

その他

8 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック 8 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ 0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

143 143 7 6 130 0 0 0

3 2 1 0 0 0 0

コンクリート片 1 1 0 0 0 0

廃アスファルト 0 0 0 0

その他 2 1 0 0 0

32 10 2 8 1 0 0 22 22

その他の産業廃棄物 117 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 106 106 0 0 1 0 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 117 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 106 106 0 0 1 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-11　再生利用量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

1,096 716 119 11 1 0 16 0 17 1 1 5 42 8 0 1 0 2 3 11 0 0 0 251 238 0 6 7 0 1 6 1 0 0 0 0 1

18 0 13 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3 1 0 0 0 0

34 14 7 1 0 0 0 0 1 0 1 0 3 0 12 1 5 6 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 7 1 1 0 0 0 0 6 0 6 0

無機性汚泥 27 14 6 0 0 1 0 1 0 3 0 6 1 5 0 0 0 0 0

2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

一般廃油 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

廃溶剤 0 0 0

その他 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

21 4 12 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0 0 1 4 0 0 0 1

廃プラスチック 17 4 12 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0 0 0 1 0 0 0 0

廃タイヤ 4 0 1 3 0 0

1 0 1 0 1 0

90 75 15 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

9 9 8 1

2 2 2

18 12 5 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

50 8 42 0 0 41 0 0 0 0 0 0 0 0

6 6 6

602 601 1 1 0 0 0 0

コンクリート片 338 337 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 262 261 1 1 0

その他 3 3

14 5 5 9 9

その他の産業廃棄物 227 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 224 224 0 0 0 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 227 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 224 224 0 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-12　資源化量（業種別・種類別：変換）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

1,309 717 208 11 1 0 78 0 17 2 1 6 44 10 1 4 1 10 4 14 1 0 3 373 360 0 6 7 0 2 7 1 0 0 0 0 1

30 0 13 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 15 1 0 0 0 0

128 14 7 1 0 0 0 0 1 0 1 0 4 0 106 95 5 6 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 7 1 1 0 0 0 0 6 0 6 0

無機性汚泥 121 14 6 0 0 1 0 1 0 3 0 100 95 5 0 0 0 0 0

4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0

一般廃油 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0

廃溶剤 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0

24 4 15 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 2 6 0 0 0 1 4 0 0 0 0 1

廃プラスチック 19 4 15 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 2 6 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

廃タイヤ 4 0 1 3 0 1

2 0 1 0 1 0

153 75 78 0 0 77 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

9 9 8 1

2 2 2

0 0

39 12 24 0 1 0 0 0 0 3 1 3 1 8 2 1 1 0 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

51 8 43 0 0 42 0 0 0 0 0 0 0 0

7 7 6 0

602 601 1 1 0 0 0 0

コンクリート片 338 337 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 262 261 1 1 0

その他 3 3

14 5 5 9 9

その他の産業廃棄物 244 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 240 240 0 0 0 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 244 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 240 240 0 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-13　排出量（秋田市　業種別・種類別）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

1,106 240 569 12 3 3 15 462 0 15 19 12 17 2 0 4 6 0 287 12 0 46 229 0 1 5 1 0 0 1 1 0

11 0 9 0 6 3 0 1 1 0

782 15 484 10 3 3 0 437 5 4 0 16 0 0 3 3 282 6 46 229 0 1 0 0 0 0 0 0

有機性汚泥 691 0 456 10 3 3 437 0 0 0 0 0 3 235 5 229 0 0 0 0

無機性汚泥 92 15 29 0 0 0 5 4 15 0 0 3 0 47 1 46 0 1 0 0 0

4 0 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

一般廃油 4 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

廃溶剤 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0

2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

10 3 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0

廃プラスチック 8 3 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

廃タイヤ 2 0 0 1 0

9 0 9 9 0 0

29 23 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2 2 2

0 0 0

6 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 6 15 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 18 7 11 0 0

184 183 0 0 0 0 0 0 0

コンクリート片 103 103 0 0 0 0 0 0

廃アスファルト 79 79 0 0

その他 1 1 0 0

17 14 2 12 0 3 3

その他の産業廃棄物 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

感染性廃棄物 1 0 1

混合物等 6 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-14　排出量（県北地域　業種別・種類別）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

821 176 198 14 0 9 1 0 1 1 0 3 0 24 3 133 1 0 1 6 0 0 0 0 442 379 8 55 0 0 3 0 0 0 1 1

20 0 0 0 0 0 0 19 19 0

94 11 17 8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 65 1 8 55 0 1 0 0 0

有機性汚泥 65 0 9 8 0 0 0 0 56 1 55 0 0

無機性汚泥 29 11 9 0 0 0 8 0 0 0 0 0 9 1 8 0 0 0 0

2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般廃油 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃溶剤 1 1 0 0 0 1 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 2 10 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

廃プラスチック 13 2 10 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ 1 0 0 1 0

1 0 1 1 0

28 17 11 0 9 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

6 6 6

0 0 0

5 3 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 5 16 0 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

131 131 1 130

135 134 1 0 0 0

コンクリート片 75 75 0 0 0

廃アスファルト 58 58 0 0 0

その他 1 1 0 0 0

29 1 1 28 28

その他の産業廃棄物 334 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 0 1 0

感染性廃棄物 1 0 0 0 0 1

混合物等 334 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330 330 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-15　排出量（県央地域　業種別・種類別）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

328 248 41 3 0 1 0 1 12 3 0 3 0 16 0 0 2 36 1 35 0 1 0 0 0 0 0 0

2 1 1 0 1 0

64 16 12 2 0 2 2 0 1 0 4 0 1 36 1 35 0 0 0 0 0

有機性汚泥 38 0 2 2 0 0 0 0 35 35 0

無機性汚泥 26 15 10 0 2 2 1 0 4 1 1 1 0 0 0 0 0

7 0 6 0 1 0 0 0 0 4 0 0 1 0 0 0 0

一般廃油 6 0 5 1 0 0 0 4 0 0 1 0 0 0

廃溶剤 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

2 0 2 1 0 1 0

1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

10 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 1 0 0 0 0

廃プラスチック 10 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ 1 0 0 0 0

0 0

24 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0 0

5 4 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

17 7 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0

190 189 0 0 0 0

コンクリート片 106 106 0 0

廃アスファルト 82 82 0 0 0

その他 1 1

0 0 0

その他の産業廃棄物 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性廃棄物 0 0 0

混合物等 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表1-16　排出量（県南地域　業種別・種類別）＜令和5年度＞
(単位：千ｔ/年)

業　種

種　類

食

料

品

飲

料

・

飼

料

繊

維

木

材

家

具

パ

ル

プ

・

紙

印

刷

化

学

石

油

・

石

炭

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ゴ

ム

皮

革

窯

業

・

土

石

鉄

鋼

非

鉄

金

属

金

属

は

ん

用

機

器

生

産

用

機

器

業

務

用

機

器

電

子

部

品

電

気

機

器

情

報

通

信

機

器

輸

送

機

器

そ

の

他

電

気

業

ガ

ス

業

上

水

道

業

下

水

道

業

243 127 25 3 1 0 0 0 4 0 6 1 0 1 1 1 3 3 0 1 85 0 1 84 0 3 0 0 2 0

0 0 0 0 0

99 8 5 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 85 1 84 0 1 0 0

有機性汚泥 85 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 84 84 0 0 0

無機性汚泥 14 8 5 0 3 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0

3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0

一般廃油 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

廃溶剤 0 0 0 0 0 0

その他 1 0 1 0 0 0 1 0

1 1 0 0 0 0 0 0

4 0 4 1 0 0 0 1 2 0 0 0 0

9 2 5 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0

廃プラスチック 7 2 5 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ 1 0 0 1 0 0

0 0

13 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

3 3 2 1

0 0 0

3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 3 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

98 97 0 0 0

コンクリート片 54 54 0 0 0

廃アスファルト 42 42 0 0 0

その他 1 1

その他の産業廃棄物 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

感染性廃棄物 2 0 2

混合物等 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚泥

専

門

サ

ー

ビ

ス

業

学

術

研

究

・

生

活

関

連

サ
ー

ビ

ス

業

教

育

・

学

習

支

援

業

電

気

・

水

道

業

情

報

通

信

業

運

輸

業

卸

・

小

売

業

物

品

賃

貸

業

合

計

建

設

業

合計

燃え殻

医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

業

製

造

業

ガラス陶磁器くず

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

鉱さい

がれき類

ばいじん
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表2-1　発生量及び処理・処分量（種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 2,710 213 2,498 1,050 131 76 1 47 7 1,447 16 122 1,081 228 0 1,486 123 123

燃え殻 45 12 33 11 0 10 1 33 8 25 44

汚泥 1,134 94 1,040 948 29 6 1 17 6 92 2 4 68 17 113 5 5

有機性汚泥 879 879 868 17 1 15 1 11 10 0 27

無機性汚泥 255 94 161 80 12 5 1 2 5 81 2 4 58 17 86 5 5

廃油 18 3 16 2 0 0 14 14 0 14

一般廃油 15 2 13 2 0 0 12 12 0 12

廃溶剤 2 0 1 0 0 0 1 1 1

その他 1 1 1 0 0 0 0 1

廃酸 6 0 6 6 6 6

廃アルカリ 7 0 7 0 0 0 7 7 7

廃プラスチック類 45 3 43 4 3 3 0 0 39 33 6 0 39

廃プラスチック 40 3 38 4 3 3 0 0 34 28 6 34

廃タイヤ 5 0 5 0 0 0 5 5 0 5

紙くず 11 0 10 9 0 0 2 2 0 2

木くず 157 62 94 3 3 3 0 91 14 76 0 76

繊維くず 1 1 1 0 0 1

動植物性残さ 9 0 9 1 1 1 8 0 8 0 8

動物系固形不要物 2 2 2 2 2

ゴムくず 0 0 0 0 0 0 0

金属くず 39 21 19 4 4 4 0 0 15 15 0 0 15

ガラス陶磁器くず 65 1 64 22 22 3 19 0 43 34 8 62

鉱さい 150 0 150 150 117 6 26 150 117 117

がれき類 605 605 57 57 57 0 548 546 2 549

コンクリート片 339 339 46 46 45 0 293 293 0 294

廃アスファルト 262 262 12 12 12 250 250 0 250

その他 5 5 5 3 1 5

ばいじん 46 46 0 0 0 46 16 30 46

その他の産業廃棄物 368 17 351 1 1 0 0 351 238 113 351

感染性廃棄物 4 4 4 4 4

混合物等 364 17 347 1 1 0 0 346 233 113 347

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表2-1　発生量及び処理・処分量（種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

1,363 235 96 139 231 4 1,128 1,114 13 844 284 1,036 1,004 32 1,096 390 123 267 0 1,309

44 26 12 14 26 18 18 6 12 29 18 11 18 37 37 30

108 23 23 0 23 85 72 13 59 26 31 26 5 34 33 5 28 128

27 1 1 1 25 12 13 23 2 7 6 1 7 2 2 7

81 21 21 0 21 60 60 36 24 24 20 4 27 31 5 25 121

14 14 14 0 11 3 2 2 2 0 4

12 12 12 9 2 2 2 2 0 4

1 1 1 1 0 0 0 0 0

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

6 6 6 3 3 0 0 0 0

7 7 7 3 4 1 1 1 1

39 6 6 0 6 0 33 33 0 23 10 20 18 2 21 8 8 0 24

34 6 6 0 6 0 28 28 0 19 9 16 14 2 17 8 8 19

5 5 5 0 4 1 5 4 0 4 0 0 0 4

2 0 0 0 2 2 2 0 1 1 0 1 0 0 2

76 0 0 0 76 76 75 1 73 73 0 90 0 0 153

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 8 7 0 5 2 7 7 0 9 0 0 9

2 2 2 2 2 2 0 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 15 0 14 1 15 14 0 18 1 1 0 39

62 8 8 0 7 2 54 54 53 0 54 47 6 50 15 15 51

32 26 26 26 6 6 0 6 6 6 0 6 143 117 26 7

549 2 2 2 0 547 547 538 9 547 546 1 602 3 3 602

294 0 0 0 0 293 293 284 9 293 293 1 338 1 1 338

250 0 0 0 250 250 250 0 250 250 0 262 0 0 262

5 1 1 1 3 3 3 0 3 3 0 3 2 2 3

46 30 11 19 28 2 16 16 14 2 16 14 2 14 32 32 14

351 114 8 106 114 0 238 238 0 37 201 230 227 3 227 117 117 244

4 4 4 4 1

347 114 8 106 114 0 233 233 0 34 200 230 227 3 227 117 117 244

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表2-2　発生量及び処理・処分量（建設業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 792 1 791 64 64 63 1 1 727 2 690 34 726

燃え殻 2 2 2 2 2

汚泥 51 51 51 2 36 13 48

有機性汚泥 1 1 1 1 0 1

無機性汚泥 49 49 49 2 34 13 47

廃油 0 0 0 0 0

一般廃油 0 0 0 0 0

廃溶剤

その他 0 0 0 0 0

廃酸 0 0 0 0 0

廃アルカリ 0 0 0 0 0

廃プラスチック類 10 0 10 0 0 0 0 10 5 5 10

廃プラスチック 10 0 10 0 0 0 0 10 5 5 10

廃タイヤ 0 0 0 0 0 0 0 0

紙くず 1 1 0 0 0 1 0 0 1

木くず 77 0 77 3 3 3 0 74 74 0 74

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 13 1 12 4 4 4 8 8 0 8

ガラス陶磁器くず 21 21 0 0 0 0 21 13 8 21

鉱さい

がれき類 604 604 57 57 57 0 546 545 1 547

コンクリート片 338 338 46 46 45 0 293 292 0 293

廃アスファルト 261 261 12 12 12 250 250 0 250

その他 4 4 4 3 1 4

ばいじん

その他の産業廃棄物 14 0 14 0 0 0 14 7 7 14

感染性廃棄物

混合物等 14 0 14 0 0 0 14 7 7 14

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表2-2　発生量及び処理・処分量（建設業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

726 35 35 33 2 691 691 662 29 665 651 14 716 49 49 717

2 2 2 2 2 0 2 0 2 2 0

48 13 13 13 36 36 18 18 15 12 2 14 15 15 14

1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0

47 13 13 13 34 34 16 18 14 12 2 14 15 15 14

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 5 5 5 0 5 5 5 0 4 4 0 4 5 5 4

10 5 5 5 0 5 5 5 0 4 4 0 4 5 5 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

74 0 0 0 74 74 73 1 72 72 0 75 0 0 75

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 8 8 8 0 8 8 0 12 0 0 12

21 8 8 6 2 13 13 13 0 13 8 6 8 14 14 8

547 1 1 1 0 545 545 536 9 545 544 1 601 2 2 601

293 0 0 0 0 293 293 284 9 293 292 1 337 1 1 337

250 0 0 0 250 250 249 0 250 249 0 261 0 0 261

4 1 1 1 3 3 3 0 3 3 0 3 1 1 3

14 7 7 7 7 7 7 0 5 2 3 2 10 10 2

14 7 7 7 7 7 7 0 5 2 3 2 10 10 2

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表2-3　発生量及び処理・処分量（製造業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 921 88 833 531 46 7 1 33 5 302 14 118 122 48 326 119 119

燃え殻 11 0 11 10 10 0 11 3 7 21

汚泥 519 0 519 493 10 1 4 5 26 0 21 4 36 1 1

有機性汚泥 467 467 465 3 3 1 2 2 0 5

無機性汚泥 52 0 52 28 6 1 1 5 24 0 20 4 30 1 1

廃油 15 2 13 2 0 0 11 11 11

一般廃油 12 1 11 2 9 9 9

廃溶剤 2 0 1 0 0 0 1 1 1

その他 1 1 1 0 0 0 0 0

廃酸 6 0 6 6 6 6

廃アルカリ 7 0 7 0 0 0 7 7 7

廃プラスチック類 27 3 24 3 3 3 0 0 21 20 1 21

廃プラスチック 27 3 24 3 3 3 0 0 21 20 1 21

廃タイヤ

紙くず 10 0 10 9 1 1 1

木くず 80 62 17 1 0 0 16 14 2 0 2

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ 9 0 9 1 1 1 8 0 8 0 8

動物系固形不要物 2 2 2 2 2

ゴムくず 0 0 0 0 0 0

金属くず 24 19 5 0 0 0 0 5 5 0 5

ガラス陶磁器くず 44 1 43 22 22 3 19 21 21 0 41

鉱さい 150 0 150 150 117 6 26 150 117 117

がれき類 1 1 1 0 0 1

コンクリート片 0 0 0 0 0

廃アスファルト 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

ばいじん 15 15 15 7 8 15

その他の産業廃棄物 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

感染性廃棄物 0 0 0 0 0

混合物等 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表2-3　発生量及び処理・処分量（製造業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

208 53 53 53 155 155 0 105 50 110 98 12 119 183 119 64 208

21 8 8 8 13 13 1 12 19 13 6 13 13 13 13

34 9 9 9 25 25 20 5 8 7 2 7 12 1 11 7

5 1 1 1 4 4 3 1 2 1 1 1 1 1 1

29 8 8 8 21 21 17 4 7 6 1 6 10 1 9 6

11 11 11 9 2 1 1 1 2

9 9 9 7 2 1 1 1 2

1 1 1 1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 6 6 3 3 0 0 0 0

7 7 7 3 4 1 1 1 1

21 1 1 1 20 20 11 9 11 10 1 12 2 2 15

21 1 1 1 20 20 11 9 11 10 1 12 2 2 15

1 1 1 1 1 1 1 1

2 0 0 0 2 2 2 1 1 0 15 0 0 78

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 8 7 0 5 2 7 7 0 9 0 0 9

2 2 2 2 2 2 0 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 5 5 4 1 5 5 0 5 0 0 24

41 0 0 0 40 40 40 0 40 39 1 42 1 1 43

32 26 26 26 6 6 0 6 6 6 0 6 143 117 26 7

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 8 8 8 7 7 5 2 7 5 2 5 10 10 5

1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表2-4　発生量及び処理・処分量（電気・水道業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 973 122 851 455 20 6 13 1 396 4 247 146 411 4 4

燃え殻 32 12 21 1 1 21 3 17 22

汚泥 561 94 467 454 19 6 13 0 13 4 9 0 26 4 4

有機性汚泥 410 410 403 14 1 13 0 7 7 0 20

無機性汚泥 152 94 58 52 6 5 0 0 6 4 2 0 7 4 4

廃油 0 0 0 0 0

一般廃油 0 0 0 0 0

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 1 1 1 1 1

廃プラスチック 1 1 1 1 1

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 0 0 0 0 0

ガラス陶磁器くず 0 0 0 0 0

鉱さい

がれき類 1 1 1 1 1

コンクリート片 0 0 0 0 0

廃アスファルト 1 1 1 1 1

その他

ばいじん 31 31 0 0 0 31 9 22 31

その他の産業廃棄物 346 16 330 330 224 106 330

感染性廃棄物

混合物等 346 16 330 330 224 106 330

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表2-4　発生量及び処理・処分量（電気・水道業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

407 147 8 139 145 2 260 247 13 58 202 248 245 3 251 154 4 150 373

22 18 4 14 18 3 3 3 0 7 5 2 5 21 21 17

22 1 1 1 22 9 13 20 2 7 6 1 12 5 4 1 106

20 0 0 0 19 6 13 18 1 5 5 0 6 1 1 6

3 0 0 0 2 2 1 1 2 1 0 6 5 4 1 100

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 0 0 0 0

1 1 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 1 1 1

31 22 3 19 20 2 9 9 9 0 9 9 0 9 22 22 9

330 106 106 106 224 224 25 200 224 224 224 106 105 240

330 106 106 106 224 224 25 200 224 224 224 106 105 240

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表2-5　発生量及び処理・処分量（その他業種　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 24 2 23 0 0 0 0 0 22 0 22 1 0 23

燃え殻 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚泥 3 0 3 0 0 0 0 0 3 0 2 0 3

有機性汚泥 0 0 0 0 0

無機性汚泥 3 0 3 0 0 0 0 0 2 0 2 0 2

廃油 3 1 2 0 0 0 2 2 0 2

一般廃油 3 1 2 0 0 0 2 2 0 2

廃溶剤 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

廃酸 0 0 0 0 0

廃アルカリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック類 8 0 8 0 0 0 0 8 7 0 0 8

廃プラスチック 3 0 3 0 0 0 0 3 3 0 3

廃タイヤ 5 0 5 0 0 0 5 5 0 5

紙くず 0 0 0 0 0

木くず 0 0 0 0 0 0 0

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず 0 0 0 0 0 0

金属くず 2 1 2 0 0 0 2 2 0 0 2

ガラス陶磁器くず 0 0 0 0 0 0

鉱さい

がれき類 1 1 1 1 0 1

コンクリート片 1 1 1 1 0 1

廃アスファルト 0 0 0 0 0

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物 6 0 6 0 0 0 6 6 0 6

感染性廃棄物 4 4 4 4 4

混合物等 2 0 2 0 0 0 2 1 0 2

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表2-5　発生量及び処理・処分量（その他業種　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

23 1 1 0 1 0 22 22 0 19 3 12 9 3 9 4 4 0 11

0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0

3 0 0 0 0 3 3 2 0 1 0 1 0 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 2 2 2 0 1 0 1 0 1 1 0

2 2 2 0 2 1 1 1 1 0 2

2 2 2 2 1 1 1 1 0 2

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 8 7 0 7 1 6 5 1 5 1 1 0 5

3 0 0 0 0 0 3 3 0 3 0 1 1 0 1 1 1 1

5 5 5 0 4 1 5 4 0 4 0 0 0 4

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 2 2 0 2 0 2 2 0 2 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1

1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 6 6 0 5 1 1 0 1 0 1 1 0

4 4 4 4 1

2 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表3-1　発生量及び処理・処分量（種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 2,710 213 2,498 1,050 131 76 1 47 7 1,447 16 122 1,081 228 0 1,486 123 123

燃え殻 45 12 33 33 8 25 33

汚泥 1,134 94 1,040 948 39 6 1 26 7 92 2 4 68 17 123 5 5

有機性汚泥 879 879 868 27 1 25 2 11 10 0 37

無機性汚泥 255 94 161 80 12 5 1 2 5 81 2 4 58 17 86 5 5

廃油 18 3 16 2 0 0 0 14 14 0 14

一般廃油 15 2 13 2 0 0 0 12 12 0 12

廃溶剤 2 0 1 0 0 0 1 1 1

その他 1 1 1 0 0 0 0 1

廃酸 6 0 6 6 6 6

廃アルカリ 7 0 7 0 0 0 7 7 7

廃プラスチック類 45 3 43 4 3 3 0 0 39 33 6 0 39

廃プラスチック 40 3 38 4 3 3 0 0 34 28 6 34

廃タイヤ 5 0 5 0 0 0 5 5 0 5

紙くず 11 0 10 9 1 1 2 2 0 3

木くず 157 62 94 3 3 3 0 0 91 14 76 0 76

繊維くず 1 1 1 0 0 1

動植物性残さ 9 0 9 1 1 1 8 0 8 0 8

動物系固形不要物 2 2 2 2 2

ゴムくず 0 0 0 0 0 0 0

金属くず 39 21 19 4 4 4 0 0 15 15 0 0 15

ガラス陶磁器くず 65 1 64 22 22 3 19 0 43 34 8 62

鉱さい 150 0 150 150 117 6 26 150 117 117

がれき類 605 605 57 57 57 0 548 546 2 549

コンクリート片 339 339 46 46 45 0 293 293 0 294

廃アスファルト 262 262 12 12 12 250 250 0 250

その他 5 5 5 3 1 5

ばいじん 46 46 0 0 0 46 16 30 46

その他の産業廃棄物 368 17 351 1 1 0 0 351 238 113 351

感染性廃棄物 4 4 4 4 4

混合物等 364 17 347 1 1 0 0 346 233 113 347

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表3-1　発生量及び処理・処分量（種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

1,363 235 96 139 231 4 1,128 1,114 13 844 284 1,036 1,004 32 1,096 390 123 267 0 1,309

33 25 11 14 25 8 8 5 3 8 6 2 6 27 27 18

118 24 24 0 24 95 82 13 59 35 45 34 11 42 40 5 35 136

37 2 2 2 35 22 13 23 11 21 17 4 18 6 6 18

81 21 21 0 21 60 60 36 24 24 17 7 24 34 5 29 119

14 14 14 0 11 3 2 2 0 2 0 0 0 5

12 12 12 9 2 2 2 0 2 0 0 0 4

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 6 6 3 3 1 1 0 1 0 0 1

7 7 7 3 4 3 3 0 3 0 0 3

39 6 6 0 6 0 33 33 0 23 10 22 19 3 21 9 9 0 24

34 6 6 0 6 0 28 28 0 19 9 17 14 3 17 9 9 20

5 5 5 0 4 1 5 4 0 4 0 0 0 4

3 0 0 0 2 2 2 0 2 1 1 1 1 1 2

76 0 0 0 76 76 75 1 74 73 0 90 1 1 153

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 8 7 0 5 2 7 7 0 9 0 0 9

2 2 2 2 2 2 0 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 15 0 14 1 15 14 0 18 1 1 0 39

62 8 8 0 7 2 54 54 53 0 54 47 6 50 15 15 51

32 26 26 26 6 6 0 6 6 6 0 6 143 117 26 7

549 2 2 2 0 547 547 538 9 547 546 1 602 3 3 602

294 0 0 0 0 293 293 284 9 293 293 1 338 1 1 338

250 0 0 0 250 250 250 0 250 250 0 262 0 0 262

5 1 1 1 3 3 3 0 3 3 0 3 2 2 3

46 30 11 19 28 2 16 16 14 2 16 14 2 14 32 32 14

351 114 8 106 114 0 238 238 0 37 201 231 227 4 227 118 117 244

4 4 4 4 1 1 1 1 1

347 114 8 106 114 0 233 233 0 34 200 230 227 4 227 117 117 244

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表3-2　発生量及び処理・処分量（建設業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 792 1 791 64 64 63 1 1 727 2 690 34 726

燃え殻 2 2 2 2 2

汚泥 51 51 51 2 36 13 48

有機性汚泥 1 1 1 1 0 1

無機性汚泥 49 49 49 2 34 13 47

廃油 0 0 0 0 0

一般廃油 0 0 0 0 0

廃溶剤

その他 0 0 0 0 0

廃酸 0 0 0 0 0

廃アルカリ 0 0 0 0 0

廃プラスチック類 10 0 10 0 0 0 0 10 5 5 10

廃プラスチック 10 0 10 0 0 0 0 10 5 5 10

廃タイヤ 0 0 0 0 0 0 0 0

紙くず 1 1 0 0 0 1 0 0 1

木くず 77 0 77 3 3 3 0 74 74 0 74

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 13 1 12 4 4 4 8 8 0 8

ガラス陶磁器くず 21 21 0 0 0 0 21 13 8 21

鉱さい

がれき類 604 604 57 57 57 0 546 545 1 547

コンクリート片 338 338 46 46 45 0 293 292 0 293

廃アスファルト 261 261 12 12 12 250 250 0 250

その他 4 4 4 3 1 4

ばいじん

その他の産業廃棄物 14 0 14 0 0 0 14 7 7 14

感染性廃棄物

混合物等 14 0 14 0 0 0 14 7 7 14

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表3-2　発生量及び処理・処分量（建設業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

726 35 35 33 2 691 691 662 29 665 651 14 716 49 49 717

2 2 2 2 2 2 2 2

48 13 13 13 36 36 18 18 15 12 2 14 15 15 14

1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0

47 13 13 13 34 34 16 18 14 12 2 14 15 15 14

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 5 5 5 0 5 5 5 0 4 4 0 4 5 5 4

10 5 5 5 0 5 5 5 0 4 4 0 4 5 5 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

74 0 0 0 74 74 73 1 72 72 0 75 0 0 75

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 8 8 8 0 8 8 0 12 0 0 12

21 8 8 6 2 13 13 13 0 13 8 6 8 14 14 8

547 1 1 1 0 545 545 536 9 545 544 1 601 2 2 601

293 0 0 0 0 293 293 284 9 293 292 1 337 1 1 337

250 0 0 0 250 250 249 0 250 249 0 261 0 0 261

4 1 1 1 3 3 3 0 3 3 0 3 1 1 3

14 7 7 7 7 7 7 0 5 2 3 2 10 10 2

14 7 7 7 7 7 7 0 5 2 3 2 10 10 2

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表3-3　発生量及び処理・処分量（製造業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 921 88 833 531 46 7 1 33 5 302 14 118 122 48 326 119 119

燃え殻 11 0 11 11 3 7 11

汚泥 519 0 519 493 19 1 13 5 26 0 21 4 45 1 1

有機性汚泥 467 467 465 13 12 1 2 2 0 15

無機性汚泥 52 0 52 28 6 1 1 5 24 0 20 4 30 1 1

廃油 15 2 13 2 0 0 11 11 11

一般廃油 12 1 11 2 0 0 9 9 9

廃溶剤 2 0 1 0 0 0 1 1 1

その他 1 1 1 0 0 0 0 0

廃酸 6 0 6 6 6 6

廃アルカリ 7 0 7 0 0 0 7 7 7

廃プラスチック類 27 3 24 3 3 3 0 0 21 20 1 21

廃プラスチック 27 3 24 3 3 3 0 0 21 20 1 21

廃タイヤ

紙くず 10 0 10 9 1 1 1 1 2

木くず 80 62 17 1 0 0 0 16 14 2 0 2

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ 9 0 9 1 1 1 8 0 8 0 8

動物系固形不要物 2 2 2 2 2

ゴムくず 0 0 0 0 0 0

金属くず 24 19 5 0 0 0 0 5 5 0 5

ガラス陶磁器くず 44 1 43 22 22 3 19 21 21 0 41

鉱さい 150 0 150 150 117 6 26 150 117 117

がれき類 1 1 1 0 0 1

コンクリート片 0 0 0 0 0

廃アスファルト 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

ばいじん 15 15 15 7 8 15

その他の産業廃棄物 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

感染性廃棄物 0 0 0 0 0

混合物等 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表3-3　発生量及び処理・処分量（製造業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

208 53 53 53 155 155 0 105 50 110 98 12 119 183 119 64 208

11 7 7 7 3 3 0 3 3 3 0 3 8 8 3

44 9 9 9 34 34 20 14 19 14 5 14 15 1 14 14

15 1 1 1 14 14 3 10 11 10 1 10 2 2 10

29 8 8 8 21 21 17 4 8 4 4 4 14 1 12 4

11 11 11 9 2 1 1 0 1 0 0 3

9 9 9 7 2 1 1 0 1 0 0 2

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 6 6 3 3 1 1 0 1 0 0 1

7 7 7 3 4 3 3 0 3 0 0 3

21 1 1 1 20 20 11 9 11 10 2 13 3 3 15

21 1 1 1 20 20 11 9 11 10 2 13 3 3 15

2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1

2 0 0 0 2 2 2 1 1 0 15 0 0 78

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 8 7 0 5 2 7 7 0 9 0 0 9

2 2 2 2 2 2 0 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 5 5 4 1 5 5 0 5 0 0 24

41 0 0 0 40 40 40 0 40 39 1 42 1 1 43

32 26 26 26 6 6 0 6 6 6 0 6 143 117 26 7

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 8 8 8 7 7 5 2 7 5 2 5 10 10 5

1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表3-4　発生量及び処理・処分量（電気・水道業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 973 122 851 455 20 6 13 1 396 4 247 146 411 4 4

燃え殻 32 12 21 21 3 17 21

汚泥 561 94 467 454 20 6 13 1 13 4 9 0 27 4 4

有機性汚泥 410 410 403 14 1 13 1 7 7 0 21

無機性汚泥 152 94 58 52 6 5 0 0 6 4 2 0 7 4 4

廃油 0 0 0 0 0

一般廃油 0 0 0 0 0

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 1 1 1 1 1

廃プラスチック 1 1 1 1 1

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 0 0 0 0 0

ガラス陶磁器くず 0 0 0 0 0

鉱さい

がれき類 1 1 1 1 1

コンクリート片 0 0 0 0 0

廃アスファルト 1 1 1 1 1

その他

ばいじん 31 31 0 0 0 31 9 22 31

その他の産業廃棄物 346 16 330 330 224 106 330

感染性廃棄物

混合物等 346 16 330 330 224 106 330

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表3-4　発生量及び処理・処分量（電気・水道業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

407 147 8 139 145 2 260 247 13 58 202 248 245 3 251 154 4 150 373

21 17 3 14 17 3 3 3 0 3 3 3 17 17 15

23 2 2 2 22 9 13 20 2 11 8 3 14 9 4 5 108

21 1 1 1 19 6 13 18 1 9 7 2 7 4 4 7

3 0 0 0 2 2 1 1 2 1 0 6 5 4 1 100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 0 0 0 0

1 1 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 1 1 1

31 22 3 19 20 2 9 9 9 0 9 9 0 9 22 22 9

330 106 106 106 224 224 25 200 224 224 224 106 105 240

330 106 106 106 224 224 25 200 224 224 224 106 105 240

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表3-5　発生量及び処理・処分量（その他業種　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 24 2 23 0 0 0 0 0 22 0 22 1 0 23

燃え殻 0 0 0 0 0 0

汚泥 3 0 3 0 0 0 0 0 3 0 2 0 3

有機性汚泥 0 0 0 0 0

無機性汚泥 3 0 3 0 0 0 0 0 2 0 2 0 2

廃油 3 1 2 0 0 0 0 2 2 0 2

一般廃油 3 1 2 0 0 0 0 2 2 0 2

廃溶剤 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

廃酸 0 0 0 0 0

廃アルカリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック類 8 0 8 0 0 0 0 8 7 0 0 8

廃プラスチック 3 0 3 0 0 0 0 3 3 0 3

廃タイヤ 5 0 5 0 0 0 5 5 0 5

紙くず 0 0 0 0 0

木くず 0 0 0 0 0 0 0 0 0

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず 0 0 0 0 0 0

金属くず 2 1 2 0 0 0 2 2 0 0 2

ガラス陶磁器くず 0 0 0 0 0 0

鉱さい

がれき類 1 1 1 1 0 1

コンクリート片 1 1 1 1 0 1

廃アスファルト 0 0 0 0 0

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物 6 0 6 0 0 0 6 6 0 6

感染性廃棄物 4 4 4 4 4

混合物等 2 0 2 0 0 0 2 1 0 2

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表3-5　発生量及び処理・処分量（その他業種　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

23 1 1 0 1 0 22 22 0 19 3 12 9 3 9 4 4 0 11

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 3 3 2 0 1 0 1 0 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 2 2 2 0 1 0 1 0 1 1 0

2 2 2 0 2 1 1 1 0 1 0 0 0 2

2 2 2 2 1 1 1 0 1 0 0 0 2

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 8 7 0 7 1 6 5 1 5 1 1 0 5

3 0 0 0 0 0 3 3 0 3 0 1 1 1 1 1 1 1

5 5 5 0 4 1 5 4 0 4 0 0 0 4

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 2 2 0 2 0 2 2 0 2 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1

1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 6 6 0 5 1 1 0 1 0 1 1 0

4 4 4 4 1 1 1 1 1

2 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表4-1　発生量及び処理・処分量（秋田市　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 1,112 6 1,106 777 49 26 1 18 5 329 6 4 275 45 347 5 5

燃え殻 11 0 11 11 10 1 11 3 8 22

汚泥 782 0 782 742 14 4 1 5 4 40 1 4 28 8 49 5 5

有機性汚泥 691 691 689 6 0 5 1 1 1 0 7

無機性汚泥 92 0 92 53 8 4 1 0 3 39 1 4 26 8 43 5 5

廃油 5 0 4 2 0 0 3 3 3

一般廃油 5 0 4 2 0 0 3 3 3

廃溶剤 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

廃酸 2 2 2 2 2

廃アルカリ 2 2 0 0 0 2 2 2

廃プラスチック類 10 0 10 1 0 0 0 0 9 7 2 9

廃プラスチック 8 0 8 1 0 0 0 0 7 6 2 7

廃タイヤ 2 0 2 0 0 0 2 2 2

紙くず 10 0 9 9 1 1 0 1

木くず 29 0 29 1 1 1 0 28 5 23 0 23

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ 0 0 0 0 0 0 0

動物系固形不要物 2 2 2 2 2

ゴムくず 0 0 0 0 0

金属くず 9 3 6 1 1 1 5 5 0 5

ガラス陶磁器くず 22 1 21 4 4 3 2 0 17 14 3 19

鉱さい 19 0 18 18 6 12 18

がれき類 184 184 17 17 17 0 166 166 0 166

コンクリート片 103 103 14 14 14 0 89 89 0 89

廃アスファルト 79 79 4 4 4 76 76 0 76

その他 1 1 1 1 0 1

ばいじん 17 17 0 0 0 17 7 10 17

その他の産業廃棄物 7 0 7 0 0 0 0 7 5 2 7

感染性廃棄物 1 1 1 1 1

混合物等 6 0 6 0 0 0 0 6 3 2 6

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表4-1　発生量及び処理・処分量（秋田市　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

342 49 49 0 47 3 292 292 0 256 37 261 247 14 279 69 5 64 284

22 9 9 9 14 14 1 12 18 12 5 12 14 14 13

44 11 11 0 11 33 33 25 8 11 9 2 14 19 5 13 14

7 1 1 1 6 6 6 0 4 3 1 3 1 1 3

37 11 11 0 11 27 27 19 7 7 5 2 10 17 5 12 10

3 3 3 3 0 1 1 1 1

3 3 3 2 0 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2 2 2 1 1 0 0 0 0

2 2 2 1 0 0 0 0 0

9 2 2 0 2 0 7 7 0 7 1 4 4 0 4 2 2 4

7 2 2 0 2 0 6 6 0 5 0 2 2 0 2 2 2 2

2 2 2 0 1 0 2 2 0 2 0 0 2

1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1

23 0 0 0 23 23 23 0 22 22 0 28 0 0 28

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 2 2 2 2 0 2 0 0 2

0 0 0 0

5 0 0 0 0 5 5 0 5 0 5 5 0 6 0 0 9

19 3 3 0 2 1 16 16 16 0 16 14 2 17 5 5 17

18 12 12 12 6 6 0 6 6 6 0 6 12 12 7

166 0 0 0 0 166 166 163 3 166 166 0 183 1 1 183

89 0 0 0 0 89 89 87 3 89 89 0 103 0 0 103

76 0 0 0 76 76 76 0 76 76 0 79 0 0 79

1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1

17 10 10 8 2 7 7 5 2 7 5 2 5 12 12 5

7 2 2 2 5 5 5 0 2 1 1 1 4 4 1

1 1 1 1 0

6 2 2 2 4 4 3 0 2 1 1 1 4 4 1

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表4-2　発生量及び処理・処分量（県北地域　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 962 141 821 106 31 16 14 1 715 10 117 423 165 0 720 117 117

燃え殻 32 12 20 0 0 0 20 4 16 20

汚泥 188 94 94 79 5 1 3 1 14 0 11 3 18

有機性汚泥 65 65 63 3 0 3 0 2 2 0 5

無機性汚泥 123 94 29 17 2 1 0 1 12 0 9 3 13

廃油 2 0 2 0 0 0 2 2 0 2

一般廃油 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

廃溶剤 1 1 1 1 1

その他 0 0 0 0 0

廃酸 2 2 2 2 2

廃アルカリ 0 0 0 0 0

廃プラスチック類 16 2 14 0 0 0 0 0 14 12 2 0 14

廃プラスチック 14 2 13 0 0 0 0 0 13 11 2 13

廃タイヤ 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

紙くず 1 1 1 1 0 1

木くず 38 11 28 1 1 1 0 27 9 18 0 18

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ 6 6 1 1 1 4 4 4

動物系固形不要物

ゴムくず 0 0 0 0 0

金属くず 12 7 5 1 1 1 0 4 4 0 4

ガラス陶磁器くず 21 21 10 10 10 0 10 8 2 21

鉱さい 131 131 131 117 14 131 117 117

がれき類 135 135 13 13 13 0 122 121 1 122

コンクリート片 75 75 10 10 10 0 65 65 0 65

廃アスファルト 58 58 3 3 3 56 56 56

その他 1 1 1 1 1 1

ばいじん 29 29 29 9 20 29

その他の産業廃棄物 351 16 334 0 0 0 334 227 108 334

感染性廃棄物 1 1 1 1 1

混合物等 350 16 334 0 0 0 334 226 108 334

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表4-2　発生量及び処理・処分量（県北地域　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

603 166 27 139 166 0 437 435 2 220 216 418 412 6 438 289 117 172 0 580

20 16 2 14 16 4 4 4 0 6 5 1 5 18 18 17

18 4 4 4 14 12 1 9 4 5 4 1 6 5 5 100

5 0 0 0 4 3 1 4 0 2 1 0 1 1 1 1

13 4 4 4 10 10 5 4 4 3 1 4 5 5 98

2 2 2 0 2 0 0 0 0 0 1

1 1 1 1 0 0 0 0 0 1

1 1 1 1

0 0 0 0 0

2 2 2 2 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 2 2 0 2 0 12 12 0 5 8 6 6 0 6 2 2 0 7

13 2 2 0 2 0 11 11 0 4 7 5 5 0 5 2 2 6

1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1

1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1

18 0 0 0 18 18 17 0 17 16 0 26 0 0 37

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 4 0 3 1 4 4 6 6

0 0 0 0

4 0 0 0 0 4 4 3 1 4 4 0 5 0 0 12

21 2 2 2 0 19 19 19 0 19 17 2 17 4 4 17

14 14 14 14 131 117 14

122 1 1 1 0 121 121 119 2 121 121 0 134 1 1 134

65 0 0 0 0 65 65 63 2 65 65 0 75 0 0 75

56 56 56 56 0 56 55 0 58 0 0 58

1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1

29 20 1 19 20 9 9 9 9 9 9 20 20 9

334 108 2 106 108 227 227 0 27 200 225 225 1 225 108 108 241

1 1 1 1 0

334 108 2 106 108 226 226 0 26 200 225 225 1 225 108 108 241

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表4-3　発生量及び処理・処分量（県央地域　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 386 58 328 64 34 20 14 1 263 1 250 12 277

燃え殻 2 2 0 0 2 1 1 2

汚泥 65 0 64 37 7 6 0 27 1 23 4 33

有機性汚泥 38 38 32 6 6 7 7 0 13

無機性汚泥 27 0 26 5 1 0 0 21 1 16 4 21

廃油 8 2 7 7 7 7

一般廃油 7 1 6 6 6 6

廃溶剤 1 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

廃酸 2 0 2 2 2 2

廃アルカリ 1 0 1 1 1 1

廃プラスチック類 11 1 10 0 0 0 0 10 9 2 10

廃プラスチック 10 1 10 0 0 0 0 10 8 2 10

廃タイヤ 1 1 0 0 0 1 1 1

紙くず 0 0 0 0 0 0 0 0 0

木くず 76 52 24 1 1 1 0 24 23 0 24

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ 0 0 0 0 0

動物系固形不要物

ゴムくず 0 0 0 0 0

金属くず 9 4 5 1 1 1 0 4 4 0 4

ガラス陶磁器くず 17 0 17 7 7 7 0 9 7 2 17

鉱さい

がれき類 190 190 18 18 18 0 172 171 0 172

コンクリート片 106 106 14 14 14 0 92 92 0 92

廃アスファルト 82 82 4 4 4 78 78 0 78

その他 1 1 1 1 0 1

ばいじん 0 0 0 0 0

その他の産業廃棄物 5 0 5 0 0 0 5 3 2 5

感染性廃棄物 0 0 0 0 0

混合物等 5 0 5 0 0 0 5 2 2 5

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表4-3　発生量及び処理・処分量（県央地域　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

277 13 13 12 1 264 252 11 245 19 234 226 8 247 21 21 305

2 1 1 1 1 1 1 4 0 3 0 4 4 0

33 5 5 5 29 17 11 20 9 9 8 1 9 6 6 9

13 0 0 0 13 1 11 12 0 0 0 0 0 0 0 0

21 4 4 4 16 16 7 9 9 8 1 9 5 5 9

7 7 7 5 1 1 1 1 2

6 6 6 5 1 1 1 1 2

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2 2 2 0 2 0 0 0 0

1 1 1 0 1 0 0 0 0

10 2 2 2 0 9 9 7 2 7 7 0 7 2 2 7

10 2 2 2 0 8 8 7 2 6 6 0 6 2 2 7

1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24 0 0 0 23 23 23 0 23 23 0 24 0 0 75

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 4 4 0 4 0 4 4 0 5 0 0 8

17 2 2 2 1 14 14 14 0 14 12 2 12 4 4 12

172 0 0 0 0 171 171 168 3 171 171 0 189 1 1 189

92 0 0 0 0 92 92 89 3 92 92 0 106 0 0 106

78 0 0 0 78 78 78 0 78 78 0 82 0 0 82

1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0

5 2 2 2 0 3 3 2 0 2 1 1 1 3 3 1

0 0 0 0 0

5 2 2 2 0 2 2 2 0 2 1 1 1 3 3 1

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）

99



表4-4　発生量及び処理・処分量（県南地域　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 250 8 243 103 16 14 2 0 140 0 0 133 6 0 142 0 0

燃え殻 0 0 0 0 0 0 0 0

汚泥 99 99 89 3 1 2 0 10 0 0 7 2 12 0 0

有機性汚泥 85 85 84 2 0 2 0 1 1 0 3

無機性汚泥 14 14 5 1 0 1 0 9 0 0 7 2 10 0 0

廃油 3 0 3 1 0 0 2 2 0 2

一般廃油 2 0 2 0 2 2 0 2

廃溶剤 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 1 1 0 0 0 0 0

廃酸 1 1 1 1 1

廃アルカリ 4 4 0 0 0 4 4 4

廃プラスチック類 9 0 9 3 3 3 0 0 6 5 1 0 6

廃プラスチック 8 0 7 3 3 3 0 0 5 3 1 5

廃タイヤ 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

紙くず 0 0 0 0 0 0

木くず 13 0 13 1 0 0 0 12 12 0 12

繊維くず 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ 3 0 3 3 3 0 3

動物系固形不要物

ゴムくず 0 0 0 0 0 0

金属くず 9 7 3 1 1 1 0 0 2 2 0 0 2

ガラス陶磁器くず 6 6 0 0 0 0 6 5 1 6

鉱さい 0 0 0 0 0

がれき類 98 98 9 9 9 0 88 88 0 88

コンクリート片 54 54 7 7 7 0 47 47 0 47

廃アスファルト 42 42 2 2 2 41 41 41

その他 1 1 1 0 0 1

ばいじん

その他の産業廃棄物 5 0 5 0 0 0 0 5 3 1 5

感染性廃棄物 2 2 2 2 2

混合物等 3 0 3 0 0 0 0 3 1 1 3

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表4-4　発生量及び処理・処分量（県南地域　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

142 7 7 0 7 0 135 135 0 124 11 122 118 4 132 11 0 11 0 139

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0

12 3 3 3 10 9 0 5 5 5 4 1 6 3 0 3 6

3 0 0 0 2 2 0 1 1 1 1 0 2 1 1 2

10 2 2 2 7 7 4 3 4 3 1 4 3 0 3 4

2 2 2 1 1 0 0 0 0 1

2 2 2 1 1 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 0 0 0 0 0 0

4 4 4 1 3 1 1 1 1

6 1 1 1 0 5 5 0 4 0 3 2 1 5 2 2 0 5

5 1 1 1 0 3 3 0 3 0 2 1 1 4 2 2 4

1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 12 12 12 0 12 12 0 12 0 0 12

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 3 3 2 1 3 3 3 0 0 3

0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 2 2 0 2 0 2 2 0 3 0 0 0 9

6 1 1 0 1 0 5 5 5 0 5 4 1 4 2 2 4

0 0 0 0 0 0 0 0

88 0 0 0 0 88 88 87 1 88 88 0 97 0 0 97

47 0 0 0 0 47 47 46 1 47 47 0 54 0 0 54

41 41 41 41 0 41 41 0 42 0 0 42

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 1 1 1 3 3 3 0 1 0 0 0 2 2 1

2 2 2 2 0

3 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 2 2 1

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表5-1　発生量及び処理・処分量（業種別）＜令和5年度＞
（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）
再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処 理 量 最終処分量 処分量 処 理 量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

業    種 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 2,710 213 2,498 1,050 131 76 1 47 7 1,447 16 122 1,081 228 0 1,486 123 123
建設業 792 1 791 64 64 63 1 1 727 2 690 34 726
製造業 921 88 833 531 46 7 1 33 5 302 14 118 122 48 326 119 119

食料品 32 0 32 21 4 1 2 0 11 11 0 14
飲料・飼料 4 0 4 4 0 0 0 1 0 1 0 1
繊維 3 3 3 0 0 0 0 0 0 1
木材 87 62 25 25 14 3 7 11
家具 1 1 1 0 0 1 0 0 1
パルプ・紙 462 462 446 10 10 0 16 8 8 26
印刷 2 0 1 1 1 0 1
化学 17 0 16 6 2 1 0 1 11 0 3 7 13 1 1
石油・石炭 1 1 1 1 0 1
プラスチック 9 2 7 3 3 3 0 4 4 0 4
ゴム 0 0 0 0 0 0
皮革

窯業・土石 62 1 61 38 25 3 19 3 22 22 1 45
鉄鋼 17 2 15 0 0 0 0 15 8 7 15
非鉄金属 150 1 149 0 0 0 149 117 16 16 149 117 117
金属 10 3 7 2 0 0 0 0 5 4 1 5
はん用機器 2 1 1 1 1 0 1
生産用機器 12 7 5 0 0 0 0 5 5 0 5
業務用機器 14 1 12 4 0 0 8 8 0 8
電子部品 28 3 25 3 0 0 22 22 0 23
電気機器 1 1 0 0 0 0 0
情報通信機器 0 0 0 0 0 0
輸送機器 6 2 3 1 0 0 2 2 0 2
その他 0 0 0 0 0 0

電気・水道業 973 122 851 455 20 6 13 1 396 4 247 146 411 4 4
　　     電気業 513 122 391 5 0 0 0 385 240 145 385

ガス業 0 0 0 0 0
上水道業 57 57 52 6 5 0 0 5 4 1 0 6 4 4
下水道業 404 404 398 14 0 13 1 6 6 0 20

情報通信業 0 0 0 0 0
運輸業 3 1 2 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 2
卸・小売業 12 1 12 0 0 0 12 0 11 0 0 12
物品賃貸業 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1

0 0 0 0 0 0
生活関連サービス業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 1 1 1 0 1
医療・福祉 5 5 5 5 5
サービス業 2 0 2 0 0 0 0 2 2 0 2

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

業    種

合計

建設業

製造業

食料品

飲料・飼料

繊維

木材

家具

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム

皮革

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属

はん用機器

生産用機器

業務用機器

電子部品

電気機器

情報通信機器

輸送機器

その他

電気・水道業

　　     電気業

ガス業

上水道業

下水道業

情報通信業

運輸業

卸・小売業

物品賃貸業

生活関連サービス業

医療・福祉

サービス業

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

表5-1　発生量及び処理・処分量（業種別）＜令和5年度＞
（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

1,363 235 96 139 231 4 1,128 1,114 13 844 284 1,036 1,004 32 1,096 390 123 267 0 1,309

726 35 35 33 2 691 691 662 29 665 651 14 716 49 49 717
208 53 53 53 155 155 0 105 50 110 98 12 119 183 119 64 208
14 1 1 1 13 13 0 8 5 10 9 1 11 2 2 11
1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1
1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 7 7 7 3 3 3 0 3 1 2 16 9 9 78
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 8 8 8 18 18 4 14 18 17 1 17 9 9 17
1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 2

12 9 9 9 3 3 0 3 0 1 1 0 1 10 1 9 1
1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
4 0 0 0 4 4 1 3 3 2 1 5 1 1 6
0 0 0 0 0 0 0 0 0

45 4 4 4 41 41 40 1 40 40 1 42 4 4 44
15 7 7 7 8 8 2 7 8 8 0 8 7 7 10
32 16 16 16 16 16 16 0 4 0 4 0 137 117 20 1
5 1 1 1 5 5 3 2 1 1 1 1 1 1 4
1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1
5 0 0 0 5 5 3 1 2 2 0 2 0 0 10
8 0 0 0 8 8 3 6 3 3 1 3 1 1 4

23 0 0 0 22 22 14 8 12 11 1 11 1 1 14
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

407 147 8 139 145 2 260 247 13 58 202 248 245 3 251 154 4 150 373
385 145 6 139 143 2 240 240 39 201 238 238 0 238 146 146 360
0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 1 1 1 1 1 0 6 5 4 1 6

20 1 1 1 19 6 13 18 1 9 7 2 7 4 4 7
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 0 2 2 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 2

12 0 0 0 0 0 11 11 0 10 1 8 6 2 6 2 2 0 7
1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
5 5 5 4 1 1 0 1 0 1 1 0
2 0 0 0 0 0 2 2 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表5-2　発生量及び処理・処分量（秋田市　業種別）＜令和5年度＞
（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）
再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処 理 量 最終処分量 処分量 処 理 量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

業    種 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 1,112 6 1,106 777 49 26 1 18 5 329 6 4 275 45 347 5 5
建設業 240 0 240 20 20 19 0 0 221 1 209 10 220
製造業 574 4 569 481 21 3 1 14 4 89 5 0 54 30 102 1 1

食料品 12 0 12 10 2 2 0 2 2 0 4
飲料・飼料 4 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0
繊維 3 3 3 0 0 0 0 0 0
木材 15 15 15 5 3 6 9
家具

パルプ・紙 462 462 446 10 10 16 8 8 26
印刷 1 0 0 0 0 0
化学 15 0 15 6 2 1 0 1 9 0 2 7 11 1 1
石油・石炭

プラスチック

ゴム

皮革

窯業・土石 20 1 19 7 6 3 2 2 12 12 1 16
鉄鋼 12 12 12 7 5 12
非鉄金属 17 0 17 17 14 3 17
金属 3 1 2 0 0 0 2 2 0 2
はん用機器

生産用機器 2 1 0 0 0 0
業務用機器 4 4 3 0 0 0 0 0 0
電子部品 6 0 6 2 0 0 3 3 4
電気機器

情報通信機器

輸送機器

その他 0 0 0 0 0
電気・水道業 287 287 277 8 4 3 1 10 4 2 4 14 4 4
　　     電気業 12 12 5 0 0 0 6 2 4 6

ガス業 0 0 0 0 0
上水道業 46 46 42 4 4 4 4 4 4 4
下水道業 229 229 229 4 3 1 0 0 4

情報通信業 0 0 0 0 0
運輸業 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1
卸・小売業 5 0 5 0 5 5 0 5
物品賃貸業 1 0 1 0 0 0 1 1 1

0 0 0 0 0
生活関連サービス業 0 0 0 0 0 0

1 0 1 1 1 0 1
医療・福祉 1 1 1 1 1
サービス業 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

業    種

合計

建設業

製造業

食料品

飲料・飼料

繊維

木材

家具

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム

皮革

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属

はん用機器

生産用機器

業務用機器

電子部品

電気機器

情報通信機器

輸送機器

その他

電気・水道業

　　     電気業

ガス業

上水道業

下水道業

情報通信業

運輸業

卸・小売業

物品賃貸業

生活関連サービス業

医療・福祉

サービス業

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

表5-2　発生量及び処理・処分量（秋田市　業種別）＜令和5年度＞
（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

342 49 49 0 47 3 292 292 0 256 37 261 247 14 279 69 5 64 284

220 11 11 10 1 210 210 201 9 202 198 4 217 15 15 218
101 33 33 33 68 68 42 25 50 41 8 49 43 1 42 53
4 0 0 0 4 4 2 2 3 2 1 2 1 1 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 6 6 6 3 3 3 0 3 1 2 6 8 8 6

26 8 8 8 18 18 4 14 18 17 1 17 9 9 17
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

10 8 8 8 2 2 2 0 0 0 0 0 10 1 9 0

16 2 2 2 13 13 13 0 13 12 1 15 3 3 16
12 5 5 5 7 7 0 7 7 7 0 7 5 5 7
17 3 3 3 14 14 13 0 4 0 4 0 7 7 0
2 0 0 0 2 2 1 1 0 0 0 0 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 4 4 3 0 1 1 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0
10 5 5 3 2 5 5 4 1 5 4 0 9 9 4 5 9
6 4 4 2 2 2 2 1 1 2 1 0 1 4 4 1
0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 4 4
4 1 1 1 3 3 3 3 3 0 3 1 1 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1
5 0 0 0 0 5 5 0 4 0 3 3 1 3 1 1 3
1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表5-3　発生量及び処理・処分量（県北地域　業種別）＜令和5年度＞
（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）
再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処 理 量 最終処分量 処分量 処 理 量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

業    種 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 962 141 821 106 31 16 14 1 715 10 117 423 165 0 720 117 117
建設業 176 0 176 14 14 14 0 0 161 0 153 8 161
製造業 217 19 198 28 13 1 10 1 170 9 117 27 16 172 117 117

食料品 14 0 14 9 1 1 0 0 5 5 0 5
飲料・飼料

繊維 0 0 0 0 0
木材 20 11 9 9 9 0 0
家具 1 1 0 0 0 1 0 0 1
パルプ・紙 0 0 0 0 0 0
印刷 1 1 1 1 1
化学 2 0 1 0 0 0 1 1 0 1
石油・石炭 0 0 0 0 0
プラスチック 5 1 3 3 3 0 3
ゴム 0 0 0 0 0 0
皮革

窯業・土石 24 24 19 11 10 1 5 5 0 16
鉄鋼 3 3 3 1 2 3
非鉄金属 134 1 133 0 0 0 133 117 2 13 133 117 117
金属 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0
はん用機器 1 1 0 0 0 0 0
生産用機器 4 3 1 1 1 0 1
業務用機器 7 1 6 6 6 6
電子部品 0 0 0 0 0 0 0
電気機器 0 0 0 0 0 0 0
情報通信機器

輸送機器 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

電気・水道業 564 122 442 63 4 1 3 379 238 141 382
　　     電気業 501 122 379 379 238 141 379

ガス業

上水道業 8 8 8 1 1 0 0
下水道業 55 55 55 3 0 3 0 0 0 3

情報通信業 0 0 0 0 0
運輸業 1 0 0 0 0 0 0 0
卸・小売業 3 0 3 0 0 0 3 3 0 3
物品賃貸業 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
生活関連サービス業 0 0 0 0 0 0

医療・福祉 1 1 1 1 1
サービス業 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

業    種

合計

建設業

製造業

食料品

飲料・飼料

繊維

木材

家具

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム

皮革

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属

はん用機器

生産用機器

業務用機器

電子部品

電気機器

情報通信機器

輸送機器

その他

電気・水道業

　　     電気業

ガス業

上水道業

下水道業

情報通信業

運輸業

卸・小売業

物品賃貸業

生活関連サービス業

医療・福祉

サービス業

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

表5-3　発生量及び処理・処分量（県北地域　業種別）＜令和5年度＞
（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

603 166 27 139 166 0 437 435 2 220 216 418 412 6 438 289 117 172 0 580

161 8 8 7 0 154 154 147 6 148 145 3 159 11 11 159
54 17 17 17 38 38 0 28 10 28 26 2 37 136 117 18 56
5 0 0 0 5 5 0 3 2 5 5 0 6 0 0 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 20
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1
1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 3 3 0 3 2 2 0 2 0 0 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 1 1 1 15 15 15 15 15 15 1 1 15
3 2 2 2 1 1 1 1 1 0 1 2 2 1

15 13 13 13 2 2 2 0 0 0 0 0 131 117 13 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 3
6 6 6 1 5 2 2 0 2 0 0 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

382 141 2 139 141 241 239 1 41 200 240 239 0 240 142 142 362
379 141 2 139 141 238 238 38 200 237 237 0 237 142 142 359

0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
3 0 0 0 3 1 1 3 3 3 0 3 0 0 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 3 3 0 2 0 2 1 0 1 1 1 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 0 0 0 0 0
1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表5-4　発生量及び処理・処分量（県央地域　業種別）＜令和5年度＞
（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）
再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処 理 量 最終処分量 処分量 処 理 量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

業    種 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 386 58 328 64 34 20 14 1 263 1 250 12 277
建設業 248 0 248 20 20 20 0 0 228 1 217 11 228
製造業 99 58 41 14 8 8 0 27 25 1 35

食料品 3 0 3 2 0 0 1 1 1
飲料・飼料

繊維 0 0 0 0 0
木材 53 52 1 1 0 1 1
家具 0 0 0 0 0
パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭 1 1 1 1 0 1
プラスチック

ゴム

皮革

窯業・土石 12 12 9 7 7 0 3 3 10
鉄鋼

非鉄金属

金属 4 1 3 2 0 0 1 1 1
はん用機器 0 0 0 0 0 0
生産用機器 5 2 3 3 3 0 3
業務用機器 0 0 0 0 0
電子部品 18 2 16 1 0 0 15 15 0 15
電気機器 0 0 0 0 0 0 0
情報通信機器 0 0 0 0 0 0
輸送機器 2 0 2 2 2 2
その他

電気・水道業 36 36 30 6 6 0 6 6 0 12
　　     電気業

ガス業

上水道業 1 1 1 0 0 0 0 0 0
下水道業 35 35 29 6 6 6 6 11

情報通信業

運輸業 0 0 0 0 0 0
卸・小売業 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1
物品賃貸業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
生活関連サービス業 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
医療・福祉 0 0 0 0 0
サービス業 0 0 0 0 0 0

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）

108



区　分

業    種

合計

建設業

製造業

食料品

飲料・飼料

繊維

木材

家具

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム

皮革

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属

はん用機器

生産用機器

業務用機器

電子部品

電気機器

情報通信機器

輸送機器

その他

電気・水道業

　　     電気業

ガス業

上水道業

下水道業

情報通信業

運輸業

卸・小売業

物品賃貸業

生活関連サービス業

医療・福祉

サービス業

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

表5-4　発生量及び処理・処分量（県央地域　業種別）＜令和5年度＞
（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

277 13 13 12 1 264 252 11 245 19 234 226 8 247 21 21 305

228 11 11 10 1 217 217 208 9 209 204 4 225 15 15 225
35 2 2 2 33 33 24 10 22 21 1 21 3 3 79
1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 52
0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0

10 0 0 0 10 10 10 10 10 10 0 0 10

1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 3 3 2 1 2 1 0 1 0 0 4
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 15 15 9 6 9 9 0 9 1 1 11
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 2 1 0 0 0 0 0

12 0 0 0 12 0 11 12 3 0 2 0 3 3 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 11 11 11 2 2 2 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）

109



表5-5　発生量及び処理・処分量（県南地域　業種別）＜令和5年度＞
（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）
再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処 理 量 最終処分量 処分量 処 理 量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

業    種 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 250 8 243 103 16 14 2 0 140 0 0 133 6 0 142 0 0
建設業 127 0 127 10 10 10 0 0 117 0 111 6 117
製造業 32 7 25 8 4 3 1 0 16 16 1 17

食料品 3 0 3 0 0 0 3 3 0 3
飲料・飼料 1 1 0 0 0 1 1 0 1
繊維 0 0 0 0 0 0
木材

家具 0 0 0 0 0 0 0 0
パルプ・紙

印刷 0 0 0 0 0
化学

石油・石炭

プラスチック 4 0 4 3 3 3 0 1 1 0 1
ゴム 0 0 0 0 0
皮革

窯業・土石 6 6 3 0 0 3 3 0 3
鉄鋼 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1
非鉄金属 0 0 0 0 0 0
金属 1 1 0 0 0 1 1 0 1
はん用機器 1 1 1 1 0 1
生産用機器 2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1
業務用機器 3 0 3 1 0 0 2 2 0 2
電子部品 3 0 3 3 3 0 3
電気機器 1 0 0 0 0 0
情報通信機器

輸送機器 4 2 1 1 0 0 1 1 0 1
その他

電気・水道業 85 85 85 3 1 1 0 1 0 1 3 0 0
　　     電気業 0 0 0 0 0

ガス業

上水道業 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0
下水道業 84 84 84 2 0 1 0 0 0 2

情報通信業

運輸業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
卸・小売業 3 0 3 0 0 0 3 0 2 0 0 3
物品賃貸業 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
生活関連サービス業 0 0

医療・福祉 2 2 2 2 2
サービス業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

業    種

合計

建設業

製造業

食料品

飲料・飼料

繊維

木材

家具

パルプ・紙

印刷

化学

石油・石炭

プラスチック

ゴム

皮革

窯業・土石

鉄鋼

非鉄金属

金属

はん用機器

生産用機器

業務用機器

電子部品

電気機器

情報通信機器

輸送機器

その他

電気・水道業

　　     電気業

ガス業

上水道業

下水道業

情報通信業

運輸業

卸・小売業

物品賃貸業

生活関連サービス業

医療・福祉

サービス業

学術研究・専門サービス業

教育・学習支援業

表5-5　発生量及び処理・処分量（県南地域　業種別）＜令和5年度＞
（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

142 7 7 0 7 0 135 135 0 124 11 122 118 4 132 11 0 11 0 139

117 6 6 5 0 111 111 106 5 107 105 2 115 8 8 115
17 1 1 1 16 16 0 11 5 10 10 1 12 2 2 19
3 0 0 0 3 3 2 0 2 2 0 2 0 0 2
1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 1 1 1 0 1 3 1 1 3
0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 3 3 2 1 3 3 0 3 0 0 3
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
2 0 0 0 2 2 1 1 1 1 0 1 0 0 1
3 0 0 0 3 3 1 2 2 2 0 2 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3

3 0 0 0 2 2 0 1 1 2 2 0 2 0 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1
2 0 0 0 2 1 0 1 1 1 1 0 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 2 2 0 2 0 2 2 0 2 0 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表6-1　発生量及び処理・処分量（鉱業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 49 0 48 48 25 25 1 1 0 1

燃え殻

汚泥 48 48 48 25 25 0 0 0 0

有機性汚泥 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 48 48 48 25 25

廃油 0 0 0 0 0

一般廃油 0 0 0 0 0

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 0 0 0 0 0 0

ガラス陶磁器くず 0 0 0 0 0

鉱さい

がれき類 0 0 0 0 0

コンクリート片 0 0 0 0 0

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物 0 0 0 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 0 0 0 0 0 0

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表6-1　発生量及び処理・処分量（鉱業　種類別：変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 25 0 0 26

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 25

0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 25

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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表6-2　発生量及び処理・処分量（鉱業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その1） (単位：千ｔ/年)

区　分 発生量 有償物量 排出量 自己中間処理量 自己未処理量 搬出量 自己最終処分量

自己中間処理後量

（自己中間処理後の処理内訳）

再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 再生利用量 自己最終 委託中間 委託直接 その他量 県内 県外

処分量 処理量 最終処分量 処分量 処理量 最終処分量

(A) (B) (C) (D) (E) (E1) (E2) (E3) (E4) (E5) (G) (G1) (G2) (G3) (G4) (G5) (H) (I)

種    類 (B+C) (D+G) (I+K+J) (E2+G2)

合計 49 0 48 48 25 25 1 1 0 1

燃え殻

汚泥 48 48 48 25 25 0 0 0 0

有機性汚泥 0 0 0 0 0 0

無機性汚泥 48 48 48 25 25

廃油 0 0 0 0 0

一般廃油 0 0 0 0 0

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック 0 0 0 0 0 0

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず 0 0 0 0 0 0

ガラス陶磁器くず 0 0 0 0 0

鉱さい

がれき類 0 0 0 0 0

コンクリート片 0 0 0 0 0

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物 0 0 0 0 0 0

感染性廃棄物

混合物等 0 0 0 0 0 0

（自己未処理の処理内訳） （処理先地域の内訳）
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区　分

種    類

合計

燃え殻

汚泥

有機性汚泥

無機性汚泥

廃油

一般廃油

廃溶剤

その他

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

廃プラスチック

廃タイヤ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラス陶磁器くず

鉱さい

がれき類

コンクリート片

廃アスファルト

その他

ばいじん

その他の産業廃棄物

感染性廃棄物

混合物等

表6-2　発生量及び処理・処分量（鉱業　種類別：無変換）＜令和5年度＞

（その2） (単位：千ｔ/年)

委託処理量 再生利用量 最終処分量 その他量 資源化量

委託直接最終処分量 委託中間処理量

（処理主体の内訳） 委託中間処理後量 処理主体の内訳

業者 自治体 県内 県外 業者 自治体 県内 県外 （委託処理後の処理内訳） 自己処分 委託処分

再生利用量 最終処分量

(K) (O) (L) (M) (M1) (M2) (R) (Q) (Q1) (Q2) (J) (S)

(O+L) (E1+G1+M1) (I+O+M2) (E5+G5) (B+R)

1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 25 0 0 26

0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 25

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 25

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（処理先地域の内訳） （処理主体の内訳） （処理先地域の内訳）
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４．産業廃棄物等の処理等に関する意識調査票（全業種共通）  ···························  128 

 

 

 





【お問い合わせ先：調査業務受託者】 

一般財団法人日本環境衛生センター 計画課 

電話：044-287-3280 

調査対象事業者  様 

環備 －   502 

令和６年８月30日 

秋田県生活環境部長 

（公 印 省 略） 

令和６年度秋田県産業廃棄物実態調査フォローアップ等調査へのご協力について（お願い） 

産業廃棄物行政の推進については、日頃から格別のご協力をいただき厚く御礼申し上げます。 

さて、県では第４次秋田県循環型社会形成推進基本計画を策定し、その達成状況等を把握するた

め、産業廃棄物の発生及び処理の状況等に係る調査を毎年度実施しています。 

つきましては、お忙しいところ誠に恐縮ですが、本年度の調査について、次によりご協力頂きま

すようお願い申し上げます。（ご回答いただいた情報は統計的に処理され、事業者名等が公表さ

れることはありません） 

なお、調査票の発送・回収、集計・解析等の調査実施を一般財団法人日本環境衛生センターに 

委託していますので、お問い合わせ及びご提出は、同センターへ直接お願いします。 

１ 提出物 

産業廃棄物等に関する調査票（令和５年度実績）【その１】【その２】【その３】 

（ご記入にあたっては、同封の記入要領をご参照ください） 

※調査票等は、以下のホームページからダウンロードすることができます。

https://www.jesc.or.jp/work/tabid/222/Default.aspx 

２  提出期限 令和６年１０月４日（金） 

３  提出方法（電子メールなど、電子データでの提出にご協力ください） 

①電子メールの場合 

以下のメールアドレスへご送信ください。 

hik-r@jesc.or.jp 

②郵送の場合 

同封の返信用封筒にて、以下の宛先までご返送ください。 

  【調査主体】（調査業務委託者） 

秋田県生活環境部環境整備課（廃棄物対策チーム） 

電話：018-860-1624 

〒210-0828 神奈川県川崎市川崎区四谷上町 11-15 

一般財団法人日本環境衛生センター 計画課 
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形
式
１
（
製
造
業
）

　
●

こ
の

調
査

の
対

象
期

間
は

、
令

和
5

年
度

（
令

和
5

年
4

月
1

日
～

令
和

6
年

3
月

3
1

日
）

で
す

。
こ

の
期

間
中

の
廃

棄
物

等
の

発
生

と
処

理
・

処
分

の
状

況
を

　
　

質
問

①
～

⑪
ま

で
の

流
れ

に
従

っ
て

記
入

し
て

下
さ

い
。

　
●

こ
の

調
査

で
は

、
調

査
票

が
送

付
さ

れ
た

事
業

所
内

で
発

生
し

た
廃

棄
物

等
だ

け
が

記
入

の
対

象
と

な
り

ま
す

。

　
●

廃
棄

物
が

ど
の

よ
う

に
分

類
さ

れ
て

い
る

か
を

示
す

た
め

に
、

裏
面

に
「

廃
棄

物
等

分
類

表
」

を
掲

げ
て

あ
り

ま
す

の
で

参
考

に
し

て
下

さ
い

。

　
●

発
生

し
た

廃
棄

物
の

「
名

称
」

と
「

数
量

」
の

回
答

欄
に

は
、

「
焼

却
」

､
「

脱
水

」
等

の
処

理
を

行
う

前
の

「
名

称
」

と
「

数
量

」
を

お
答

え
下

さ
い

。

　
　

○
自

社
で

焼
却

し
て

い
る

場
合

、
発

生
し

た
廃

棄
物

と
は

焼
却

前
の

も
の

で
す

。
（

記
入

例
Ｄ

を
参

考
に

し
て

下
さ

い
）

　
　

　
　

木
く

ず
、

紙
く

ず
、

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
等

を
焼

却
し

て
い

る
場

合
の

「
③

年
間

発
生

量
」

は
、

焼
却

前
の

量
で

す
。

従
っ

て
「

①
廃

棄
物

の
名

称
」

、
「

②
分

類
番

号
」

は
、

　
　

　
　

燃
や

す
前

の
名

称
と

そ
の

分
類

番
号

と
な

り
ま

す
。

な
お

、
焼

却
後

の
灰

の
量

が
「

⑤
中

間
処

理
後

量
」

と
な

り
ま

す
。

　
　

○
自

社
で

脱
水

し
て

い
る

場
合

の
発

生
し

た
廃

棄
物

と
は

脱
水

前
の

も
の

で
す

。
（

記
入

例
Ｅ

・
Ｆ

を
参

考
に

し
て

下
さ

い
）

　
　

　
　

汚
泥

の
発

生
量

は
、

脱
水

、
乾

燥
等

の
中

間
処

理
を

行
う

前
の

量
で

あ
り

、
脱

水
機

等
に

投
入

さ
れ

た
１

年
間

の
量

が
「

③
年

間
発

生
量

」
と

な
り

ま
す

。
な

お
、

脱
水

前
の

　
　

　
　

重
量

を
把

握
し

て
い

な
い

場
合

は
、

下
記

の
式

よ
り

計
算

し
て

下
さ

い
。

　
　

　
　

　
　

＜
式

＞
：

（
脱

水
前

の
汚

泥
発

生
量

）
＝

（
脱

水
後

の
汚

泥
量

）
×

（
１

０
０

％
－

脱
水

後
の

含
水

率
％

）
÷

（
１

０
０

％
－

脱
水

前
の

含
水

率
％

）

　
●

た
だ

し
、

以
下

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
中

間
処

理
後

の
も

の
を

発
生

量
と

し
て

お
答

え
下

さ
い

。

　
　

○
廃

酸
、

廃
ア

ル
カ

リ
を

公
共

水
域

（
河

川
、

公
共

下
水

道
等

）
へ

放
流

す
る

た
め

に
中

和
処

理
し

た
場

合
。

　
→

　
中

和
処

理
後

の
「

汚
泥

」
を

発
生

量
と

し
ま

す
。

　
　

○
含

油
廃

水
を

油
水

分
離

し
た

場
合

。
　

→
　

油
水

分
離

後
の

「
廃

油
」

と
「

油
で

い
」

等
を

個
別

に
（

そ
れ

ぞ
れ

１
行

ず
つ

を
）

発
生

量
と

し
ま

す
。

①
廃

棄
物

の
名

称
⑪

資
源

化
用

途

Ｆ 2
行 番

百 万
十 万

万
千

百
十

一
単

位
１

次
処

理
２

次
処

理
３

次
処

理
百 万

十 万
万

千
百

十
一

単
位

１
次

処
理

２
次

処
理

３
次

処
理

記
1

鉄
板

く
ず

1
2

1
0

6
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｗ

1
㈱

□
□

秋
田

市
1

・
2

10

2
機

械
油

0
3

1
1

1
0

8
0

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｕ

1
×

×
商

店
青

森
県

弘
前

市
Ｅ

1
・

2
30

3
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
く

ず
0

6
1

0
7

5
0

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｕ

1
▼

○
㈱

小
坂

町
Ａ

1
・

2

入
4

木
く

ず
0

8
0

1
1

0
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ａ

5
0

0
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｑ

1
自

社
横

手
市

1
・

2

5
排

水
処

理
汚

泥
0

2
2

1
5

0
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｂ

Ｄ
1

0
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｓ

1
○

○
㈱

岩
手

県
八

幡
平

市
1

・
2

6
特

定
有

害
汚

泥
0

2
2

9
1

0
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｕ

1
△

△
産

業
能

代
市

Ｆ
Ｚ

1
・

2

欄
7

排
水

処
理

汚
泥

0
2

2
1

1
0

0
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｂ

2
5

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｓ

1
㈲

○
○

羽
後

町
1

・
2

太
字
の
部
分
が
、
記
入
事
例
箇
所
を
示
し
て
い
ま
す
。
記
入
例
を
参
考
に
し
て
調
査
票
（そ
の
２
）を
記
入
し
て
下
さ
い
。

⑥
処

理
・

処
分

の
方

法

⑦
処

理
・

処
分

先
又

再
生

利
用

先
の

名
称

区
分

②
分

類
番

号
③

年
間

発
生

量
④

方
法

番
号

⑤
中

間
処

理
後

量
⑩

処
理

後
の

処
分

方
法

⑧
処

理
・

処
分

先
又

は
⑨

方
法

番
号

再
生

利
用

先
の

所
在

地

＜
調
査
票
の
記

入
要
領
・
記
入
例
＞

●
記
入
対
象
は
、
事
業
活
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
、
有
償
あ
る
い
は
無
償
で
引
渡
し
て
い
る
副
産
物
で
す
。

●
同
じ
種
類
の
廃
棄
物
で
も
中
間
処
理
方
法
や
処
分
方
法
、
委
託
処
理
先
等
が
異
な
る
場
合
は
、
質
問
①
の
欄
か
ら
行
を
分
け
て
記
入
し

て
下
さ
い
。

●
処
理
業
者
へ
処
理
・
処
分
を
委
託
し
て
い
る
場
合
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
伝
票
等
を
参
考
に
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、
具
体
的

な
内
容
を
処
理
業
者
に
確
認
し
た
う
え
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

記
入
例
：
Ａ

・
鉄
板
の
加
工
の
際
に
鉄

板
く

ず
が

年
間
６
ｔ

発

生
し

た
。

・
こ

れ
は
、

秋
田
市
に

あ

る
㈱

□
□

に
売
却
し

た

・
相

手
先
で

は
鉄
鋼
材

料

と
し

て
利

用
し
て
い

る
。

記
入
例
：
Ｂ

・
月
平
均
で
一
斗
缶
５
本
ぐ
ら
い
の

機
械
油
が
発
生
し
た
。

・
重
量
換
算
す
る
と
年
間
に

１
,０

８
０
㎏
で
あ
る
。

・
こ
れ
は
、
青
森
県
弘
前
市
の
再

生
業

者
×
×
商
店
に
処
理
を
有
料

で
依

頼
し

た
。

・
相
手
先
で
は
、
油
水
分
離
後
、
燃

料
と

し
て

再
利
用
し

て
い

る
。

（
１
８
㎏
×
５
本
×
１
２
ヶ
月
）

記
入
例
：
Ｄ

・
木
く
ず
が
年
間
１
０
ｔ

発
生
し
た
。

・
自
社
の
焼
却
炉
で
全
て

焼
却
し
た
。

・
焼
却
灰
は
、
５
０
０
㎏

程
度
で
自
社
の
処
分
場

（
横
手
市
）
で
埋
立
処

分
し
た
。

記
入
例
：
Ｅ

・
排
水
処
理
汚
泥
が
発
生
し
た
。

・
自
社
の
施
設
で
脱
水
→

乾
燥
を

行
い
、
脱

水
後

の
残

さ
が
１
０

ｔ
（
含
水
率
８
５
％
）
で
あ
っ
た
。

・
脱
水
前
の
量
は
、
計
算
し
て
い
な

い
の
で
正
確
で
は
な
い
が
、
脱

水
前
の
含
水
率
が
９
７
％
で
あ
る
た
め
計
算
す
る
と
、
５
０
ｔ
程

度
と
な
る
。

・
処
理
後
の
汚
泥
は
、
△
△
㈱
に
運

搬
を
委
託
し
、
岩
手
県
八
幡
平

市
に
処
分
場
を
保
有
す
る
○
○
㈱
で
直
接
埋
立
処
分
し
た
。

・
計
算
式

10
ｔ

×
（

10
0－

85
）
÷

（
10
0－

9
7）

＝
50
ｔ

本
紙
の
裏
面
の
「廃
棄
物
等
分

類
表
」を
参
照
し
て
下
さ
い
。

廃
棄
物
を
委
託
し
て
い
る
場
合
で
、
委
託
後
の
具
体
的
な
処
理
・処
分
を
把
握
し
て
い

な
い
場
合
は
、
委
託
先
へ
確
認
し
て
記
入
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
不
定
期
の
回
収
業
者

等
で
、
住
所
な
ど
の
詳
細
が
不
明
な
場
合
は
、
わ
か
る
範
囲
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

微
量
又
は
液
状
廃
棄
物
を
焼
却
し
、
焼
却
灰
が
１
ｋ
ｇ
未
満
の
場
合
は
、
「０

（ゼ
ロ
）」
を
記
入
し
、
単
位
は
㎏
に
○
を
付
け
て
下
さ
い
。

調
査
票
（そ
の
２
）の

記
入

例

記
入

例
：
Ａ

記
入

例
：
Ｃ

記
入

例
：
Ｆ

調
査
対
象
期
間

調
査
対
象
と
す
る
事
業
所
と
廃

棄
物

発
生

量
に

つ
い
て

記
入
に

つ
い

て

⑪
資
源
化
用
途
コ
ー
ド
表

⑨
委
託
中
間
処
理
方
法
コ
ー
ド
表

記
入
例
：
Ｄ

記
入
例
：
Ｃ

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
く
ず

が
年
間
７
５
０
㎏
発
生
し

た
。

・
こ
れ
は
、
小
坂
町
に
あ
る

▼
○
㈱
に
処
理
を
委
託
し

た
。

・
委
託
先
で
は
、
焼
却
処
理

し
、
埋
立
処
分
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
中
間
処
理
、
再
生
利
用
や
最
終
処
分
し
た
先
の
名
称
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
委
託
し
た
廃
棄
物
が
中
間
処
理
後
に
最
終
処
分
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
間
処
理
業
者
の
名
称
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

⑩
処
理
後
の
処
分
方
法

１
再
生
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る

２
埋
立
処
分
し
て
い
る

記
入
例
：
Ｂ

④
中
間
処
理
方
法
コ
ー
ド
表

記
入

例
：
Ｅ

⑥
処
理
・
処
分
方
法
コ
ー
ド
表

＜
自

己
処

理
＞

Ｖ
１

：
自

社
で

再
利

用
し

た
。

Ｖ
２

：
売

却
で

き
な

い
も

の
を

自
社

で
再

利
用

し
た

。

Ｗ
１

：
売

却
（

利
益

が
あ

っ
た

）
し

た
。

Ｚ
１

：
自

社
で

保
管

し
て

い
る

。

Ｑ
１

：
自

社
の

処
分

場
で

埋
立

処
分

し
た

。

＜
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

等
へ

委
託

処
理

＞
Ｕ

１
：

処
理

業
者

に
中

間
処

理
（

資
源

化
・

リ
サ

イ
ク

ル
を

含
む

）
を

委
託

し
た

。

Ｘ
１

：
廃

品
回

収
（

資
源

）
業

者
、

あ
る

い
は

納
入

業
者

、
関

連
企

業
等

で

再
生

処
理

を
し

た
。

Ｓ
１

：
民

間
の

処
理

業
者

の
処

分
場

で
直

接
埋

立
処

理
し

た
。

Ｓ
２

：
秋

田
県

環
境

保
全

セ
ン

タ
ー

で
直

接
埋

立
処

理
し

た
。

Ｔ
１

：
処

理
業

者
で

直
接

海
洋

投
入

し
た

。

＜
市

町
村

・
一

部
事

務
組

合
へ

委
託

処
理

＞
（

ご
み

収
集

を
含

む
）

Ｒ
１

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

埋
立

処
分

場
へ

搬
入

し
た

。

Ｒ
５

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

焼
却

場
へ

搬
入

し
た

。

Ｒ
６

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
に

搬
入

し
た

。

＜
そ

の
他

＞
Ｚ

９
：

そ
の

他

Ａ
：

焼
却

Ｂ
：

脱
水

Ｃ
：

天
日

乾
燥

Ｄ
：

機
械

乾
燥

Ｅ
：

油
水

分
離

Ｆ
：

中
和

Ｇ
：

破
砕

Ｈ
：

分
級

Ｉ
：

圧
縮

Ｊ
：

溶
融

Ｋ
：

切
断

Ｌ
：

焼
成

（
セ

メ
ン

ト
原

材
料

）
Ｍ

：
堆

肥
化

(発
酵

)
Ｎ

：
銀

回
収

Ｏ
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
固

型
化

Ｐ
：

乾
熱

滅
菌

Ｑ
：

煮
沸

Ｒ
：

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
Ｓ

：
薬

物
消

毒
Ｔ

：
金

属
(鉄

)回
収

Ｕ
：

非
鉄

金
属

回
収

Ｖ
：

濃
縮

Ｗ
：

油
化

Ｘ
：

粒
度

調
整

・
混

合
Ｙ

：
分

別
・

選
別

Ｚ
：

そ
の

他

Ａ
：

焼
却

Ｂ
：

脱
水

Ｃ
：

天
日

乾
燥

Ｄ
：

機
械

乾
燥

Ｅ
：

油
水

分
離

Ｆ
：

中
和

Ｇ
：

破
砕

Ｈ
：

分
級

Ｉ
：

圧
縮

Ｊ
：

溶
融

Ｋ
：

切
断

Ｌ
：

焼
成

（
セ

メ
ン

ト
原

材
料

）
Ｍ

：
堆

肥
化

(発
酵

)
Ｎ

：
銀

回
収

Ｏ
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ固

型
化

Ｐ
：

乾
熱

滅
菌

Ｑ
：

煮
沸

Ｒ
：

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
Ｓ

：
薬

物
消

毒
Ｔ

：
金

属
(鉄

)回
収

Ｕ
：

非
鉄

金
属

回
収

Ｖ
：

濃
縮

Ｗ
：

油
化

Ｘ
：

粒
度

調
整

・
混

合
Ｙ

：
分

別
・

選
別

Ｚ
：

そ
の

他

１
０

：
鉄

鋼
原

料

２
０

：
非

鉄
金

属
等

原
材

料

３
０

：
燃

料

３
１

：
木

炭

４
１

：
飼

料

４
２

：
肥

料
・

堆
肥

４
３

：
土

壌
改

良
材

５
０

：
土

木
・

建
設

資
材

５
１

：
再

生
木

材
・

合
板

６
０

：
パ

ル
プ

・
紙

原
材

料

７
０

：
ガ

ラ
ス

原
材

料

８
０

：
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
原

材
料

８
１

：
再

生
タ

イ
ヤ

９
０

：
セ

メ
ン

ト
原

材
料

９
１

：
再

生
油

・
再

生
溶

剤

９
２

：
中

和
剤

９
３

：
高

炉
還

元
・

コ
ー

ク
ス

炉
化

学
原

料

９
８

：
そ

の
他

該
当
す
る
単
位
に
、
必
ず
○
を
つ
け
て

下
さ
い
。

記
入
例
：
Ｆ

・
特
定
有
害
汚
泥
と
排
水
処
理
汚
泥
が
１
１
０
ｔ
発
生

し
た

。

・
特
定
有
害

汚
泥
は
年
間
１
０
ｔ
発
生
し
、
自
社
で
の
中
間
処

理
は
行
な
わ
ず
、
能
代
市
に
処
理
施
設
を
保
有
す
る
△
△
産

業
に

収
集

・
運
搬
及

び
中

間
処

理
を
委
託

し
た

。
・
業
者
で
は
、
中
和
及
び
無
害
化
処
理
し
た
後
、
埋
立
処
分
し

て
い

る
。

・
ま
た
、
排
水
処
理
汚
泥

は
、
濃
縮
後
の
１
０
０
ｔ
を
自
社
の

施
設

で
脱

水
し
、
処

理
後

の
残

さ
２
５
ｔ

は
羽
後
町
の
㈲
○
○

で
埋

立
処

分
し
た
。
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廃
棄
物
等
分
類
表
（
そ
の
１
）

廃
棄
物
等
分
類
表
（
そ
の
２
）

１
．
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
を
除
く
）

分
類
番
号

具
　
　
　
体
　
　
　
例

分
類
番
号

具
　
　
　
体
　
　
　
例

ガ
ラ

ス
く

ず
13

10
白

熱
電

球
、

窓
ガ

ラ
ス

、
び

ん
類

、
グ

ラ
ス

ウ
ー

ル
、

ガ
ラ

ス
食

器
、

光
学

レ
ン

ズ
、

ク
リ

ス
タ

ル
ガ

ラ
ス

、
理

化
学

用
ガ

ラ
ス

器
具

、
薬

品
ビ

ン

陶
磁

器
く

ず
13

20
セ

ラ
ミ

ッ
ク

く
ず

、
レ

ン
ガ

、
か

わ
ら

、
陶

器

石
膏

ボ
ー

ド
13

30
石

膏
ボ

ー
ド

く
ず

02
12

下
水

汚
泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
く
ず

13
40

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

く
ず

廃
砂

14
01

鋳
物

砂
、

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
廃

砂

炉
さ

い
14

02
高

炉
水

さ
い

、
高

炉
の

残
さ

、
平

炉
の

残
さ

、
転

炉
の

残
さ

、
電

気
炉

の
残

さ
い

、
キ

ュ
ー

ポ
ラ

の
ノ

ロ
、

ド
ロ

ス
、

カ
ラ

ミ

鉱
さ

い
類

14
03

不
良

鉱
石

、
ボ

タ
、

粉
炭

か
す

、
鉱

じ
ん

、
破

石
く

ず

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

15
10

コ
ン

ク
リ

ー
ト

破
片

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
破

片

02
22

建
設

高
含

水
率

汚
泥

、
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
汚

泥
廃
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

15
20

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
破

片

02
23

上
水

汚
泥

レ
ン
ガ
破
片
な
ど

15
30

鉄
道

用
線

路
の

砂
利

、
骨

材
、

石
材

、
レ

ン
ガ

、
ス

レ
ー

ト
、

タ
イ

ル
、

断
熱

材

16
00

家
畜

の
ふ

ん
尿

、
牛

の
ふ

ん
尿

、
豚

の
ふ

ん
尿

、
に

わ
と

り
の

ふ
ん

尿
、

馬
の

ふ
ん

尿

17
00

家
畜

の
死

体
、

牛
の

死
体

、
豚

の
死

体
、

に
わ

と
り

の
死

体
、

馬
の

死
体

18
00

電
気

集
じ

ん
器

捕
集

ダ
ス

ト
、

集
じ

ん
器

捕
集

ダ
ス

ト
、

煙
道

・
煙

突
に

付
着

堆
積

し
た

す
す

燃
料

な
ど

の
焼

却
灰

（
石

炭
殻

、
コ

ー
ク

ス
灰

、
重

油
灰

、
木

灰
、

炉
掃

出
物

、
ク

リ
ン

カ
な

ど
）

03
20

ア
ル

コ
ー

ル
類

、
ケ

ト
ン

、
洗

浄
油

《
注

意
！

》
可

燃
ご

み
な

ど
を

自
己

で
焼

却
処

理
し

た
場

合
、

「
燃

え
殻

」
で

は
な

く
、

焼
却

す
る

前
の

「
紙

く
ず

」
、

「
木

く
ず

」
等

を
発

生
時

の
種

類
と

し
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

03
30

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

、
タ

ー
ル

ピ
ッ

チ
類

、
パ

ラ
フ

ィ
ン

ろ
う

、
固

形
石

け
ん

、
固

形
脂

肪
酸

、
ク

レ
ヨ

ン
、

パ
ス

テ
ル

01
02

廃
活

性
炭

、
廃

カ
ー

ボ
ン

03
40

タ
ン

ク
ス

ラ
ッ

ジ
、

オ
イ

ル
ス

ラ
ッ

ジ
、

オ
イ

ル
ト

ラ
ッ

プ
汚

泥
、

油
性

ス
カ

ム
安
定
型
混
合
廃
棄
物

21
00

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

、
ゴ

ム
く

ず
、

金
属

く
ず

、
ガ

ラ
ス

く
ず

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
く

ず
及

び
陶

磁
器

く
ず

、
が

れ
き

類
の

み
を

含
む

混
合

物
で

分
別

が
で

き
な

い
廃

棄
物

管
理
型
混
合
廃
棄
物

22
00

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

、
ゴ

ム
く

ず
、

金
属

く
ず

、
ガ

ラ
ス

く
ず

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
く

ず
及

び
陶

磁
器

く
ず

、
が

れ
き

類
以

外
の

廃
棄

物
を

含
む

混
合

物
で

分
別

が
で

き
な

い
廃

棄
物

  
廃

自
動

車
30

00
廃

自
動

車
、

廃
二

輪
車

廃
電
気
機
械
器
具

31
00

プ
リ

ン
ト

配
線

板
、

テ
レ

ビ
、

エ
ア

コ
ン

、
冷

蔵
庫

、
洗

濯
機

、
電

子
レ

ン
ジ

、
パ

ソ
コ

ン
、

電
話

機
、

自
動

販
売

機
な

ど

廃
電

池
類

35
00

鉛
蓄

電
池

（
バ

ッ
テ

リ
ー

）
、

乾
電

池
（

水
銀

を
含

む
も

の
を

除
く

）

04
02

写
真

定
着

廃
液

複
合

材
36

00
2

つ
以

上
の

異
な

る
素

材
が

一
体

的
に

組
み

合
わ

さ
れ

て
い

る
製

品
の

廃
棄

物

04
03

ギ
酸

、
酢

酸
、

シ
ュ

ウ
酸

、
酒

石
酸

、
ク

エ
ン

酸
、

ア
ル

コ
ー

ル
発

酵
廃

液
、

ア
ミ

ノ
酸

発
酵

廃
液

23
00

廃
自

動
車

破
砕

物
、

廃
電

気
機

械
器

具
破

砕
物

05
02

写
真

現
像

廃
液

25
00

水
銀

電
池

、
空

気
亜

鉛
電

池
、

照
明

機
器

（
蛍

光
ラ

ン
プ

、
H

 I
 D

ラ
ン

プ
、

放
電

ラ
ン

プ
）

、
医

薬
品

、
水

銀
体

温
計

、
水

銀
血

圧
計

な
ど

、
水

銀
等

の
使

用
に

関
す

る
表

示
が

あ
る

製
品

26
00

水
銀

を
１

k
g
に

つ
き

１
５

m
g
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
（

ば
い

じ
ん

、
燃

え
殻

、
汚

泥
、

鉱
さ

い
）

水
銀

を
１

 L
 に

つ
き

１
５

m
g
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
（

廃
酸

、
廃

ア
ル

カ
リ

）

２
．
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

06
15

石
油

な
ど

の
化

学
資

源
か

ら
で

は
な

く
生

物
資

源
（

バ
イ

オ
マ

ス
）

か
ら

作
ら

れ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

03
18

揮
発

油
類

（
燃

え
や

す
い

廃
油

、
ガ

ソ
リ

ン
、

灯
油

、
軽

油
、

シ
ン

ナ
ー

、
ト

ル
エ

ン
、

キ
シ

レ
ン

、
エ

ー
テ

ル
な

ど
）

06
25

大
型

車
の

使
用

済
み

タ
イ

ヤ
04

08
水

素
イ

オ
ン

濃
度

指
数

〔
ｐ

Ｈ
〕

2
.0

以
下

の
廃

液

06
26

普
通

車
・

軽
自

動
車

の
使

用
済

み
タ

イ
ヤ

05
08

水
素

イ
オ

ン
濃

度
指

数
〔

ｐ
Ｈ

〕
1

2
.5

以
上

の
廃

ア
ル

カ
リ

07
01

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

製
造

業
、

印
刷

業
、

製
本

業
、

出
版

業
等

か
ら

排
出

さ
れ

る
紙

く
ず

08
01

木
く

ず
、

お
が

く
ず

、
か

ん
な

く
ず

、
バ

ー
ク

類
、

竹
、

ベ
ニ

ヤ
、

ベ
ニ

ヤ
ボ

ー
ド

類

08
02

パ
レ

ッ
ト

、
パ

レ
ッ

ト
へ

の
貨

物
の

積
付

け
の

た
め

に
使

用
し

た
こ

ん
包

用
の

木
材

01
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
焼

却
灰

02
19

特
定

有
害

物
質

を
含

む
汚

泥

02
29

特
定

有
害

物
質

を
含

む
汚

泥

03
19

特
定

有
害

物
質

を
含

む
廃

油
、

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
・

テ
ト

ラ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

を
含

む
廃

油
等

04
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
酸

性
廃

液

05
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
ア

ル
カ

リ
性

廃
液

15
38

吹
き

付
け

石
綿

（
ア

ス
ベ

ス
ト

）
、

石
綿

含
有

保
温

材
、

大
気

汚
染

防
止

法
の

特
定

粉
じ

ん
発

生
施

設
を

有
す

る
事

業
場

の
集

じ
ん

装
置

で
集

め
ら

れ
た

飛
散

性
の

石
綿

な
ど

40
00

と
畜

場
か

ら
生

ず
る

獣
畜

に
係

る
固

形
状

の
不

要
物

、
食

鳥
処

理
場

か
ら

生
ず

る
食

鳥
に

係
る

固
形

状
の

不
要

物
14

09
特

定
有

害
物

質
を

含
む

鉱
さ

い

11
00

ゴ
ム

く
ず

、
エ

ボ
ナ

イ
ト

く
ず

、
ゴ

ム
手

袋
、

ゴ
ム

チ
ュ

ー
ブ

、
ゴ

ム
板

く
ず

18
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
ば

い
じ

ん

鉄
く

ず
12

10
鉄

く
ず

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

（
主

体
が

鉄
製

の
場

合
）

、
ブ

リ
キ

く
ず

、
ト

タ
ン

く
ず

、
空

き
缶

（
鉄

製
の

も
の

）
74

19
廃

P
C

B
等

、
P

C
B

汚
染

物
、

P
C

B
処

理
物

非
鉄

く
ず

12
20

銅
線

、
銅

く
ず

、
ア

ル
ミ

く
ず

、
ア

ル
ミ

缶

混
合
金
属
く
ず

12
30

自
社

に
て

分
別

を
行

わ
な

か
っ

た
も

の
や

分
別

不
可

能
な

も
の

種
　
　
　
類

種
　
　
　
類

下
水

汚
泥

建
設

汚
泥

上
水

汚
泥

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー

ダ
ス

ト

写
真

現
像

廃
液

水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
（
非
飛
散
性
）

動
物

の
ふ

ん
尿

動
物

の
死

体

ば
い

じ
ん

廃
溶

剤

固
形

油
廃
活
性
炭
・
廃
カ
ー
ボ
ン

動
植
物
性
油
脂

03
12

魚
油

、
鯨

油
、

ヘ
ッ

ト
、

ラ
ー

ド
、

天
ぷ

ら
油

、
サ

ラ
ダ

油
、

ア
マ

ニ
油

、
桐

油
、

ゴ
マ

油
、

な
た

ね
油

、
や

し
油

、
大

豆
油

、
と

う
も

ろ
こ

し
油

燃 え 殻

燃
え

殻

水
銀

含
有

ば
い

じ
ん

等

バ
イ
オ
マ
ス
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

引
火

性
廃

油

腐
食

性
廃

酸

腐
食

性
廃

ア
ル

カ
リ

紙
く

ず

特
定

有
害

燃
え

殻

特
定
有
害
有
機
性
汚
泥

特
定
有
害
無
機
性
汚
泥

特
定

有
害

廃
油

感
染

性
廃

棄
物

特
定

有
害

廃
酸

特
定
有
害
廃
ア
ル
カ
リ

特
定
有
害
廃
石
綿
等

動
物

系
固

形
不

要
物

特
定

有
害

鉱
さ
い

動
植
物
性
残
さ

動
物
性
残
さ

10
01

魚
・

獣
の

骨
、

魚
・

獣
の

皮
・

内
臓

な
ど

あ
ら

、
皮

革
く

ず
、

ボ
イ

ル
か

す
、

缶
詰

め
・

瓶
詰

め
不

良
品

、
乳

製
品

精
製

残
さ

、
卵

か
ら

、
貝

殻
、

羽
毛

植
物
性
残
さ

10
02

ソ
ー

ス
か

す
、

醤
油

か
す

、
こ

う
じ

か
す

、
酒

か
す

、
ビ

ー
ル

か
す

等
の

発
酵

・
醸

造
か

す
、

あ
め

か
す

、
糊

か
す

、
で

ん
ぷ

ん
か

す
、

豆
腐

か
す

、
あ

ん
か

す
、

茶
か

す
、

米
、

麦
粉

、
大

豆
か

す
、

不
良

豆
、

果
物

の
皮

、
種

子
、

野
菜

く
ず

、
薬

草
か

す
、

油
か

す
、

パ
ン

く
ず

、
原

料
く

ず

ゴ
ム

く
ず

特
定
有
害
ば
い
じ
ん

廃
Ｐ

Ｃ
Ｂ

有
機

性
汚

泥
02

11
製

紙
汚

泥
、

活
性

汚
泥

（
余

剰
汚

泥
）

、
ビ

ル
ピ

ッ
ト

汚
泥

（
し

尿
を

含
む

も
の

は
除

く
）

、
染

色
排

水
処

理
汚

泥
、

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

排
水

処
理

汚
泥

（
水

洗
を

主
と

す
る

場
合

）
、

イ
ー

ス
ト

菌
培

養
残

さ
、

そ
の

他
泥

状
を

呈
す

る
有

機
性

廃
棄

物
ガ
ラ
ス
く
ず
、
ｺ

ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
く
ず
及

び
陶
磁
器
く
ず

無
機

性
汚

泥
02

21

め
っ

き
汚

泥
、

金
属

表
面

処
理

汚
泥

、
研

磨
汚

泥
、

砂
利

洗
浄

汚
泥

、
セ

メ
ン

ト
工

場
排

水
処

理
汚

泥
、

窯
業

排
水

処
理

汚
泥

、
水

酸
化

ア
ル

ミ
汚

泥
、

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
再

生
廃

液
処

理
汚

泥
、

金
属

さ
び

粉
体

、
廃

シ
ョ

ッ
ト

ブ
ラ

ス
ト

（
さ

び
落

し
し

た
も

の
に

限
る

）
、

廃
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

（
塗

料
か

す
を

含
む

も
の

に
限

る
）

、
脱

硫
石

こ
う

、
赤

泥
、

ガ
ラ

ス
研

磨
汚

泥
、

金
属

研
磨

汚
泥

、
道

路
側

溝
汚

泥
、

洗
車

汚
泥

、
廃

白
土

、
油

水
分

離
後

の
汚

泥
、

廃
顔

料
、

そ
の

他
泥

状
を

呈
す

る
無

機
性

廃
棄

物

鉱
さ

い

が
れ

き
類

［
工
作
物
の
新
築
、

改
築
又
は
除
去
に

伴
う
も

の
］

一
般
廃
油

鉱
物

油
03

11
エ

ン
ジ

ン
オ

イ
ル

、
機

械
油

、
グ

リ
ス

、
切

削
油

、
絶

縁
油

、
圧

延
油

、
作

動
油

、
重

油
、

原
油

、
潤

滑
油

、
燃

料

01
01

混 合 廃 棄 物

混 合 物
油

付
着

物
等

03
50

油
の

し
み

た
ウ

エ
ス

、
油

紙
く

ず
、

廃
吸

油
材

、
廃

シ
ー

ル
材

、
ク

レ
オ

ソ
ー

ト
廃

油
、

ア
ン

ダ
ー

コ
ー

ト
か

す
、

廃
塗

料
（

液
状

）
、

イ
ン

ク
か

す
、

廃
ワ

ニ
ス

廃 製 品 ・

複 合 材

油
で

い

写
真

定
着

廃
液

廃 酸

無
機

性
の

酸
性

廃
液

04
01

塩
酸

、
硫

酸
、

フ
ッ

酸
、

ク
ロ

ム
酸

、
リ

ン
酸

、
フ

ッ
化

水
素

酸
、

過
塩

素
酸

、
ス

ル
フ

ァ
ミ

ン
酸

、
ケ

イ
フ

ッ
酸

、
酸

性
洗

浄
液

、
エ

ッ
チ

ン
グ

廃
液

、
染

色
酸

性
廃

液
（

漂
白

浸
せ

き
工

程
、

染
色

工
程

）
、

ク
ロ

メ
ー

ト
廃

液
、

硫
酸

ピ
ッ

チ

廃 ア ル カ リ

ア
ル

カ
リ

性
廃

液
05

01
ア

ル
カ

リ
性

洗
浄

廃
液

、
液

洗
び

ん
用

廃
ア

ル
カ

リ
、

石
灰

廃
液

、
廃

灰
汁

、
ア

ル
カ

リ
性

メ
ッ

キ
廃

液
、

ド
ロ

マ
イ

ト
廃

液
、

染
色

排
水

（
精

錬
工

程
、

シ
ル

ケ
ッ

ト
加

工
）

、
黒

液
（

チ
ッ

プ
蒸

解
廃

液
）

、
脱

脂
廃

液
（

金
属

表
面

処
理

）
、

硫
化

ソ
ー

ダ
廃

液
、

廃
ク

ー
ラ

ン
ト

液
（

Ｌ
Ｌ

Ｃ
）

有
機

性
の

酸
性

廃
液

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
06

10

【
熱

可
塑

性
】

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

樹
脂

、
ポ

リ
ス

チ
レ

ン
樹

脂
、

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
樹

脂
【

熱
硬

化
性

】
フ

ェ
ノ

ー
ル

樹
脂

（
ベ

ー
ク

ラ
イ

ト
）

、
ユ

リ
ア

樹
脂

、
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
メ

ラ
ニ

ン
樹

脂
、

 ウ
レ

タ
ン

樹
脂

【
合

成
繊

維
】

ナ
イ

ロ
ン

繊
維

、
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
繊

維
、

ア
ク

リ
ル

繊
維

、
混

紡
繊

維
、

化
繊

ロ
ー

プ
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
化

学
繊

維
【

そ
 の

 他
】

 プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

く
ず

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
、

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

  
  

  
  

  
  

  
  

  
ト

、
フ

ィ
ル

ム
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

タ
イ

ル
、

セ
ル

ロ
イ

ド
、

繊
維

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
F
R

P
）

、
塗

料
か

す
（

固
形

）
、

接
着

剤
か

す
、

合
成

ゴ
ム

く
ず

、
塩

ビ
管

使
用

済
み

タ
イ

ヤ

金
属

く
ず

廃
水

銀
等

74
40

特
定

の
施

設
に

お
い

て
生

じ
た

廃
水

銀
又

は
廃

水
銀

化
合

物
（

水
銀

使
用

製
品

が
産

業
廃

棄
物

と
な

っ
た

も
の

に
封

入
さ

れ
た

廃
水

銀
等

を
除

く
）

、
水

銀
若

し
く

は
そ

の
化

合
物

が
含

ま
れ

て
い

る
産

業
廃

棄
物

、
又

は
水

銀
使

用
製

品
が

産
業

廃
棄

物
と

な
っ

た
も

の
か

ら
回

収
し

た
廃

水
銀

汚 泥 （ 泥 状 の も の ） 廃 油

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

特 定 有 害 産 業 廃 棄 物

20
18

血
液

、
血

清
、

血
漿

、
体

液
（

精
液

を
含

む
）

、
血

液
製

剤
、

血
液

等
が

付
着

し
た

鋭
利

な
も

の
（

注
射

針
、

メ
ス

、
試

験
管

、
シ

ャ
ー

レ
、

ガ
ラ

ス
く

ず
等

）
、

血
液

等
が

付
着

し
た

実
験

・
手

術
用

手
袋

等
、

病
原

微
生

物
に

関
連

し
た

試
験

・
検

査
等

に
用

い
ら

れ
た

も
の

（
試

験
管

、
シ

ャ
ー

レ
等

）
、

汚
染

物
が

付
着

し
た

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

等
木

く
ず

繊
維

く
ず

09
00

羊
毛

、
綿

、
絹

、
麻

等
の

天
然

繊
維

、
レ

ー
ヨ

ン
、

ア
セ

テ
ー

ト
混

紡
繊

維
（

天
然

繊
維

が
主

体
の

も
の

）
　

　
　

　
　

　
  

 <
<注

意
！

>>
合

成
繊

維
は

「
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
」

に
分

類
さ

れ
ま

す
。

24
00

工
作

物
の

新
築

、
改

築
又

は
除

去
に

伴
っ

て
生

じ
た

産
業

廃
棄

物
で

あ
っ

て
、

石
綿

を
そ

の
重

量
の

0
.1

％
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
。

ビ
ニ

ー
ル

板
タ

イ
ル

（
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
）

、
ス

レ
ー

ト
板

、
サ

イ
デ

ィ
ン

グ
、

石
綿

セ
メ

ン
ト

板
（

が
れ

き
類

）
な

ど

※
爆
発
性
、
毒
性
、
感
染
性
、
腐
食
性
な
ど
の
有
害
な
性
状
を
有
し

て
い
る
廃
棄
物
は
、
本
用
紙
右
下
の
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の

分
類
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
爆
発
性
、
毒
性
、
感
染
性
、
腐
食
性
な
ど
の
有
害
な
性
状
を
有
し
て
い
る
廃
棄
物
は
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
と
し
て
分
類
さ
れ
ま
す
。
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形
式

１
（

水
道

業
）

　
●

こ
の

調
査

の
対

象
期

間
は

、
令

和
5

年
度

（
令

和
5

年
4

月
1

日
～

令
和

6
年

3
月

3
1

日
）

の
１

年
間

で
す

。
こ

の
期

間
中

の
廃

棄
物

等
の

発
生

と
処

理
・

処
分

の
状

況
を

　
　

質
問

①
～

⑪
ま

で
の

流
れ

に
従

っ
て

記
入

し
て

下
さ

い
。

　
●

こ
の

調
査

で
は

、
調

査
票

が
送

付
さ

れ
た

事
業

所
内

で
発

生
し

た
廃

棄
物

だ
け

が
記

入
の

対
象

と
な

り
ま

す
。

　
●

廃
棄

物
が

ど
の

よ
う

に
分

類
さ

れ
て

い
る

か
を

示
す

た
め

に
、

裏
面

に
「

廃
棄

物
等

分
類

表
」

を
掲

げ
て

あ
り

ま
す

の
で

参
考

に
し

て
下

さ
い

。

　
●

発
生

し
た

廃
棄

物
の

「
名

称
」

と
「

数
量

」
の

回
答

欄
に

は
、

「
焼

却
」

､
「

脱
水

」
等

の
処

理
を

行
う

前
の

「
名

称
」

と
「

数
量

」
を

お
答

え
下

さ
い

。

　
　

○
自

社
で

焼
却

し
て

い
る

場
合

、
発

生
し

た
廃

棄
物

と
は

焼
却

前
の

も
の

で
す

。

　
　

　
　

木
く

ず
、

紙
く

ず
、

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
等

を
焼

却
し

て
い

る
場

合
の

「
③

年
間

発
生

量
」

は
、

焼
却

前
の

量
で

す
。

従
っ

て
「

①
廃

棄
物

の
名

称
」

、
「

②
分

類
番

号
」

は
、

　
　

　
　

燃
や

す
前

の
名

称
と

そ
の

分
類

番
号

と
な

り
ま

す
。

な
お

、
焼

却
後

の
灰

の
量

が
「

⑤
中

間
処

理
後

量
」

と
な

り
ま

す
。

　
　

○
自

社
で

脱
水

・
乾

燥
し

て
い

る
場

合
の

発
生

し
た

廃
棄

物
と

は
脱

水
前

・
乾

燥
前

の
も

の
で

す
。

（
記

入
例

Ａ
・

Ｂ
・

Ｄ
・

Ｅ
を

参
考

に
し

て
下

さ
い

）

　
　

　
　

汚
泥

の
発

生
量

は
、

脱
水

、
乾

燥
等

の
中

間
処

理
を

行
う

前
の

量
で

あ
り

、
脱

水
機

等
に

投
入

さ
れ

た
１

年
間

の
量

が
「

③
年

間
発

生
量

」
と

な
り

ま
す

。
な

お
、

脱
水

前
の

　
　

　
　

重
量

を
把

握
し

て
い

な
い

場
合

は
、

下
記

の
式

よ
り

計
算

し
て

下
さ

い
。

　
　

　
　

　
　

＜
式

＞
：

（
脱

水
前

の
汚

泥
発

生
量

）
＝

（
脱

水
後

の
汚

泥
量

）
×

（
１

０
０

％
－

脱
水

後
の

含
水

率
％

）
÷

（
１

０
０

％
－

脱
水

前
の

含
水

率
％

）

①
廃

棄
物

の
名

称
⑪

資
源

化
用

途

Ｆ 2
行 番

百 万
十 万

万
千

百
十

一
単

位
１ 次 処

２ 次 処

３ 次 処

百 万
十 万

万
千

百
十

一
単

位
１ 次 処

２ 次 処

３ 次 処

1
下

水
汚

泥
0

2
1

2
1

0
2

1
0

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｂ

8
3

3
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｕ

1
○

×
セ

メ
ン

ト
㈱

大
館

市
Ｌ

1
・

2
90

記
2

下
水

汚
泥

0
2

1
2

6
7

2
1

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｂ

Ｄ
3

7
4

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｓ

1
㈱

○
○

秋
田

市
1

・
2

3
廃

油
0

3
1

1
1

0
0

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｕ

1
㈲

○
×

産
業

福
島

市
E

1
・

2
30

入
4

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
1

・
2

5
上

水
汚

泥
0

2
2

3
2

8
1

8
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｃ

1
2

9
3

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｕ

1
○

×
セ

メ
ン

ト
㈱

男
鹿

市
Ｌ

1
・

2
90

欄
6

上
水

汚
泥

0
2

2
3

3
1

8
1

㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｂ

4
0

5
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
Ｑ

1
自

社
秋

田
市

1
・

2

7
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
1

・
2

8
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
㎏
 ｔ

ｍ
3
 ㍑

→
1

・
2

③
年

間
発

生
量

④
方

法
番

号

福
島

県

⑧
処

理
・

処
分

先
又

は
再

生
利

用
先

の
所

在
地

太
字
の
部
分
が
、
記
入
事
例
箇
所
を
示
し
て
い
ま
す
。
記
入
例
を
参
考
に
し
て
調
査
票
（そ
の
２
）を
記
入
し
て
下
さ
い
。

⑨
方

法
番

号
区

分
⑩

処
理

後
の

処
分

方
法

⑤
中

間
処

理
後

量
⑥

処
理

・
処

分
の

方
法

②
分

類
番

号
⑦

処
理

・
処

分
先

又
は

再
生

利
用

先
の

名
称

等

本
紙
の
裏
面
の
「廃
棄
物
等
分

類
表
」を
参
照
し
て
下
さ
い
。

廃
棄
物
を
委
託
し
て
い
る
場
合
で
、
委
託
後
の
具
体
的
な
処
理
・処
分
を
把
握

し
て
い
な
い
場
合
は
、
委
託
先
へ
確
認
し
て
記
入
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
不
定
期

の
回
収
業
者
等
で
、
住
所
な
ど
の
詳
細
が
不
明
な
場
合
は
、
わ
か
る
範
囲
で

記
入
し
て
下
さ
い
。

微
量
又
は
液
状
廃
棄
物
を
焼
却
し
、
焼
却
灰
が
１
ｋ
ｇ
未
満
の
場
合
は
、
「０
（ゼ
ロ
）」

を
記
入
し
、
単
位
は
㎏
に
○
を
付
け
て
下
さ
い
。

調
査
票
（そ
の
２
）
の

記
入

例

＜
調
査
票
の
記
入
要
領
・
記
入
例
＞

調
査

対
象

期
間

調
査

対
象

と
す
る

事
業
所
と

廃
棄

物

発
生

量
に

つ
い
て

⑪
資
源
化
用
途
コ
ー
ド
表

１
０

：
鉄

鋼
原

料

２
０

：
非

鉄
金

属
等

原
材

料

３
０

：
燃

料

３
１

：
木

炭

４
１

：
飼

料

４
２

：
肥

料
・

堆
肥

４
３

：
土

壌
改

良
材

５
０

：
土

木
・

建
設

資
材

５
１

：
再

生
木

材
・

合
板

６
０

：
パ

ル
プ

・
紙

原
材

料

７
０

：
ガ

ラ
ス

原
材

料

８
０

：
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
原

材
料

８
１

：
再

生
タ

イ
ヤ

９
０

：
セ

メ
ン

ト
原

材
料

９
１

：
再

生
油

・
再

生
溶

剤

９
２

：
中

和
剤

９
３

：
高

炉
還

元

９
８

：
そ

の
他

⑨
委
託
中
間
処
理
方
法
コ
ー
ド
表

Ａ
：

焼
却

Ｂ
：

脱
水

Ｃ
：

天
日

乾
燥

Ｄ
：

機
械

乾
燥

Ｅ
：

油
水

分
離

Ｆ
：

中
和

Ｇ
：

破
砕

Ｈ
：

分
級

Ｉ
：

圧
縮

Ｊ
：

溶
融

Ｋ
：

切
断

Ｌ
：

焼
成

（
セ

メ
ン

ト
原

材
料

）

Ｍ
：

堆
肥

化
（

発
酵

）

Ｎ
：

銀
回

収

Ｏ
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
固

型
化

Ｔ
：

金
属

(鉄
)回

収

Ｕ
：

非
鉄

金
属

回
収

Ｖ
：

濃
縮

Ｗ
：

油
化

Ｚ
：

そ
の

他

④
中
間
処
理
方
法
コ
ー
ド
表

Ａ
：

焼
却

Ｂ
：

脱
水

Ｃ
：

天
日

乾
燥

Ｄ
：

機
械

乾
燥

Ｅ
：

油
水

分
離

Ｆ
：

中
和

Ｇ
：

破
砕

Ｈ
：

分
級

Ｉ
：

圧
縮

Ｊ
：

溶
融

Ｋ
：

切
断

Ｌ
：

焼
成

Ｍ
：

堆
肥

化

Ｎ
：

銀
回

収

Ｏ
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
固

型
化

Ｖ
：

濃
縮

Ｗ
：

油
化

Ｚ
：

そ
の

他

⑩
処
理
後
の
処
分
方
法

該
当
す
る
単
位
に
、
必
ず
○
を

つ
け
て
下
さ
い
。

記
入
例
：Ａ

・
下

水
汚
泥

が
年
間
１

０
,２

１
０
ｔ

発
生
し

た
。

・
自

社
の
施

設
で
脱
水

を
行

い
、

脱
水
後
の

量
が

８
３
３
ｔ
で
あ
っ
た
。

・
処

理
後
の

汚
泥
は
大

館
市

の
セ

メ
ン
ト
工

場
で

セ
メ
ン
ト
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
。

記
入
例
：Ｂ

・
下

水
汚
泥

が
年
間
６

,７
２
１
ｔ
発
生
し
た
。

・
自

社
の
施

設
で
脱
水

→
機
械
乾
燥
を
行
い
、
処
理

後
の

量
が

３
７
４
ｔ
で
あ
っ
た
。

・
処

理
後
の

汚
泥
は
、
秋
田
市
に
あ
る
㈱
○
○
の
埋

立
地

で
埋

立
処
分
し
た
。

記
入
例
：
Ａ

記
入
例
：
Ｂ

記
入
例
：
Ｃ

記
入
例
：Ｃ

・
廃
油
が
１
０
０
㎏
発
生
し
た
。

・
こ
れ
は
福
島
県
の
㈲

○
×

産
業
に
処
理
を
委
託

し
た
。

・
委
託
先
で
は
、
油
水
分
離
後
に
燃
料
と
し
て
再
利

用
し
て
い
る
。

記
入
例
：
Ｄ

記
入
例
：
Ｅ

記
入
例
：
Ｄ

・
上

水
汚
泥

が
年
間
２
,８

１
８

ｔ
発

生
し
た

。

・
自

社
の
施

設
で
天
日

乾
燥

を
行

い
、
処
理

後
の

量
が

１
,２

９
３

ｔ
で

あ
っ

た
。

・
処

理
後
の

汚
泥
は
男

鹿
市
の
セ
メ
ン
ト
工
場
で

セ
メ

ン
ト

原
料
と
し

て
リ

サ
イ

ク
ル
し
た

。

記
入
例
：
Ｅ

・
上
水
汚
泥
が
年
間
３

,１
８

１
ｔ
発

生
し
た

。

・
自
社
の
施
設
で
脱
水
を
行
い
、
処
理
後
の

量
が

４
０

５
ｔ
で
あ

っ
た

。

・
処
理
後
の
汚
泥
は

自
社

の
処
分

場
で
埋
立

処
分

し
た

。

※
下

水
汚
泥

は
、
汚
泥

濃
縮

設
備

の
濃
縮
汚

泥
量

を
発

生
量
と
し

て
記

入
し

て
下
さ
い
。

※
上

水
汚
泥

は
、
脱
水

・
乾

燥
施

設
に
投
入

し
た

濃
縮

汚
泥
量
を

発
生

量
と

し
て
記
入

し
て

下
さ

い
。

●
記
入
対
象
は
、
事
業
活
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
、
有
償
あ
る
い
は
無
償
で
引
渡
し
て
い
る
副
産
物
で
す
。

●
同
じ
種
類
の
廃
棄
物
で
も
中
間
処
理
方
法
や
処
分
方
法
、
委
託
処
理
先
等
が
異
な
る
場
合
は
、
質
問
①
の
欄
か
ら
行
を
分
け
て
記
入
し

て
下
さ
い
。

●
処
理
業
者
へ
処
理
・
処
分
を
委
託
し
て
い
る
場
合
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
伝
票
等
を
参
考
に
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、
具
体
的

な
内
容
を
処
理
業
者
に
確
認
し
た
う
え
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

記
入

に
つ

い
て

こ
こ
で
は
、
中
間
処
理
、
再
生
利
用
や
最
終
処
分
し
た
先
の
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
委
託
し
た
廃
棄
物
が
中
間
処
理
後
に
最
終
処
分
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
間
処
理
業
者
の
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
処
理
・
処
分
方
法
コ
ー
ド
表

＜
自

己
処

理
＞

Ｖ
１

：
自

社
で

再
利

用
し

た
。

Ｖ
２

：
売

却
で

き
な

い
も

の
を

自
社

で
再

利
用

し
た

。

Ｗ
１

：
売

却
（

利
益

が
あ

っ
た

）
し

た
。

Ｚ
１

：
自

社
で

保
管

し
て

い
る

。

Ｑ
１

：
自

社
の

処
分

場
で

埋
立

処
分

し
た

。

＜
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

等
へ

委
託

処
理

＞

Ｕ
１

：
処

理
業

者
に

中
間

処
理

（
資

源
化

・
リ

サ
イ

ク
ル

を
含

む
）

を
委

託

し
た

。

Ｘ
１

：
廃

品
回

収
（

資
源

）
業

者
、

あ
る

い
は

納
入

業
者

、
関

連
企

業
等

で

再
生

処
理

を
し

た
。

Ｓ
１

：
処

理
業

者
の

処
分

場
で

直
接

埋
立

処
理

し
た

。

Ｓ
２

：
秋

田
県

環
境

保
全

セ
ン

タ
ー

で
直

接
埋

立
処

理
し

た
。

Ｔ
１

：
処

理
業

者
で

直
接

海
洋

投
入

し
た

。

＜
市

町
村

・
一

部
事

務
組

合
へ

委
託

処
理

＞
（

ご
み

収
集

を
含

む
）

Ｒ
１

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

埋
立

処
分

場
へ

搬
入

し
た

。

Ｒ
５

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

焼
却

場
へ

搬
入

し
た

。

Ｒ
６

：
市

町
村

等
の

設
置

す
る

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
に

搬
入

し
た

。

＜
そ

の
他

＞

Ｚ
９

：
そ

の
他

１
再

生
利

用
・

リ
サ

イ
ク

ル
し

て
い

る

２
埋

立
処

分
し

て
い

る
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廃
棄
物
等
分
類
表
（
そ
の
１
）

廃
棄
物
等
分
類
表
（
そ
の
２
）

１
．
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
を
除
く
）

分
類
番
号

具
　
　
　
体
　
　
　
例

分
類
番
号

具
　
　
　
体
　
　
　
例

ガ
ラ

ス
く
ず

13
10

白
熱

電
球

、
窓

ガ
ラ

ス
、

び
ん

類
、

グ
ラ

ス
ウ

ー
ル

、
ガ

ラ
ス

食
器

、
光

学
レ

ン
ズ

、
ク

リ
ス

タ
ル

ガ
ラ

ス
、

理
化

学
用

ガ
ラ

ス
器

具
、

薬
品

ビ
ン

陶
磁

器
く
ず

13
20

セ
ラ

ミ
ッ

ク
く

ず
、

レ
ン

ガ
、

か
わ

ら
、

陶
器

石
膏

ボ
ー

ド
13

30
石

膏
ボ

ー
ド

く
ず

02
12

下
水

汚
泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
く
ず

13
40

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

く
ず

廃
砂

14
01

鋳
物

砂
、

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
廃

砂

炉
さ

い
14

02
高

炉
水

さ
い

、
高

炉
の

残
さ

、
平

炉
の

残
さ

、
転

炉
の

残
さ

、
電

気
炉

の
残

さ
い

、
キ

ュ
ー

ポ
ラ

の
ノ

ロ
、

ド
ロ

ス
、

カ
ラ

ミ

鉱
さ

い
類

14
03

不
良

鉱
石

、
ボ

タ
、

粉
炭

か
す

、
鉱

じ
ん

、
破

石
く

ず

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

15
10

コ
ン

ク
リ

ー
ト

破
片

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
破

片

02
22

建
設

高
含

水
率

汚
泥

、
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
汚

泥
廃
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

15
20

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
破

片

02
23

上
水

汚
泥

レ
ン
ガ
破
片
な
ど

15
30

鉄
道

用
線

路
の

砂
利

、
骨

材
、

石
材

、
レ

ン
ガ

、
ス

レ
ー

ト
、

タ
イ

ル
、

断
熱

材

16
00

家
畜

の
ふ

ん
尿

、
牛

の
ふ

ん
尿

、
豚

の
ふ

ん
尿

、
に

わ
と

り
の

ふ
ん

尿
、

馬
の

ふ
ん

尿

17
00

家
畜

の
死

体
、

牛
の

死
体

、
豚

の
死

体
、

に
わ

と
り

の
死

体
、

馬
の

死
体

18
00

電
気

集
じ

ん
器

捕
集

ダ
ス

ト
、

集
じ

ん
器

捕
集

ダ
ス

ト
、

煙
道

・
煙

突
に

付
着

堆
積

し
た

す
す

燃
料

な
ど

の
焼

却
灰

（
石

炭
殻

、
コ

ー
ク

ス
灰

、
重

油
灰

、
木

灰
、

炉
掃

出
物

、
ク

リ
ン

カ
な

ど
）

03
20

ア
ル

コ
ー

ル
類

、
ケ

ト
ン

、
洗

浄
油

《
注

意
！

》
可

燃
ご

み
な

ど
を

自
己

で
焼

却
処

理
し

た
場

合
、

「
燃

え
殻

」
で

は
な

く
、

焼
却

す
る

前
の

「
紙

く
ず

」
、

「
木

く
ず

」
等

を
発

生
時

の
種

類
と

し
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

03
30

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

、
タ

ー
ル

ピ
ッ

チ
類

、
パ

ラ
フ

ィ
ン

ろ
う

、
固

形
石

け
ん

、
固

形
脂

肪
酸

、
ク

レ
ヨ

ン
、

パ
ス

テ
ル

01
02

廃
活

性
炭

、
廃

カ
ー

ボ
ン

03
40

タ
ン

ク
ス

ラ
ッ

ジ
、

オ
イ

ル
ス

ラ
ッ

ジ
、

オ
イ

ル
ト

ラ
ッ

プ
汚

泥
、

油
性

ス
カ

ム
安
定
型
混
合
廃
棄

物
21

00
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
、

ゴ
ム

く
ず

、
金

属
く

ず
、

ガ
ラ

ス
く

ず
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

く
ず

及
び

陶
磁

器
く

ず
、

が
れ

き
類

の
み

を
含

む
混

合
物

で
分

別
が

で
き

な
い

廃
棄

物

管
理
型
混
合
廃
棄

物
22

00
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
、

ゴ
ム

く
ず

、
金

属
く

ず
、

ガ
ラ

ス
く

ず
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

く
ず

及
び

陶
磁

器
く

ず
、

が
れ

き
類

以
外

の
廃

棄
物

を
含

む
混

合
物

で
分

別
が

で
き

な
い

廃
棄

物

  
廃

自
動

車
30

00
廃

自
動

車
、

廃
二

輪
車

廃
電
気
機
械
器
具

31
00

プ
リ

ン
ト

配
線

板
、

テ
レ

ビ
、

エ
ア

コ
ン

、
冷

蔵
庫

、
洗

濯
機

、
電

子
レ

ン
ジ

、
パ

ソ
コ

ン
、

電
話

機
、

自
動

販
売

機
な

ど

廃
電

池
類

35
00

鉛
蓄

電
池

（
バ

ッ
テ

リ
ー

）
、

乾
電

池
（

水
銀

を
含

む
も

の
を

除
く

）

04
02

写
真

定
着

廃
液

複
合

材
36

00
2

つ
以

上
の

異
な

る
素

材
が

一
体

的
に

組
み

合
わ

さ
れ

て
い

る
製

品
の

廃
棄

物

04
03

ギ
酸

、
酢

酸
、

シ
ュ

ウ
酸

、
酒

石
酸

、
ク

エ
ン

酸
、

ア
ル

コ
ー

ル
発

酵
廃

液
、

ア
ミ

ノ
酸

発
酵

廃
液

23
00

廃
自

動
車

破
砕

物
、

廃
電

気
機

械
器

具
破

砕
物

05
02

写
真

現
像

廃
液

25
00

水
銀

電
池

、
空

気
亜

鉛
電

池
、

照
明

機
器

（
蛍

光
ラ

ン
プ

、
H

 I
 D

ラ
ン

プ
、

放
電

ラ
ン

プ
）

、
水

銀
体

温
計

、
水

銀
血

圧
計

な
ど

、
水

銀
等

の
使

用
に

関
す

る
表

示
が

あ
る

製
品

26
00

水
銀

を
１

k
g
に

つ
き

１
５

m
g
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
（

ば
い

じ
ん

、
燃

え
殻

、
汚

泥
、

鉱
さ

い
）

水
銀

を
１

 L
 に

つ
き

１
５

m
g
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
（

廃
酸

、
廃

ア
ル

カ
リ

）

２
．
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

06
15

石
油

な
ど

の
化

学
資

源
か

ら
で

は
な

く
生

物
資

源
（

バ
イ

オ
マ

ス
）

か
ら

作
ら

れ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

03
18

揮
発

油
類

（
燃

え
や

す
い

廃
油

、
ガ

ソ
リ

ン
、

灯
油

、
軽

油
、

シ
ン

ナ
ー

、
ト

ル
エ

ン
、

キ
シ

レ
ン

、
エ

ー
テ

ル
な

ど
）

06
25

大
型

車
の

使
用

済
み

タ
イ

ヤ
04

08
水

素
イ

オ
ン

濃
度

指
数

〔
ｐ

Ｈ
〕

2
.0

以
下

の
廃

液

06
26

普
通

車
・

軽
自

動
車

の
使

用
済

み
タ

イ
ヤ

05
08

水
素

イ
オ

ン
濃

度
指

数
〔

ｐ
Ｈ

〕
1

2
.5

以
上

の
廃

ア
ル

カ
リ

07
01

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

製
造

業
、

印
刷

業
、

製
本

業
、

出
版

業
等

か
ら

排
出

さ
れ

る
紙

く
ず

08
01

木
く

ず
、

お
が

く
ず

、
か

ん
な

く
ず

、
バ

ー
ク

類
、

竹
、

ベ
ニ

ヤ
、

ベ
ニ

ヤ
ボ

ー
ド

類

08
02

パ
レ

ッ
ト

、
パ

レ
ッ

ト
へ

の
貨

物
の

積
付

け
の

た
め

に
使

用
し

た
こ

ん
包

用
の

木
材

01
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
焼

却
灰

02
19

特
定

有
害

物
質

を
含

む
汚

泥

02
29

特
定

有
害

物
質

を
含

む
汚

泥

03
19

特
定

有
害

物
質

を
含

む
廃

油
、

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
・

テ
ト

ラ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

を
含

む
廃

油
等

04
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
酸

性
廃

液

05
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
ア

ル
カ

リ
性

廃
液

15
38

吹
き

付
け

石
綿

（
ア

ス
ベ

ス
ト

）
、

石
綿

含
有

保
温

材
、

大
気

汚
染

防
止

法
の

特
定

粉
じ

ん
発

生
施

設
を

有
す

る
事

業
場

の
集

じ
ん

装
置

で
集

め
ら

れ
た

飛
散

性
の

石
綿

な
ど

40
00

と
畜

場
か

ら
生

ず
る

獣
畜

に
係

る
固

形
状

の
不

要
物

、
食

鳥
処

理
場

か
ら

生
ず

る
食

鳥
に

係
る

固
形

状
の

不
要

物
14

09
特

定
有

害
物

質
を

含
む

鉱
さ

い

11
00

ゴ
ム

く
ず

、
エ

ボ
ナ

イ
ト

く
ず

、
ゴ

ム
手

袋
、

ゴ
ム

チ
ュ

ー
ブ

、
ゴ

ム
板

く
ず

18
09

特
定

有
害

物
質

を
含

む
ば

い
じ

ん

鉄
く

ず
12

10
鉄

く
ず

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

（
主

体
が

鉄
製

の
場

合
）

、
ブ

リ
キ

く
ず

、
ト

タ
ン

く
ず

、
空

き
缶

（
鉄

製
の

も
の

）
74

19
廃

P
C

B
等

、
P

C
B

汚
染

物
、

P
C

B
処

理
物

非
鉄

く
ず

12
20

銅
線

、
銅

く
ず

、
ア

ル
ミ

く
ず

、
ア

ル
ミ

缶

混
合
金
属
く
ず

12
30

自
社

に
て

分
別

を
行

わ
な

か
っ

た
も

の
や

分
別

不
可

能
な

も
の

74
40

特
定

の
施

設
に

お
い

て
生

じ
た

廃
水

銀
又

は
廃

水
銀

化
合

物
（

水
銀

使
用

製
品

が
産

業
廃

棄
物

と
な

っ
た

も
の

に
封

入
さ

れ
た

廃
水

銀
等

を
除

く
）

、
水

銀
若

し
く

は
そ

の
化

合
物

が
含

ま
れ

て
い

る
産

業
廃

棄
物

、
又

は
水

銀
使

用
製

品
が

産
業

廃
棄

物
と

な
っ

た
も

の
か

ら
回

収
し

た
廃

水
銀

特
定
有
害
廃
石
綿
等

動
物

系
固

形
不

要
物

特
定

有
害

鉱
さ
い

ゴ
ム

く
ず

特
定
有
害
ば
い
じ
ん

金
属

く
ず

廃
Ｐ

Ｃ
Ｂ

廃
水

銀
等

動
植
物
性
残
さ

動
物
性
残
さ

10
01

魚
・

獣
の

骨
、

魚
・

獣
の

皮
・

内
臓

な
ど

あ
ら

、
皮

革
く

ず
、

ボ
イ

ル
か

す
、

缶
詰

め
・

瓶
詰

め
不

良
品

、
乳

製
品

精
製

残
さ

、
卵

か
ら

、
貝

殻
、

羽
毛

特
定

有
害

廃
油

特
定

有
害

廃
酸

血
液

、
血

清
、

血
漿

、
体

液
（

精
液

を
含

む
）

、
血

液
製

剤
、

血
液

等
が

付
着

し
た

鋭
利

な
も

の
（

注
射

針
、

メ
ス

、
試

験
管

、
シ

ャ
ー

レ
、

ガ
ラ

ス
く

ず
等

）
、

血
液

等
が

付
着

し
た

実
験

・
手

術
用

手
袋

等
、

病
原

微
生

物
に

関
連

し
た

試
験

・
検

査
等

に
用

い
ら

れ
た

も
の

（
試

験
管

、
シ

ャ
ー

レ
等

）
、

汚
染

物
が

付
着

し
た

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

等
木

く
ず

特 定 有 害 産 業 廃 棄 物

特
定

有
害

燃
え
殻

繊
維

く
ず

09
00

羊
毛

、
綿

、
絹

、
麻

等
の

天
然

繊
維

、
レ

ー
ヨ

ン
、

ア
セ

テ
ー

ト
混

紡
繊

維
（

天
然

繊
維

が
主

体
の

も
の

）
　

　
　

　
　

　
  

 <
<注

意
！

>>
合

成
繊

維
は

「
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
」

に
分

類
さ

れ
ま

す
。

特
定
有
害
有
機
性
汚
泥

特
定
有
害
無
機
性
汚
泥

植
物
性
残
さ

10
02

ソ
ー

ス
か

す
、

醤
油

か
す

、
こ

う
じ

か
す

、
酒

か
す

、
ビ

ー
ル

か
す

等
の

発
酵

・
醸

造
か

す
、

あ
め

か
す

、
糊

か
す

、
で

ん
ぷ

ん
か

す
、

豆
腐

か
す

、
あ

ん
か

す
、

茶
か

す
、

米
、

麦
粉

、
大

豆
か

す
、

不
良

豆
、

果
物

の
皮

、
種

子
、

野
菜

く
ず

、
薬

草
か

す
、

油
か

す
、

パ
ン

く
ず

、
原

料
く

ず

特
定
有
害
廃
ア
ル
カ
リ

20
18

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
06

10

【
熱

可
塑

性
】

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

樹
脂

、
ポ

リ
ス

チ
レ

ン
樹

脂
、

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
樹

脂
【

熱
硬

化
性

】
フ

ェ
ノ

ー
ル

樹
脂

（
ベ

ー
ク

ラ
イ

ト
）

、
ユ

リ
ア

樹
脂

、
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
メ

ラ
ニ

ン
樹

脂
、

 ウ
レ

タ
ン

樹
脂

【
合

成
繊

維
】

ナ
イ

ロ
ン

繊
維

、
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
繊

維
、

ア
ク

リ
ル

繊
維

、
混

紡
繊

維
、

化
繊

ロ
ー

プ
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
化

学
繊

維
【

そ
 の

 他
】

 プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

く
ず

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
、

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

  
  

  
  

  
  

  
  

  
ト

、
フ

ィ
ル

ム
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

タ
イ

ル
、

セ
ル

ロ
イ

ド
、

繊
維

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
F
R

P
）

、
塗

料
か

す
（

固
形

）
、

接
着

剤
か

す
、

合
成

ゴ
ム

く
ず

、
塩

ビ
管

水
銀

含
有

ば
い

じ
ん

等

バ
イ
オ
マ
ス
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

引
火

性
廃

油

使
用

済
み

タ
イ

ヤ
腐

食
性

廃
酸

腐
食

性
廃

ア
ル

カ
リ

紙
く

ず
感

染
性

廃
棄

物

工
作

物
の

新
築

、
改

築
又

は
除

去
に

伴
っ

て
生

じ
た

産
業

廃
棄

物
で

あ
っ

て
、

石
綿

を
そ

の
重

量
の

0
.1

％
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
。

ビ
ニ

ー
ル

板
タ

イ
ル

（
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
）

、
ス

レ
ー

ト
板

、
サ

イ
デ

ィ
ン

グ
、

石
綿

セ
メ

ン
ト

板
（

が
れ

き
類

）
な

ど

写
真

現
像

廃
液

水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物

廃 ア ル カ リ

ア
ル

カ
リ

性
廃

液
05

01
ア

ル
カ

リ
性

洗
浄

廃
液

、
液

洗
び

ん
用

廃
ア

ル
カ

リ
、

石
灰

廃
液

、
廃

灰
汁

、
ア

ル
カ

リ
性

メ
ッ

キ
廃

液
、

ド
ロ

マ
イ

ト
廃

液
、

染
色

排
水

（
精

錬
工

程
、

シ
ル

ケ
ッ

ト
加

工
）

、
黒

液
（

チ
ッ

プ
蒸

解
廃

液
）

、
脱

脂
廃

液
（

金
属

表
面

処
理

）
、

硫
化

ソ
ー

ダ
廃

液
、

廃
ク

ー
ラ

ン
ト

液
（

Ｌ
Ｌ

Ｃ
）

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
（非
飛
散
性
）

24
00

動
物

の
ふ

ん
尿

動
物

の
死

体

動
植
物
性
油
脂

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー

ダ
ス

ト

廃 油 廃 酸

無
機

性
の

酸
性

廃
液

04
01

塩
酸

、
硫

酸
、

フ
ッ

酸
、

ク
ロ

ム
酸

、
リ

ン
酸

、
フ

ッ
化

水
素

酸
、

過
塩

素
酸

、
ス

ル
フ

ァ
ミ

ン
酸

、
ケ

イ
フ

ッ
酸

、
酸

性
洗

浄
液

、
エ

ッ
チ

ン
グ

廃
液

、
染

色
酸

性
廃

液
（

漂
白

浸
せ

き
工

程
、

染
色

工
程

）
、

ク
ロ

メ
ー

ト
廃

液
、

硫
酸

ピ
ッ

チ

写
真

定
着

廃
液

鉱
物

油
03

11
エ

ン
ジ

ン
オ

イ
ル

、
機

械
油

、
グ

リ
ス

、
切

削
油

、
絶

縁
油

、
圧

延
油

、
作

動
油

、
重

油
、

原
油

、
潤

滑
油

、
燃

料

有
機

性
の

酸
性

廃
液

燃
え

殻
01

01
廃

溶
剤

固
形

油
廃
活
性
炭
・
廃
カ
ー
ボ
ン

油
で

い

混 合 廃 棄 物

混 合 物
油

付
着

物
等

03
50

油
の

し
み

た
ウ

エ
ス

、
油

紙
く

ず
、

廃
吸

油
材

、
廃

シ
ー

ル
材

、
ク

レ
オ

ソ
ー

ト
廃

油
、

ア
ン

ダ
ー

コ
ー

ト
か

す
、

廃
塗

料
（

液
状

）
、

イ
ン

ク
か

す
、

廃
ワ

ニ
ス

一
般
廃
油

廃 製 品 ・

複 合 材

03
12

魚
油

、
鯨

油
、

ヘ
ッ

ト
、

ラ
ー

ド
、

天
ぷ

ら
油

、
サ

ラ
ダ

油
、

ア
マ

ニ
油

、
桐

油
、

ゴ
マ

油
、

な
た

ね
油

、
や

し
油

、
大

豆
油

、
と

う
も

ろ
こ

し
油

ば
い

じ
ん

燃 え 殻

種
　
　
　
類

種
　
　
　
類

汚 泥 （ 泥 状 の も の ）

有
機

性
汚

泥
02

11
製

紙
汚

泥
、

活
性

汚
泥

（
余

剰
汚

泥
）

、
ビ

ル
ピ

ッ
ト

汚
泥

（
し

尿
を

含
む

も
の

は
除

く
）

、
染

色
排

水
処

理
汚

泥
、

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

排
水

処
理

汚
泥

（
水

洗
を

主
と

す
る

場
合

）
、

イ
ー

ス
ト

菌
培

養
残

さ
、

そ
の

他
泥

状
を

呈
す

る
有

機
性

廃
棄

物
ガ
ラ
ス
く
ず
、
ｺ

ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
く
ず
及

び
陶
磁
器
く
ず

下
水

汚
泥

無
機

性
汚

泥
02

21

め
っ

き
汚

泥
、

金
属

表
面

処
理

汚
泥

、
研

磨
汚

泥
、

砂
利

洗
浄

汚
泥

、
セ

メ
ン

ト
工

場
排

水
処

理
汚

泥
、

窯
業

排
水

処
理

汚
泥

、
水

酸
化

ア
ル

ミ
汚

泥
、

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
再

生
廃

液
処

理
汚

泥
、

金
属

さ
び

粉
体

、
廃

シ
ョ

ッ
ト

ブ
ラ

ス
ト

（
さ

び
落

し
し

た
も

の
に

限
る

）
、

廃
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

（
塗

料
か

す
を

含
む

も
の

に
限

る
）

、
脱

硫
石

こ
う

、
赤

泥
、

ガ
ラ

ス
研

磨
汚

泥
、

金
属

研
磨

汚
泥

、
道

路
側

溝
汚

泥
、

洗
車

汚
泥

、
廃

白
土

、
油

水
分

離
後

の
汚

泥
、

廃
顔

料
、

そ
の

他
泥

状
を

呈
す

る
無

機
性

廃
棄

物

鉱
さ

い

が
れ

き
類

［
工
作
物
の
新
築
、

改
築
又
は
除
去
に

伴
う
も

の
］

建
設

汚
泥

上
水

汚
泥

※
爆
発
性
、
毒
性
、
感
染
性
、
腐
食
性
な
ど
の
有
害
な
性
状
を
有
し

て
い
る
廃
棄
物
は
、
本
用
紙
右
下
の
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の

分
類
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
爆
発
性
、
毒
性
、
感
染
性
、
腐
食
性
な
ど
の
有
害
な
性
状
を
有
し
て
い
る
廃
棄
物
は
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
と
し
て
分
類
さ
れ
ま
す
。

125



　
●

こ
の

調
査

の
対

象
期

間
は

、
令

和
5

年
度

（
令

和
5

年
4

月
1

日
～

令
和

6
年

3
月

3
1

日
）

で
す

。
こ

の
期

間
中

の
廃

棄
物

等
の

発
生

と
処

理
・

処
分

の
状

況
を

　
　

質
問

①
～

⑪
ま

で
の

流
れ

に
従

っ
て

記
入

し
て

下
さ

い
。

　
●

こ
の

調
査

で
は

、
県

内
で

施
工

し
た

元
請

工
事

か
ら

発
生

し
た

廃
棄

物
等

だ
け

が
記

入
の

対
象

と
な

り
ま

す
。

　
●

廃
棄

物
が

ど
の

よ
う

に
分

類
さ

れ
て

い
る

か
を

示
す

た
め

に
、

裏
面

に
「

廃
棄

物
等

分
類

表
」

が
あ

り
ま

す
の

で
参

考
に

し
て

下
さ

い
。

　
●

発
生

し
た

廃
棄

物
の

「
名

称
」

と
「

数
量

」
の

回
答

欄
に

は
、

「
焼

却
」

､
「

脱
水

」
等

の
処

理
を

行
う

前
の

「
名

称
」

と
「

数
量

」
を

お
答

え
下

さ
い

。

　
　

○
自

社
で

焼
却

し
て

い
る

場
合

、
発

生
し

た
廃

棄
物

と
は

焼
却

前
の

も
の

で
す

。
（

記
入

例
Ｃ

を
参

考
に

し
て

下
さ

い
）

　
　

　
　

木
く

ず
、

紙
く

ず
、

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
等

を
焼

却
し

て
い

る
場

合
の

「
③

年
間

発
生

量
」

は
、

焼
却

前
の

量
で

す
。

従
っ

て
「

①
廃

棄
物

の
名

称
」

、
「

②
分

類
番

号
」

は
、

　
　

　
　

燃
や

す
前

の
名

称
と

そ
の

分
類

番
号

と
な

り
ま

す
。

な
お

、
焼

却
後

の
灰

の
量

が
「

⑤
中

間
処

理
後

量
」

と
な

り
ま

す
。

　
　

○
自

社
で

脱
水

し
て

い
る

場
合

の
発

生
し

た
廃

棄
物

と
は

脱
水

前
の

も
の

で
す

。
（

記
入

例
Ｅ

を
参

考
に

し
て

下
さ

い
）

　
　

　
　

汚
泥

の
発

生
量

は
、

脱
水

、
乾

燥
等

の
中

間
処

理
を

行
う

前
の

量
で

あ
り

、
脱

水
機

等
に

投
入

さ
れ

た
１

年
間

の
量

が
「

③
年

間
発

生
量

」
と

な
り

ま
す

。
な

お
、

脱
水

前
の

　
　

　
　

重
量

を
把

握
し

て
い

な
い

場
合

は
、

下
記

の
式

よ
り

計
算

し
て

下
さ

い
。

　
　

　
　

　
　

＜
式

＞
：

（
脱

水
前

の
汚

泥
発

生
量

）
＝

（
脱

水
後

の
汚

泥
量

）
×

（
１

０
０

％
－

脱
水

後
の

含
水

率
％

）
÷

（
１

０
０

％
－

脱
水

前
の

含
水

率
％

）

　
●

た
だ

し
、

以
下

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
中

間
処

理
後

の
も

の
を

発
生

量
と

し
て

お
答

え
下

さ
い

。

　
　

○
廃

酸
、

廃
ア

ル
カ

リ
を

公
共

水
域

（
河

川
、

公
共

下
水

道
等

）
へ

放
流

す
る

た
め

に
中

和
処

理
し

た
場

合
。

　
→

　
中

和
処

理
後

の
「

汚
泥

」
を

発
生

量
と

し
ま

す
。

　
　

○
含

油
廃

水
を

油
水

分
離

し
た

場
合

。
　

→
　

油
水

分
離

後
の

「
廃

油
」

と
「

油
で

い
」

等
を

個
別

に
（

そ
れ

ぞ
れ

１
行

ず
つ

を
）

発
生

量
と

し
ま

す
。

①
廃
棄
物
の
名
称

⑪
資

源
化

用
途

Ｆ 2
行 番

百 万
十 万

万
千

百
十

一
単

位
１

次
処

理
２

次
処

理
３

次
処

理
百 万

十 万
万

千
百

十
一

単
位

１
次

処
理

２
次

処
理

３
次

処
理

1
鉄
筋
く
ず

1
2

1
0

9
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｗ

1
㈱
△
△
産
業

秋
田

市
1
・

2
1
0

記
2
木
く
ず

0
8

0
1

3
0

㎏
 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｕ

1
○
○
商
店

男
鹿

市
Ｇ

1
・

2
3
0

3
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

0
6

1
0

1
0

㎏
 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ａ

1
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｓ

1
㈱
×
○

大
潟

町
1
・

2

4
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

0
6

1
0

5
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｕ

1
■
▼
㈱

能
代

市
I

1
・

2
3
0

入
5
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
汚
泥

0
2

2
2

6
0

0
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｂ

1
0

0
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｓ

1
○
○
㈱

郡
山

市
1
・

2

6
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
が
れ
き

1
5

1
0

1
0

㎏
 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｓ

1
㈲
○
○

仙
北

市
1
・

2

7
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
が
れ
き

1
5

1
0

1
1

0
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
㎏

 
ｔ

ｍ
3  
㍑

→
Ｕ

1
△
△
㈱

小
坂

町
Ｇ

1
・

2
5
0

欄
8

福
島
県

区
分

②
分

類
番

号
③

年
間

発
生

量
④

方
法

番
号

⑤
中

間
処

理
後

量

形
式

２

太
字

の
部

分
が

、
記

入
事

例
箇

所
を

示
し

て
い

ま
す

。
記

入
例

を
参

考
に

し
て

調
査

票
（
そ

の
２

）
を

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑥

処
理

・
処

分
の

方
法

⑦
処

理
・

処
分

先
又

再
生

利
用

先

の
名

称

⑩

処
理

後
の

処
分

方
法

⑧
処

理
・

処
分

先
又

は
⑨

方
法

番
号

再
生

利
用

先
の

所
在

地

＜
調
査
票
の
記

入
要
領

・
記

入
例

＞

本
紙

の
裏

面
の

「産
業

廃
棄

物
等

分
類

表
」
を

参
照

し
て

下
さ

い
。

廃
棄

物
を

委
託

し
て

い
る

場
合

で
、

委
託

後
の

具
体

的
な

処
理

・処
分

を
把

握
し

て
い

な
い

場
合

は
、

委
託

先
へ

確
認

し
て

記
入

し
て

下
さ

い
。

ま
た

、
不

定
期

の
回

収
業

者

等
で

、
住

所
な

ど
の

詳
細

が
不

明
な

場
合

は
、

わ
か

る
範

囲
で

記
入

し
て

下
さ

い
。

調
査

票
（
そ

の
２

）の
記

入
例

記
入
例
：
Ｃ

記
入
例
：
Ａ

記
入
例
：
Ｅ

記
入
例
：
Ｆ

調
査

対
象

期
間

調
査
対
象
と
す
る
事
業
所
と
廃
棄

物

発
生
量
に
つ
い
て

記
入
例
：
Ｂ

⑪
資

源
化

用
途

コ
ー

ド
表

⑨
委

託
中

間
処

理
方

法
コ

ー
ド

表
④

中
間

処
理

方
法

コ
ー

ド
表

⑩
処

理
後

の
処

分
方

法

1
再

生
利

用
・
リ

サ
イ

ク
ル

し
て

い
る

2
埋

立
処

分
し

て
い

る

該
当

す
る

単
位

に
、

必
ず

○
を

つ
け

て
下

さ
い

。

記
入
例
：
Ｄ

記
入

例
：
Ａ

・
工
事
現
場
か
ら
鉄
筋
く
ず

が

年
間
９
ｔ
発
生
し
た
が
、

す

べ
て
、
秋
田
市
の
㈱
△
△

産

業
に
売
却
し
た
。

・
相
手
先
で
は
、
鉄
鋼
材
料

と

し
て
再
生
利
用
し
て
い
る

。

記
入

例
：
Ｂ

・
工

事
現
場

か
ら
建
設

木
く

ず
が

年
間
に
２

ｔ
車

で
３

０
台

分
（
す
べ

て
満

杯
）

発
生
し
た
。

・
１

台
当
た

り
の
重
量

が
１

ｔ
程

度
で
あ
る

た
め

、
重

量
に
換

算
す
る
と

、
３

０
ｔ

で
あ
る
。

・
こ

れ
は

、
男

鹿
市
に

あ
る
○

○
商
店

に
料
金

を
払

っ
て
処

理
を
委
託

し
た

。

・
相

手
先
で

は
、
破
砕

チ
ッ

プ
化

し
、
燃
料

と
し

て
再

生
利

用
し
て
い

る
。

記
入

例
：
Ｃ

・
工

事
現
場

か
ら
廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
が

年
間
１
０

ｔ
発

生
し

た
。

・
す

べ
て
自

社
の
焼
却

炉
で

焼
却

し
た

。
そ
の
灰

の
量

は
年

間
で

１
ｔ
程
度

で
あ

り
、

大
潟

町
に
あ
る

㈱
×

○
の

処
分

場
で
埋
立

処
分

し
た

。

記
入

例
：Ｄ

・
工

事
現
場

か
ら
廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
が

年
間

５
ｍ

3 発
生

し
た

。

・
こ

れ
は
、

能
代
市
に

あ
る

■
▼

㈱
に

中
間

処
理
を
委

託
し

た
。

・
委

託
先
で

は
圧
縮
し

て
固

形

燃
料

を
製

造
し
て
い

る
。

記
入

例
：
Ｅ

・
工

事
現
場

か
ら
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
汚
泥
が
発
生
し
た

が
、

す
べ

て
工
事
現
場
内
で
脱
水
し
た
。

・
脱

水
後
の

汚
泥
量
は
、
１
０
０
ｔ
（
含
水
率
７
０
％
）

で
あ

っ
た

。
・

脱
水

前
の

量
は
、
計
量
し
て
い
な
い
の
で
正
確
で
な

い
が

、
脱

水
前
の
含
水
率
が
９
５
％
で
あ
る
た
め
計

算
す

る
と

６
０
０
ｔ
と
な
る
。

・
処

理
後
の

汚
泥
は
、
㈱
□
□
に
運
搬
を
委
託
し
、

福
島

県
郡

山
市
内
に
管
理
型
処
分
地
を
保
有
す
る

○
○

㈱
で

埋
立
処
分
し
た
。

・
計

算
式

10
0ｔ

×
(
10
0－

70
)÷

(1
00
－
95
)＝

60
0ｔ

記
入

例
：Ｆ

・
工
事
現
場
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
が
れ
き
等
が
１
０
ｔ

ダ
ン
プ
で
１
２
台
分
発
生
し
た
。
重
量
に
換
算
す
る
と

１
２
０
ｔ
程
度
で
あ
る
。

・
こ
の
う
ち
、
１
０
ｔ
は
、
㈱
□
□
に
収
集
・
運
搬
を
委

託
し
、
仙
北
市
に
処
分
場
を
保
有
す
る
㈲
○
○
で
埋
立

処
分
し
た
。

・
残
り
の
１
１
０
ｔ
は
、
小
坂
町
に
破
砕
プ
ラ
ン
ト
を
保

有
す
る
△
△
㈱
に
中
間
処
理
を
委
託
し
た
。
△
△
㈱
で

は
破
砕
後
、
骨
材
と
し
て
再
生
利
用
し
て
い
る
。

●
記

入
対

象
は

、
事

業
活

動
に

よ
っ

て
発

生
す

る
産

業
廃

棄
物

、
有

償
あ

る
い

は
無

償
で

引
渡

し
て

い
る

副
産

物
で

す
。

●
同

じ
種

類
の

廃
棄

物
で

も
中

間
処

理
方

法
や

処
分

方
法

、
委

託
処

理
先

等
が

異
な

る
場

合
は

、
質

問
①

の
欄

か
ら

行
を

分
け

て
記

入
し

て
下

さ
い

。

●
処

理
業

者
へ

処
理

・
処

分
を

委
託

し
て

い
る

場
合

は
、

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

伝
票

等
を

参
考

に
し

て
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
不

明
な

点
は

、
具

体
的

な
内

容
を

処
理

業
者

に
確

認
し

た
う

え
で

記
入

し
て

下
さ

い
。

記
入

に
つ

い
て

こ
こ

で
は

、
中

間
処

理
、

再
生

利
用

や
最

終
処

分
し

た
先

の
名

称
を

記
入

し
て

下
さ

い
。

委
託

し
た

廃
棄

物
が

中
間

処
理

後
に

最
終

処
分

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
中

間
処

理
業

者
の

名
称

を
記

入
し

て
下

さ
い

。

⑥
処

理
・
処

分
方

法
コ

ー
ド

表

＜
自

己
処

理
＞

Ｖ
１

：
自

社
で

再
利

用
し

た
。

Ｖ
２

：
売

却
で

き
な

い
も

の
を

自
社

で
再

利
用

し
た

。

Ｗ
１

：
売

却
（

利
益

が
あ

っ
た

）
し

た
。

Ｚ
１

：
自

社
で

保
管

し
て

い
る

。

Ｑ
１

：
自

社
の

処
分

場
で

埋
立

処
分

し
た

。

＜
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

等
へ

委
託

処
理

＞
Ｕ

１
：

処
理

業
者

に
中

間
処

理
（

資
源

化
・

リ
サ

イ
ク

ル
を

含
む

）
を

委
託

し
た

。

Ｘ
１

：
廃

品
回

収
（

資
源

）
業

者
、

あ
る

い
は

納
入

業
者

、
関

連
企

業
等

で

再
生

処
理

を
し

た
。

Ｓ
１

：
民

間
の

処
理

業
者

の
処

分
場

で
直

接
埋

立
処

理
し

た
。

Ｓ
２

：
秋

田
県

環
境

保
全

セ
ン

タ
ー

で
直

接
埋

立
処

理
し

た
。

Ｔ
１

：
処

理
業

者
で

直
接

海
洋

投
入

し
た

。

＜
市

町
村

・
一

部
事

務
組

合
へ

委
託

処
理

＞
（

ご
み

収
集

を
含

む
）

Ｒ
１

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

埋
立

処
分

場
へ

搬
入

し
た

。

Ｒ
５

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

焼
却

場
へ

搬
入

し
た

。

Ｒ
６

：
市

町
村

等
が

設
置

す
る

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
に

搬
入

し
た

。

＜
そ

の
他

＞
Ｚ

９
：

そ
の

他

Ａ
：

焼
却

Ｂ
：

脱
水

Ｃ
：

天
日

乾
燥

Ｄ
：

機
械

乾
燥

Ｅ
：

油
水

分
離

Ｆ
：

中
和

Ｇ
：

破
砕

Ｈ
：

分
級

Ｉ
：

圧
縮

Ｊ
：

溶
融

Ｋ
：

切
断

Ｌ
：

焼
成

（
セ

メ
ン

ト
原

材
料

）
Ｍ

：
堆

肥
化

(発
酵

)
Ｎ

：
銀

回
収

Ｏ
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ固

型
化

Ｐ
：

乾
熱

滅
菌

Ｑ
：

煮
沸

Ｒ
：

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
Ｓ

：
薬

物
消

毒
Ｔ

：
金

属
(鉄

)回
収

Ｕ
：

非
鉄

金
属

回
収

Ｖ
：

濃
縮

Ｗ
：

油
化

Ｘ
：

粒
度

調
整

・
混

合
Ｙ

：
分

別
・

選
別

Ｚ
：

そ
の

他

Ａ
：

焼
却

Ｂ
：

脱
水

Ｃ
：

天
日

乾
燥

Ｄ
：

機
械

乾
燥

Ｅ
：

油
水

分
離

Ｆ
：

中
和

Ｇ
：

破
砕

Ｈ
：

分
級

Ｉ
：

圧
縮

Ｊ
：

溶
融

Ｋ
：

切
断

Ｌ
：

焼
成

（
セ

メ
ン

ト
原

材
料

）
Ｍ

：
堆

肥
化

(発
酵

)
Ｎ

：
銀

回
収

Ｏ
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ固

型
化

Ｐ
：

乾
熱

滅
菌

Ｑ
：

煮
沸

Ｒ
：

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
Ｓ

：
薬

物
消

毒
Ｔ

：
金

属
(鉄

)回
収

Ｕ
：

非
鉄

金
属

回
収

Ｖ
：

濃
縮

Ｗ
：

油
化

Ｘ
：

粒
度

調
整

・
混

合
Ｙ

：
分

別
・

選
別

Ｚ
：

そ
の

他

１
０

：
鉄

鋼
原

料

２
０

：
非

鉄
金

属
等

原
材

料

３
０

：
燃

料

３
１

：
木

炭

４
１

：
飼

料

４
２

：
肥

料
・

堆
肥

４
３

：
土

壌
改

良
材

５
０

：
土

木
・

建
設

資
材

５
１

：
再

生
木

材
・

合
板

６
０

：
パ

ル
プ

・
紙

原
材

料

７
０

：
ガ

ラ
ス

原
材

料

８
０

：
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
原

材
料

８
１

：
再

生
タ

イ
ヤ

９
０

：
セ

メ
ン

ト
原

材
料

９
１

：
再

生
油

・
再

生
溶

剤

９
２

：
中

和
剤

９
３

：
高

炉
還

元
・

コ
ー

ク
ス

炉
化

学
原

料

９
８

：
そ

の
他
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特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

分
類

番
号

具
 
 
 
 
 
 
 
 
 
体

 
 
 
 
 
 
 
 
 
例

分
類

番
号

具
 
 
 
 
 
 
 
 
 
体

 
 
 
 
 
 
 
 
 
例

02
11

排
水

処
理

汚
泥

、
ビ

ル
ピ

ッ
ト

汚
泥

（
し

尿
を

含
む

も
の

は
除

く
）

0
3
1
8

揮
発

油
類

（
燃

え
や

す
い

廃
油

、
ガ

ソ
リ

ン
、

灯
油

、
軽

油
、

シ
ン

ナ
ー

、
ト

ル
エ

ン
、

キ
シ

レ
ン

、
エ

ー
テ

ル
な

ど
）

02
22

建
設

高
含

水
率

汚
泥

、
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
汚

泥
、

道
路

側
溝

汚
泥

＜
建

設
残

土
は

除
く

＞
0
4
0
8

水
素

イ
オ

ン
濃

度
指

数
〔

ｐ
Ｈ

〕
が

2
.0

以
下

の
廃

液

03
11

重
機

等
の

潤
滑

油
、

エ
ン

ジ
ン

オ
イ

ル
、

機
械

油
、

グ
リ

ス
、

切
削

油
、

絶
縁

油
0
5
0
8

水
素

イ
オ

ン
濃

度
指

数
〔

ｐ
Ｈ

〕
が

1
2

.5
以

上
の

廃
液

03
20

ア
ル

コ
ー

ル
類

、
ケ

ト
ン

、
洗

浄
油

0
2
2
9

特
定

有
害

物
質

を
含

む
汚

泥

03
30

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

、
タ

ー
ル

ピ
ッ

チ
類

0
3
1
9

特
定

有
害

物
質

を
含

む
廃

油

03
40

タ
ン

ク
ス

ラ
ッ

ジ
、

オ
イ

ル
ス

ラ
ッ

ジ
、

オ
イ

ル
ト

ラ
ッ

プ
汚

泥
、

油
性

ス
カ

ム
0
4
0
9

特
定

有
害

物
質

を
含

む
酸

性
廃

液

0
5
0
9

特
定

有
害

物
質

を
含

む
ア

ル
カ

リ
性

廃
液

1
5
3
8

吹
き

付
け

石
綿

（
ア

ス
ベ

ス
ト

）
、

石
綿

含
有

保
温

材

04
01

廃
液

で
酸

性
を

呈
す

る
も

の
7
4
1
9

廃
P

C
B

等
、

P
C

B
汚

染
物

、
P

C
B

処
理

物

05
01

廃
液

で
ア

ル
カ

リ
性

を
呈

す
る

も
の

【
熱

可
塑

性
】

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

樹
脂

、
ポ

リ
ス

チ
レ

ン
樹

脂
、

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
樹

脂

【
熱

硬
化

性
】

フ
ェ

ノ
ー

ル
樹

脂
（

ベ
ー

ク
ラ

イ
ト

）
、

ユ
リ

ア
樹

脂
、

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

、
メ

ラ
ニ

ン
樹

脂
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
ウ

レ
タ

ン
樹

脂

【
合

成
繊

維
】

ナ
イ

ロ
ン

繊
維

、
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
繊

維
、

ア
ク

リ
ル

繊
維

、
混

紡
繊

維
、

化
繊

ロ
ー

プ
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 化

学
繊

維
【

そ
 の

 他
】

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

く
ず

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
、

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
、

　
　

　
　

　
  
フ

ィ
ル

ム
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

タ
イ

ル
、

セ
ル

ロ
イ

ド
、

繊
維

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

（
F

R
P

）
、

　
　

　
　

　
  
塗

料
か

す
（

固
形

）
、

接
着

剤
か

す
、

合
成

ゴ
ム

く
ず

、
塩

ビ
管

06
20

使
用

済
み

タ
イ

ヤ

06
30

工
作

物
の

新
築

、
改

築
又

は
除

去
に

伴
っ

て
生

じ
た

産
業

廃
棄

物
で

あ
っ

て
、

石
綿

を
そ

の
重

量
の

0
.1

％
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
。

07
01

建
材

の
包

装
紙

、
建

設
現

場
か

ら
排

出
さ

れ
る

紙
く

ず

08
01

木
く

ず
、

お
が

く
ず

、
か

ん
な

く
ず

、
バ

ー
ク

類
、

竹
、

ベ
ニ

ヤ
、

ベ
ニ

ヤ
ボ

ー
ド

類
、

伐
採

木
、

伐
採

材
、

伐
根

材

08
02

パ
レ

ッ
ト

、
パ

レ
ッ

ト
へ

の
貨

物
の

積
付

け
の

た
め

に
使

用
し

た
こ

ん
包

用
の

木
材

09
00

羊
毛

、
綿

、
絹

、
麻

等
の

天
然

繊
維

、
レ

ー
ヨ

ン
、

ア
セ

テ
ー

ト
混

紡
繊

維
（

天
然

繊
維

が
主

体
の

も
の

）

11
00

天
然

ゴ
ム

く
ず

12
10

鉄
く

ず
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
（

主
体

が
鉄

製
の

場
合

）
、

ブ
リ

キ
く

ず
、

ト
タ

ン
く

ず
、

空
き

缶
（

鉄
製

の
も

の
）

12
20

銅
線

、
銅

く
ず

、
ア

ル
ミ

く
ず

、
ア

ル
ミ

缶

12
30

自
社

に
て

分
別

を
行

わ
な

か
っ

た
も

の
や

分
別

不
可

能
な

も
の

13
10

白
熱

電
球

、
窓

ガ
ラ

ス
、

び
ん

類
、

グ
ラ

ス
ウ

ー
ル

13
20

か
わ

ら
、

土
管

、
陶

管
、

タ
イ

ル

13
30

石
膏

ボ
ー

ド
く

ず

13
50

工
作

物
の

新
築

、
改

築
又

は
除

去
に

伴
っ

て
生

じ
た

産
業

廃
棄

物
で

あ
っ

て
、

石
綿

を
そ

の
重

量
の

0
.1

％
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
。

15
10

コ
ン

ク
リ

ー
ト

破
片

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
破

片

15
20

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
破

片

15
30

鉄
道

用
線

路
の

砂
利

、
骨

材
、

石
材

、
れ

ん
が

、
ス

レ
ー

ト
、

タ
イ

ル
、

断
熱

材

15
40

工
作

物
の

新
築

、
改

築
又

は
除

去
に

伴
っ

て
生

じ
た

産
業

廃
棄

物
で

あ
っ

て
、

石
綿

を
そ

の
重

量
の

0
.1

％
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
。

21
00

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

、
ゴ

ム
く

ず
、

金
属

く
ず

、
ガ

ラ
ス

く
ず

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
く

ず
及

び
陶

磁
器

く
ず

、
が

れ
き

類
の

み
を

含
む

混
合

物
で

分
別

が
で

き
な

い
廃

棄
物

22
00

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

、
ゴ

ム
く

ず
、

金
属

く
ず

、
ガ

ラ
ス

く
ず

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
く

ず
及

び
陶

磁
器

く
ず

、
が

れ
き

類
以

外
の

廃
棄

物
を

含
む

混
合

物
で

分
別

が
で

き
な

い
廃

棄
物

30
00

廃
自

動
車

、
廃

二
輪

車

31
00

プ
リ

ン
ト

配
線

板
、

テ
レ

ビ
、

エ
ア

コ
ン

、
冷

蔵
庫

、
洗

濯
機

、
電

子
レ

ン
ジ

、
パ

ソ
コ

ン
、

電
話

機
、

自
動

販
売

機
な

ど

35
00

鉛
蓄

電
池

（
バ

ッ
テ

リ
ー

）
、

乾
電

池
（

水
銀

を
含

む
も

の
を

除
く

）

36
00

2
つ

以
上

の
異

な
る

素
材

が
一

体
的

に
組

み
合

わ
さ

れ
て

い
る

製
品

の
廃

棄
物

25
00

水
銀

電
池

、
空

気
亜

鉛
電

池
、

照
明

機
器

（
蛍

光
ラ

ン
プ

、
H

 I
 D

ラ
ン

プ
、

放
電

ラ
ン

プ
）

な
ど

、
水

銀
等

の
使

用
に

関
す

る
表

示
が

あ
る

製
品

26
00

水
銀

を
１

k
g
に

つ
き

１
５

m
g
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
（

ば
い

じ
ん

、
燃

え
殻

、
汚

泥
、

鉱
さ

い
）

水
銀

を
１

 L
 に

つ
き

１
５

m
g
を

超
え

て
含

有
す

る
も

の
（

廃
酸

、
廃

ア
ル

カ
リ

）

廃
棄
物
等
分
類
表

産
業
廃
棄
物

※
爆
発
性
、
毒
性
、
感
染
性
、
腐
食
性
な
ど
の
有
害
な
性
状
を
有
し
て
い
る
廃
棄
物
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
と

　
し
て
分
類
さ
れ
ま
す
。

種
 
 
 
 
 
 
 
 
類

種
 
 
 
 
 
 
 
 
類

引
火

性
廃

油

無
機

性
汚

泥
腐

食
性

廃
酸

一
般

廃
油

腐
食

性
廃

ア
ル

カ
リ

汚
泥

 (
泥

状
の

も
の

)

有
機

性
汚

泥

特
定

有
害

廃
棄

物
廃

ア
ル

カ
リ

特
定

有
害

廃
棄

物
廃

石
綿

等

廃
酸

無
機

性
の

酸
性

廃
液

廃
Ｐ

Ｃ
Ｂ

廃 　 　 　 油
油

付
着

物
等

03
50

油
の

滲
み

た
ウ

エ
ス

、
油

紙
く

ず
、

廃
吸

油
材

、
廃

シ
ー

ル
材

、
ク

レ
オ

ソ
ー

ト
廃

油
、

ア
ン

ダ
ー

コ
ー

ト
か

す
、

廃
塗

料
（

液
状

）
、

イ
ン

ク
か

す
、

廃
ワ

ニ
ス

廃
溶

剤
特

定
有

害
廃

棄
物

汚
泥

固
形

油
特

定
有

害
廃

棄
物

廃
油

油
で

い
特

定
有

害
廃

棄
物

廃
酸

廃
ア

ル
カ

リ
ア

ル
カ

リ
性

廃
液

使
用

済
み

タ
イ

ヤ

石
綿

含
有

産
業

廃
棄

物
（

非
飛

散
性

）

紙
く

ず

繊
維

く
ず

ゴ
ム

く
ず

(
天

然
ゴ

ム
）

鉄
く

ず

非
鉄

く
ず

混
合

金
属

く
ず

ガ
ラ

ス
く

ず

陶
磁

器
く

ず

石
膏

ボ
ー

ド

石
綿

含
有

産
業

廃
棄

物
（

非
飛

散
性

）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片

廃
電

池
類

複
合

材

水
銀

使
用

製
品

産
業

廃
棄

物

廃 製 品 ・

複 合 材

廃
ア

ス
フ

ァ
ル

ト

レ
ン

ガ
破

片
な

ど

石
綿

含
有

産
業

廃
棄

物
（

非
飛

散
性

）

安
定

型
混

合
廃

棄
物

管
理

型
混

合
廃

棄
物

7
4
4
0

特
定

の
施

設
に

お
い

て
生

じ
た

廃
水

銀
又

は
廃

水
銀

化
合

物
（

水
銀

使
用

製
品

が
産

業
廃

棄
物

と
な

っ
た

も
の

に
封

入
さ

れ
た

廃
水

銀
等

を
除

く
）

、
水

銀
若

し
く

は
そ

の
化

合
物

が
含

ま
れ

て
い

る
産

業
廃

棄
物

、
又

は
水

銀
使

用
製

品
が

産
業

廃
棄

物
と

な
っ

た
も

の
か

ら
回

収
し

た
廃

水
銀

廃
水

銀
等

特 定 有 害

産 業 廃 棄 物

水
銀

含
有

ば
い

じ
ん

等

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
06

10

木
く

ず

金
属

く
ず

ガ
ラ

ス
く

ず
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

く
ず

及
び

陶
磁

器
く

ず

が
れ

き
類

〔
工

作
物

の
新

築
、

改
築

又
は

除
去

に
伴

う
も

の
〕

混 合 廃 棄 物

混 合 物

廃
自

動
車

廃
電

気
機

械
器

具
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調 査 票 番 号 

 

 
産業廃棄物等に関する調査票【その３】 

 

「産業廃棄物等に関する調査票」と同様に記入し、併せてご返送ください。 

なお、「産業廃棄物等に関する調査票」の【その 1】にて、「廃棄物等の発生がない」と 

ご回答いただいた場合は、本調査票の回答は不要です。 

 

 

設問１ 電子マニフェストの利用状況について 

貴事業所では、「電子マニフェストシステム」を利用していますか。該当する番号を 1つ選び、

○を付けてください。また、「2」を選択した場合は導入時期を、「3」を選択した場合は利用し

ない理由をご回答ください。 

（  ）1．システムを利用している。  

（  ）2．システムの利用を予定、又は検討している。 

（  ）3．システムは利用しない。 

（  ）4．電子マニフェストシステムを知らない。 

上記で「3．システムは利用しない」と回答した方にお伺いします。システムを利用しない理由

について、該当する全ての項目に○を付けてください。（複数回答可） 

（  ）A．排出量が少ない。又は取引先が少ない。 

（  ）C．独自システムで管理している。  

（  ）E．システムが難しくて分からない。 

（  ）B．取引先で導入されていない。 

（  ）D．コストの問題がある。 

（  ）F．現状として問題がない。 

（  ）G．その他（具体的に：                           ）  
 

 

 

設問２ 廃プラスチックの資源化状況について 

貴事業所では、廃プラスチックを資源として循環させる取組みを行っていますか。該当する番

号を 1つ選び、○を付けてください。 

（  ）1．取組みを行っている。  

（  ）2．取組みを行う予定がある。又は検討している。 

（  ）3．取組みは行わない。 

 

 

設問３ 自由記載（県への要望等） 

産業廃棄物等の減量化・リサイクル、適正処理等を推進するにあたり、県への要望等があれば

ご記入ください。 

（例）適正処理・リサイクルに関する研修会等を実施してほしい  

   環境負荷の少ない製品や、リサイクル認定製品の普及等に対する支援をしてほしい 等 

 

 

以上で、アンケートは終了です。ご回答ありがとうございました。 

導入予定時期：令和   年頃 
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